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た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
男
子
寮
再

建
に
は
保
険
金
（
約
八
六
〇
〇
万
円
）
も
お

り
ま
し
た
が
、
維
持
補
修
費
用
や
今
後
予
想

さ
れ
る
女
子
寮
改
築
に
備
え
る
た
め
に
も
募

金
は
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
他
方
、
二
〇
一
五
年
か
ら
始
め
た
百
周
年

記
念
事
業
募
金
（
目
標
一
億
円
）
も
、
総
額

約
六
七
四
〇
万
円
、
個
人
・
有
志
・
卒
業
年

等
延
べ
二
九
〇
〇
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
記

念
事
業
は
、「
朝
陽
奨
学
金
新
設
」、「
館
山

寮
改
修
」、「
集
い
の
場
確
保
」
の
三
本
柱
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
募
金
の
重
点

を
給
付
型
朝
陽
奨
学
金
に
移
し
、
百
周
年
後

も
継
続
支
給
で
き
る
よ
う
に
基
金
と
し
て
確

保
す
る
。
さ
ら
に
、
百
年
誌
編
集
、
記
念
名

簿
発
行
、
記
念
祝
賀
会
、
記
念
音
楽
会
、
芳

名
録
銘
板
設
置
な
ど
に
も
、
使
途
を
拡
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
同
窓
会
規
約
を
改
正
し
、
一
般

会
計
の
収
支
改
善
を
目
指
す
た
め
、
誠
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
「
寿
会
員
」
制
度
を
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
副
会
長
の
定
員
数
を
増

や
す
な
ど
、
若
い
世
代
の
同
窓
会
へ
の
参
加

と
協
力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
次
の
百
年
に
向
け
て
新
宿
高
校
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
同
窓
会
会
員
皆
様
の
ご

理
解
、
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。（二

〇
二
〇
年
五
月
）

た
。
昨
年
秋
に
は
、
第
一
五
号
と
そ
の
後
の

台
風
で
日
本
各
地
が
被
災
し
ま
し
た
。
年
が

明
け
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
多
く
の
感
染
者
と
死

者
も
発
生
し
、
都
市
封
鎖
や
外
出
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
母
校
も
こ
の
よ
う
な
災
い
に
巻
き
込
ま

れ
、
館
山
寮
は
男
子
棟
屋
根
を
吹
き
飛
ば
さ

れ
、
卒
業
式
に
は
保
護
者
も
参
列
で
き
ず
、

入
学
式
は
延
期
さ
れ
、
休
校
が
五
月
末
ま
で

続
き
ま
し
た
。
同
窓
会
で
も
『
朝
陽
』
の
発

送
が
遅
れ
、
五
月
末
の
総
会
も
延
期
に
な
り

ま
し
た
。

　
新
宿
高
校
は
二
〇
二
二
年
に
創
立
百
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
様
々
な
困
難
と
幾

多
の
試
練
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
危
機

も
「
チ
ー
ム
新
宿
」
で
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
新
た
に
館
山
寮
再
建
募
金
（
目
標
五
〇
〇

〇
万
円
）
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
既
に
約

二
二
〇
〇
万
円
の
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し

　
人
知
を
超
え
た
自
然
の

猛
威
に
さ
ら
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。
普
段
当
た
り
前

の
こ
と
が
、
当
た
り
前
に

で
き
な
い
辛
い
経
験
で
し
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次
の
百
年
に
向
け
て

─ 「
チ
ー
ム
新
宿
」で
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う 

─

朝
陽
同
窓
会
会
長
　
田
中
俊
郎
（
一
七
回
）

会長ご挨拶　2

2020 年「第 26 回 0 の会展」のご案内

　故 吉江新二先生を囲み、絵画部 OB らを中心に結成された 0 の会は、四半世紀の歴史を重ね、
メンバー一同、ますます意欲的に制作に取り組んでいます。
　今年の展覧会をご案内します。どうぞご高覧くださいませ。

０の会会長　澤登丈夫（14 回）

会期：2020 年 11 月 30 日（月）～ 12 月 6 日（日）
時間：午前 11 時～午後 6 時 30 分（但し最終日は午後 3 時まで）
場所：ギャラリーくぼた　４階

中央区京橋２-７-11　03-3563-0005（代表）



　
今
も
新
宿
高
校
に
生
き
る
、

　
　
　
　
　
　
六
中
大
家
族
主
義

新
宿
高
校
保
健
体
育
科　

田
久
保　

裕
之　

　
「
本
校
初
代
校
長
、
阿
部
宗
孝
先
生
は
教

育
方
針
と
し
て
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
う
ち
、

特
に
徳
育
・
体
育
に
重
き
を
置
き
、『
質
実

剛
健
な
る
精
神
の
涵
養
と
、
健
全
強
壮
な
る

身
体
の
育
成
を
生
徒
教
育
上
の
二
大
方
針
と

す
る
』
と
提
唱
し
た
。
ま
た
、『
学
校
、
家

庭
、
同
窓
、
生
徒
が
一
体
と
な
っ
た
大
家
族

主
義
』
と
い
う
理
念
を
示
し
た
」（
学
校
Ｈ

Ｐ
よ
り
）

　

私
が
新
宿
高
校
を
目
指
し
た
一
番
の
理
由

は
当
時
受
験
が
可
能
で
あ
っ
た
２
学
区
の
中

で
、
唯
一
勉
強
と
野
球
を
高
い
レ
ベ
ル
で
両

立
し
て
い
る
学
校
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

新
宿
と
い
う
名
前
に
反
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
の
校

舎
、
町
の
喧
騒
と
は
一
線
を
画
す
新
宿
御
苑

の
緑
と
静
け
さ
、
試
合
が
可
能
な
広
い
グ
ラ

ン
ド
、
五
時
下
校
な
の
に
強
い
野
球
部
、
そ

の
す
べ
て
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
カ
ッ
コ
良
く
映
っ

た
。
多
様
性
を
極
め
る
先
生
方
と
生
徒
た
ち
、

懐
の
広
さ
は
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
校
内
で
は

ヘ
ビ
も
カ
エ
ル
も
で
た
。
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム

レ
ス
の
方
か
ら
も
応
援
さ
れ
た
。

　

一
見
、
放
任
と
も
映
っ
た
先
生
方
の
ご
指

導
は
、
生
徒
を
一
人
の
大
人
と
し
て
対
等
に

見
て
、
そ
の
時
が
く
る
の
を
信
じ
て
待
つ
、

最
も
根
気
と
愛
情
を
必
要
と
す
る
ス
タ
イ
ル

で
あ
っ
た
と
気
づ
い
た
の
は
後
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。

　

恩
師
で
あ
る
鈴
木
裕
太
先
生
（
二
五
回
）、

化
学
科
の
木
藤
章
雄
先
生
、
長
井
正
徳
先
輩

（
四
七
回
）
の
ご
指
導
の
元
、
大
都
会
で
白

球
を
追
っ
た
三
年
間
は
人
生
の
礎
と
な
っ
て

い
る
。
半
面
、
知
育
の
修
得
に
欠
け
た
日
々

は
、
初
代
阿
部
校
長
の
教
え
を
忠
実
に
？

守
っ
た
結
果
と
も
言
え
ず
、
現
在
の
新
宿
生

や
先
生
方
を
見
る
と
、
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
。

硬
式
野
球
部
の
十
六
人
の
仲
間
と
の
交
流
は

今
も
続
く
。
そ
れ
ぞ
れ
に
家
族
も
増
え
、
年

末
恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
忘
年
会
は
賑
わ

い
を
増
し
て
い
る
。

　

新
宿
高
校
に
魅
せ
ら
れ
て
、
教
員
を
目
指

し
た
。
大
学
在
学
中
の
四
年
間
、
講
師
時
代

の
二
年
間
、
母
校
硬
式
野
球
部
の
監
督
を
務

め
た
。
念
願
叶
っ
て
教
員
と
な
り
、
は
じ
め

の
園
芸
高
校
で
は
純
粋
な
生
徒
た
ち
と
大
自

然
に
囲
ま
れ
て
、
夢
中
で
戦
っ
た
。
先
輩
先

生
方
か
ら
は
、
教
員
と
し
て
の
土
台
を
叩
き

込
ん
で
い
た
だ
い
た
。
次
の
小
山
台
高
校
の

夜
間
定
時
制
で
は
、
一
転
し
て
生
徒
た
ち
か

ら
教
育
と
は
何
か
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
尊

敬
す
べ
き
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
た
。
全
日
制

野
球
班
で
は
七
年
間
で
二
〇
〇
名
以
上
の
選

手
と
出
会
っ
た
。
名
将
福
嶋
正
信
先
生
の
元
、

助
監
督
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
真
の

文
武
両
道
。
二
〇
一
四
年
に
は
甲
子
園
の
土

を
踏
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
昨
年
、
一
昨
年
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ホ
ー
ム
新
宿
と
仲
間
た
ち

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

小
川
晶
子　

　

最
近
、
巷
で
人
気
の
「
し
い
た
け
占
い
」

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
私
の
お
う
し
座
は
し

い
た
け
に
よ
る
と
、「
目
の
中
に
入
れ
て
も

痛
く
な
い
大
好
き
な
も
の
」
を
⓬
星
座
の
中

で
も
特
に
強
く
持
っ
て
い
る
人
た
ち
で
、

「
私
が
好
き
な
猫
ち
ゃ
ん
」
が
い
た
と
し
て
、

人
に
「
え
ー
、
私
、
猫
は
可
愛
い
と
思
わ
な

い
」
と
か
む
げ
に
言
わ
れ
た
ら
、
コ
イ
ツ
は

絶
対
に
許
さ
ん
」
と
一
〇
〇
％
の
軽
蔑
と
敵

意
の
炎
を
燃
や
し
ま
す
。「
人
が
愛
し
て
い

る
も
の
に
対
し
て
は
敬
意
を
払
え
よ
」
と
思

う
、
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
点
、
う
ん
う
ん

と
大
い
に
頷
く
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
す
が
、

猫
ち
ゃ
ん
が
私
に
と
っ
て
新
宿
高
校
と
仲
間

た
ち
に
あ
た
り
ま
す
。

　

新
宿
高
校
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
窓
い
っ
ぱ

い
に
御
苑
の
借
景
が
眺
め
ら
れ
た
教
室
や
舞

台
の
な
い
体
育
館
、
部
活
に
も
使
っ
た
ピ
ロ

テ
ィ
な
ど
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
古
い
校
舎
は

な
く
な
り
、
周
辺
の
新
南
口
あ
た
り
は
当
時

の
面
影
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
学
卒
業
後
、
東
京
を
出
て
以
来
様
々
な
場

所
に
居
を
移
し
て
き
た
私
は
、
新
宿
に
戻
る

度
、
ホ
ー
ム
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
安
心
感

を
覚
え
た
も
の
で
、
新
宿
高
校
へ
の
想
い
は

　

第
二
次
世
界
大
戦
、
東
日
本
大
震
災
に
次

ぐ
ピ
ン
チ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
職
員

の
合
言
葉
は
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
新
宿
」、
保
護
者

の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
は
勢
い
を
増
す
ば
か
り
、

壊
れ
た
館
山
寮
の
再
建
に
動
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
朝
陽
同
窓
会
の
皆
様
と
朝
陽
水
泳
会

の
皆
様
、
何
よ
り
も
生
徒
は
全
員
が
私
の
後

輩
、
隣
を
見
た
ら
体
育
科
主
任
は
前
述
の
長

井
正
徳
先
輩
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
大
家
族
主

義
か
。
初
代
阿
部
校
長
の
理
念
は
今
も
生
き

て
い
た
の
で
あ
る
。
府
立
六
中
、
新
宿
高
校

と
い
う
館
山
の
海
よ
り
も
広
い
大
海
に
抱
か

れ
、
大
家
族
の
一
員
と
な
れ
た
こ
と
に
誇
り

と
感
謝
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た
る
覚
悟
で
あ

る
。

は
二
年
連
続
の
準
優
勝
…
本
当
に
私
は
あ
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

二
〇
一
七
年
、
ま
さ
か
…
私
は
七
二
回
生

と
一
緒
に
、
二
十
年
ぶ
り
二
回
目
の
入
学
式

に
臨
ん
で
い
た
。
日
本
一
幸
せ
な
教
員
と
は

私
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

新
宿
高
校
の
体
育
科
の
教
員
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
臨
海
教
室
を
無
事
故
で
継
承
し

て
い
く
重
た
い
責
務
を
担
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
二
十
年
ぶ
り
に
館
山
寮
に
足
を
踏
み
入

れ
た
と
き
、
寮
の
変
わ
ら
ぬ
姿
に
感
動
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
体
が
ブ

ル
ッ
と
震
え
、
直
立
不
動
で
動
け
な
く
な
っ

た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
が
迫
る
中
、
二

十
年
ぶ
り
の
卒
業
式
で
七
二
回
生
を
送
り
出

し
た
。
部
活
、
行
事
、
そ
し
て
勉
学
に
全
力

投
球
だ
っ
た
彼
ら
か
ら
、
改
め
て
新
宿
高
校

の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

幸
運
な
こ
と
に
、
続
け
て
七
五
回
生
の
担

任
と
な
っ
た
が
、
運
動
会
も
臨
海
教
室
も
中

止
に
な
っ
た
。
大
遠
泳
も
出
来
ず
、
六
中
健

児
の
歌
も
ま
だ
知
ら
な
い
彼
ら
が
三
年
生
に

な
る
時
、
母
校
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

る
。
ま
だ
分
散
登
校
で
は
あ
る
が
、
体
育
の

授
業
で
伝
統
の
新
宿
体
操
を
伝
授
し
な
が
ら
、

真
の
新
宿
生
へ
の
道
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と

こ
ろ
だ
。
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多
様
性
許
容
力

橘　

翔
士　

　
「
キ
ィ
ッ
、
キ
キ
キ
キ
キ
ー
ー
ー
」

　

代
々
木
上
原
を
発
車
し
た
直
後
、
急
カ
ー

ブ
を
進
む
車
輪
の
摩
擦
音
が
車
内
に
響
く
。

曲
が
り
な
が
ら
高
架
を
下
る
各
駅
停
車
、
聳

え
る
ビ
ル
群
が
車
窓
に
姿
を
現
し
た
。

　

本
校
へ
は
、
生
徒
会
や
ク
ラ
ブ
で
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、
推
薦
入
試
で
合
格
し
た
。
部

活
や
行
事
へ
の
取
り
組
み
は
自
己
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
文
武
両
道
を
掲

げ
る
校
風
に
反
し
、
勉
学
に
関
し
て
は
愚
劣

を
極
め
た
。
そ
ん
な
高
校
生
活
を
通
じ
て
何

を
得
た
の
か
。

　

卒
業
を
控
え
た
冬
の
日
、
緊
張
感
漂
う
試

験
会
場
で
、
た
だ
茫
然
と
問
題
用
紙
を
見
つ

め
終
了
の
合
図
を
待
っ
た
。
浪
人
生
と
な
り
、

心
改
め
勉
学
に
勤
し
ん
だ
。
３
０
台
だ
っ
た

偏
差
値
は
６
０
近
辺
に
な
っ
た
も
の
の
、
夢

叶
わ
ず
２
浪
目
へ
。
２
０
０
２
年
、
２
０
歳

の
春
、
晴
れ
て
酪
農
学
園
大
学
獣
医
学
部
へ

入
学
し
た
。
寮
生
活
で
は
役
員
に
な
り
、
体

育
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
主
将
、
長
期
休
暇
は

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
一
人
旅
。
ま
た
し

て
も
学
問
に
は
身
が
入
ら
ず
、
６
年
制
の
学

科
を
７
年
か
け
て
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

卒
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア
フ
リ

赴
任
先
は
、
職
業
訓
練
校
と
い
っ
て
も
日
本

で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
、
卒
業
後
に

仕
事
に
結
び
付
く
こ
と
は
ま
れ
で
、
就
職
の

意
識
を
持
っ
た
生
徒
も
少
な
い
状
況
で
し
た
。

初
等
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
し
な
が
ら
、
普

通
学
校
に
通
え
ず
や
っ
て
く
る
貧
し
い
家
庭

の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
何
を
残
せ
る
の
か
、

自
問
し
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
の
二
年
間
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
経
験
を
経
て
現
在
は
、「
シ
ャ

プ
ラ
ニ
ー
ル
」
と
い
う
国
際
協
力
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
働
い
て
い
ま
す
。
国
際
協
力
の
分
野
で
働

け
る
喜
び
に
加
え
、
市
民
活
動
と
し
て
志
を

共
に
し
協
働
す
る
同
僚
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
多
く
の
仲
間
が
い
る
職
場
は
非
常
に
居

心
地
が
良
く
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
高

校
時
代
の
よ
う
に
迷
い
な
く
、
仲
間
が
い
る

頼
も
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

十
六
年
前
に
教
育
実
習
を
し
た
際
に
も
伝

え
た
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
今
の
高
校
生
た
ち
に

も
新
宿
校
生
と
し
て
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ

て
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
「
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
」
に
ま
い
進
し
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

人
一
倍
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
年
前
、
新
宿
高
校
で
の
思
い
出
と
い

え
ば
、
誰
か
が
ど
こ
か
に
書
い
て
い
た
の
を

真
似
る
と
、

　
「
バ
レ
ー
バ
レ
ー
バ
レ
ー
バ
レ
ー
バ
レ
ー

勉
強
」 

　

と
い
っ
た
生
活
で
し
た
。
あ
の
時
ほ
ど
、

が
む
し
ゃ
ら
に
ひ
と
つ
の
こ
と
に
打
ち
込
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
の
頃
に
戻
れ

と
言
わ
れ
て
も
、
決
し
て
同
じ
こ
と
は
で
き

な
い
の
と
同
時
に
、
私
の
人
生
の
中
で
最
大

後
悔
の
な
い
、
非
常
に
幸
せ
で
密
度
の
濃
い

高
校
時
代
で
し
た
。
そ
の
時
間
が
人
生
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
り
、
あ
の
時
の
自
分
に
恥

じ
な
い
よ
う
な
大
人
に
な
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
現
在
も
奮
闘
中
で
す
。

　

高
校
、
大
学
卒
業
後
は
岐
阜
県
と
長
野
県

で
家
具
職
人
の
修
業
を
し
、
青
年
海
外
協
力

隊
に
応
募
。
二
〇
一
二‒

二
〇
一
三
の
二
年

間
中
米
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
過
ご
し
ま
し
た
。

木
工
、
金
工
、
陶
芸
と
い
っ
た
手
工
芸
の
工

房
が
あ
る
職
業
訓
練
校
で
、
中
高
生
く
ら
い

の
年
齢
が
メ
イ
ン
の
生
徒
た
ち
に
、
も
の
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
美
術
や
デ
ザ
イ
ン
、
簡

単
な
作
図
な
ど
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
日
本

で
教
壇
に
立
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
母
校
新
宿
で
お
世
話
に
な
っ
た
教
育

実
習
の
経
験
が
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。
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歴
史
と
伝
統
の
誕
生

　
　
　
～
朝
陽
茶
道
会
二
十
年
史

長
谷
川　

啓
介　

　

玄
関
ホ
ー
ル
を
突
っ
切
る
と
、
そ
こ
に
茶

道
部
の
活
動
す
る
和
室
が
あ
る
。
旧
い
校
舎

の
時
は
、
正
門
脇
に
佇
む
朝
陽
会
館
の
二
階
、

夏
暑
く
冬
寒
い
和
室
が
活
動
場
所
だ
っ
た
。

当
時
と
違
っ
て
冷
暖
房
完
備
、
水
屋
も
用
意

さ
れ
て
い
る
快
適
な
茶
室
に
変
わ
っ
た
。
懐

か
し
い
お
道
具
類
は
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。

引
っ
越
し
の
時
に
五
七
～
五
九
回
生
が
多
く

の
荷
物
を
担
い
で
朝
陽
会
館
と
新
校
舎
を
何

往
復
も
し
て
く
れ
た
お
蔭
だ
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
六
十
回
生
は
、
十
名
も
入
部
し
て
く

れ
、
男
子
も
五
年
ぶ
り
に
在
籍
し
た
。
そ
れ

か
ら
三
年
後
に
部
員
ゼ
ロ
の
代
が
あ
っ
て
存

亡
の
危
機
を
迎
え
、
干
支
が
一
周
す
る
ま
で

男
子
が
一
人
も
入
部
し
な
く
な
る
な
ど
と
は
、

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

　

茶
道
部
は
合
宿
も
試
合
も
な
く
、
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
は
朝
陽
会
の
お
茶
会
で
あ
る
。
周

囲
か
ら
す
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
正
座
し
て
、
き

ま
り
通
り
に
お
茶
を
点
て
て
飲
む
、
物
静
か

な
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
こ
の
二
十
年
間
の
茶

道
部
員
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
、
後
輩
に
叱

ら
れ
る
の
を
覚
悟
で
勝
手
に
つ
け
る
な
ら

あ
っ
た
こ
と
で
、
多
様
性
許
容
力
が
備
わ
っ

た
。

　

４
期
目
を
迎
え
た
同
法
人
に
て
、
伯
父
伯

母
が
経
営
す
る
鹿
児
島
県
霧
島
市
の
湯
治
宿

『
妙
見
館
』
を
再
興
す
べ
く
、
試
行
錯
誤
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
百
年
以
上
の
歴
史

を
持
ち
な
が
ら
、
時
代
の
波
に
か
き
消
さ
れ

そ
う
な
灯
。
変
化
が
加
速
す
る
世
の
中
で
、

『
抗
う
』
の
で
は
な
く
『
受
け
入
れ
る
』
こ

と
に
こ
そ
、
後
世
に
灯
を
繋
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

万
人
に
対
し
て
心
を
開
き
、
人
に
寄
り
添
い
、

人
に
尽
く
す
。
新
宿
高
校
を
通
じ
て
培
っ
た

能
力
を
存
分
に
発
揮
す
る
こ
と
で
、
愚
か
者

を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
恩
返
し
を
し

た
い
。

カ
南
東
部
ザ
ン
ビ
ア
へ
赴
任
。
帰
国
後
、
山

口
県
に
あ
る
米
陸
軍
岩
国
基
地
獣
医
診
療
所

へ
就
職
し
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
中
で
働
い
た
。

　

丸
８
年
勤
め
た
後
、
昨
年
７
月
で
退
職
、

３
年
前
に
立
ち
上
げ
た
法
人
の
運
営
に
専
念

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
社
名
を
『
ガ
ル
ー

ダ
』
と
い
う
。『
ガ
ル
ー
ダ
』
と
は
イ
ン
ド

神
話
に
登
場
す
る
神
鳥
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
各

国
で
信
仰
さ
れ
る
。
某
航
空
会
社
か
ら
連
想

さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
国
章
に
描
か

れ
て
お
り
、
足
で
掴
ん
だ
巻
物
に
は

『Bhinneka T
unggal Ika

（
ビ
ネ
カ
ト
ゥ

ン
ガ
ル
イ
カ
）』
す
な
わ
ち
『
多
様
性
の
中

の
統
一
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
争
い
の
絶
え

な
か
っ
た
過
去
か
ら
脱
却
し
、
言
語
、
宗
教
、

政
治
、
何
事
に
お
い
て
も
違
い
を
認
め
合
っ

て
一
つ
に
な
ろ
う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
こ

の
精
神
こ
そ
が
新
宿
高
校
を
通
じ
て
得
た
も

の
だ
と
気
が
付
い
た
。

　

ク
ラ
ス
内
に
は
、
ど
ん
な
性
格
も
認
め
ら

れ
る
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
人
を
貶
め
る

よ
う
な
発
言
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

部
活
で
は
、
先
輩
後
輩
考
え
を
自
由
に
言
い

合
え
る
環
境
が
確
立
し
て
い
た
。
お
互
い
兄

弟
の
よ
う
に
笑
い
ぶ
つ
か
り
練
習
に
打
ち
込

ん
だ
。
北
海
道
朝
陽
会
で
は
、
不
安
定
な
大

学
生
活
が
脱
線
し
な
い
よ
う
、
大
先
輩
方
に

応
援
頂
い
た
。
溢
れ
る
寛
容
さ
が
身
近
に
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「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
止
ま
ら
な
い
」

と
な
る
。「
静
か
で
大
人
し
い
」
代
よ
り
も
、

「
う
る
さ
く
な
い
賑
や
か
さ
で
明
る
く
和
気

藹
々
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
代
の
方
が
多
い

か
ら
だ
。
こ
の
二
十
年
間
に
卒
業
し
た
部
員

九
十
名
の
半
数
ほ
ど
は
、
未
だ
に
緩
い
繋
が

り
を
も
っ
て
い
て
、
卒
業
生
会
も
続
け
て
く

れ
て
い
る
。
自
分
の
年
齢
の
半
分
の
後
輩
た

ち
と
関
わ
り
続
け
る
最
大
の
理
由
は
師
匠
の

こ
と
ば
に
あ
る
。

　

茶
道
部
は
、
外
部
か
ら
教
授
の
先
生
を
お

呼
び
し
て
い
る
。
私
が
三
年
生
の
と
き
、
一

九
九
九
年
の
初
夏
の
こ
と
、
当
時
の
先
生
が

体
調
を
崩
さ
れ
て
お
辞
め
に
な
っ
た
。
後
任

の
先
生
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

し
た
の
が
、
私
の
中
学
時
代
の
茶
道
教
授
で
、

師
で
あ
る
飯
田
宗
幸
先
生
だ
。
そ
の
時
飯
田

先
生
は
お
忙
し
い
中
、
こ
う
仰
っ
て
自
ら
指

導
を
買
っ
て
出
て
頂
い
た
。

　
「
人
の
縁
を
繋
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
茶
道
」

　

現
役
時
代
、
私
は
剣
道
部
で
も
主
将
を
務

め
て
い
た
。
剣
道
部
は
本
当
に
多
く
の
卒
業

生
に
来
て
い
た
だ
き
、
稽
古
に
限
ら
ず
懇
切

な
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
き
た
。
茶
道
部

も
そ
う
い
う
関
係
が
あ
っ
て
い
い
と
思
っ
た

の
は
、
そ
の
こ
と
ば
を
教
え
て
頂
い
て
か
ら

だ
。
今
泉
先
生
か
ら
長
美
先
生
・
椎
名
先
生

ま
で
歴
代
の
顧
問
の
先
生
方
の
ご
理
解
も

あ
っ
て
、
現

役
時
代
に
一

緒
だ
っ
た
弟

分
で
あ
る
五

三
・
五
四
回

生
、
そ
の
後

卒
業
し
て
か

ら
出
会
い
、

和
室
や
茶
会

よ
り
も
居
酒

屋
や
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス

で
多
く
の
時

間
を
過
ご
し
た
後
輩
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、

ど
ん
な
に
緩
く
て
も
「
繋
が
る
」
こ
と
が
続

け
ら
れ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

飯
田
先
生
が
入
院
さ
れ
た
の
は
学
園
祭
を

約
一
か
月
後
に
控
え
た
二
〇
一
六
年
の
梅
雨

明
け
時
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
八
か
月
余
り
、

力
不
足
な
が
ら
同
窓
生
が
入
れ
替
わ
り
指
導

に
伺
い
、
翌
年
に
は
、
飯
田
先
生
の
一
番
弟

子
と
も
い
え
る
武
重
宗
縁
先
生
に
教
授
を
お

引
き
受
け
い
た
だ
く
に
至
っ
て
、
稽
古
の
や

り
方
も
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
う

し
た
大
き
な
変
革
期
と
も
、
第
二
の
創
業
と

も
言
う
べ
き
時
に
、
六
九
～
七
一
回
生
、
特

に
二
〇
一
九
年
卒
業
の
六
人
に
出
会
い
、
部

を
任
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
恵
ま
れ
た
こ
と
だ

と
感
じ
る
。

　

先
生
方
、
剣
道
部
・
茶
道
部
の
先
輩
た
ち
、

そ
し
て
師
匠
に
教
わ
っ
た
「
歴
史
と
伝
統
を

大
切
に
す
る
こ
と
」
と
は
、「
歴
史
と
伝
統

が
生
ま
れ
る
瞬
間
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
、

そ
の
瞬
間
に
大
き
な
興
味
を
寄
せ
る
こ
と
」

だ
と
、
後
輩
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
。
今
も

新
宿
高
校
で
は
、
卒
業
生
が
見
つ
め
て
い
る

様
々
な
場
で
、
新
し
い
歴
史
と
伝
統
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
気
づ
い
て
、
千
駄
ヶ
谷
に
眠
る
師

匠
に
ま
た
一
つ
、
い
い
報
告
が
で
き
る
気
が

し
た
。

　
「
未
来
は
明
る
い
」
と
。
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二
十
年
間
を
振
り
返
っ
て森

本　

孝
高　

　

高
校
に
入
学
し
て
か
ら
二
十
年
が
経
っ
て

し
ま
っ
た
。
出
来
た
ば
か
り
の
高
島
屋
が
キ

ラ
キ
ラ
ま
ぶ
し
か
っ
た
こ
と
し
か
覚
え
て
い

な
い
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
と
い
う
不
安
が
勝
っ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。

　

高
く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
た
め
に
し
ゃ
が
ん
で

い
る
時
代
だ
っ
た
と
い
え
ば
か
っ
こ
い
い
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
努
力
が
結
実
し
な
い
も
ど

か
し
さ
を
、
次
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
う

ま
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
鬱
屈
と
し

て
い
た
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
だ
。

　

囲
碁
と
将
棋
を
テ
ー
マ
に
し
て
社
会
学
を

勉
強
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
ど
ん

な
学
部
に
行
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
途
方

に
暮
れ
て
い
た
。
大
学
で
も
思
っ
た
よ
う
な

勉
強
は
出
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
が
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
だ
。

志
し
た
こ
と
が
で
き
な
い
無
念
さ
だ
け
が

残
っ
た
。

　

就
職
は
大
阪
へ
。
ゲ
ー
ム
の
好
き
な
大
学

の
学
長
に
誘
わ
れ
、
遊
び
を
学
問
す
る
と
い

う
ち
ょ
っ
と
あ
や
し
げ
な
研
究
所
で
事
務
員

を
し
て
い
た
。

　

せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
や

る
こ
と
だ
け
を
決
め
た
。
チ
ャ
ン
ス
は
一
回

と
思
い
、
ど
ん
な
場
所
に
も
顔
を
出
し
、
囲

碁
や
将
棋
の
関
係
者
に
会
う
機
会
を
得
た
。

そ
れ
だ
け
で
単
純
に
う
れ
し
か
っ
た
。

　

三
年
ほ
ど
経
っ
た
と
き
、
東
京
で
囲
碁
の

専
門
紙
で
記
者
を
や
ら
な
い
か
と
声
を
か
け

ら
れ
た
。
正
社
員
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
に
な
る

け
ど
、
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
自
分
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
た
。

　

東
京
に
戻
っ
て
も
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と

だ
け
は
続
け
よ
う
と
思
っ
た
。
い
つ
辞
め
て

も
悔
い
な
く
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
十
年

以
上
が
過
ぎ
て
い
た
。

　

い
ま
ま
で
十
年
間
、
何
か
を
続
け
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
継
続
で
き
る
も
の
が
自

分
に
も
あ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
う
と
感
慨
深

い
。
周
り
の
記
者
と
比
べ
れ
ば
劣
っ
て
い
る

こ
と
ば
か
り
。
で
も
今
あ
る
能
力
を
出
す
こ

と
だ
け
を
考
え
、
遠
い
先
の
こ
と
を
悩
み
す

ぎ
な
か
っ
た
の
が
良
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
考
え
抜
く
こ
と
の

大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
自
分
は
、
学
ぶ
と
い

う
行
為
を
ず
っ
と
心
得
違
い
を
し
て
い
た
。

十
代
の
こ
ろ
、
記
憶
力
だ
っ
た
り
、
試
験
問

題
に
答
え
る
能
力
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
り

が
頭
の
良
さ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
。
で
も

本
当
の
学
び
は
、
自
分
で
考
え
抜
か
な
い
と

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
実
感

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

あ
る
棋
士
が
小
学
生
の
と
き
に
勉
強
し
て

い
た
と
い
う
詰
碁
の
本
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

　

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
そ
の
本
か
ら
は
、

そ
の
棋
士
が
こ
ど
も
時
代
に
ど
の
よ
う
に
勉

強
し
て
き
た
か
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
見
た
瞬
間
、
驚
愕
し
自
己
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
方
を
反
省
す
る
し
か
な
か
っ

た
。
で
も
そ
れ
に
気
が
つ
い
て
か
ら
は
、
う

ん
と
心
が
楽
に
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
が
棋
士
を
負
か
す
と
い
っ
た
歴
史
的

瞬
間
に
も
立
ち
会
え
た
。
韓
国
の
大
学
で
講

演
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
実
力
以
上
の
機
会

を
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
、
一
歩
一
歩
続
け
る

し
か
な
い
。

　

い
ま
は
囲
碁
、
将
棋
の
専
門
記
者
と
し
て

働
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
二
回
、
退
職
届
を

出
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
前
向
き

な
変
化
だ
っ
た
。
二
十
年
前
の
自
分
に
そ
っ

と
教
え
て
あ
げ
た
い
変
化
で
あ
る
。

卒業二十周年　8



　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
二
〇

二
〇
年
、
㊷
回
生
は
卒
業
三
十
周
年
を
迎
え

る
。
昭
和
に
入
学
、
平
成
で
卒
業
と
改
元
を

跨
い
だ
。
そ
し
て
再
び
改
元
を
跨
い
だ
令
和

で
卒
業
三
十
周
年
を
迎
え
た
。

　

多
感
な
青
春
時
代
を
新
宿
で
過
ご
し
た

我
々
も
、
気
づ
け
ば
「
人
生
一
〇
〇
年
時

代
」
の
ま
さ
に
折
り
返
し
地
点
の
ア
ラ
フ
ィ

フ
世
代
と
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
三
十
周
年
に
際
し
四
人
の
同
級
生

が
寄
稿
。
高
校
時
代
に
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ
栄
養

士
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
な
か
っ
た
時
か
ら
将

来
自
分
が
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
歩

み
だ
し
た
轍
を
半
生
と
と
も
に
ふ
り
か
え
っ

た
松
田
さ
ん
。
今
は
な
い
水
上
寮
の
思
い
出

と
と
も
に
夏
の
青
春
と
と
も
に
振
り
か
え
っ

た
千
葉
さ
ん
。

　

卒
業
二
五
周
年
同
期
会
開
催
を
き
っ
か
け

に
毎
年
開
催
さ
れ
る
ク
ラ
ス
会
で
、
当
時
の

体
験
を
語
る
生
徒
会
長
経
験
者
の
椎
橋
さ
ん
。

　

高
校
時
代
の
恩
師
の
姿
を
胸
に
公
教
育
の

場
で
理
想
の
教
師
像
を
探
求
す
る
岡
庭
さ
ん
。

　

我
々
㊷
回
生
が
卒
業
二
五
周
年
同
期
会
を

開
催
す
る
ま
で
の
紆
余
曲
折
を
齊
藤
が
振
り

返
っ
た
。

　

高
校
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
に
進
ん
だ
同
期
生
の
近
況
報
告
は
、
普
段

仕
事
で
は
絡
む
こ
と
が
な
い
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

人
生
に
「
た
ら
・
れ
ば
、
は
な
い
」
が
、

同
期
生
が
高
校
卒
業
後
に
多
方
面
に
歩
ん
で

い
っ
た
轍
に
感
心
す
る
ば
か
り
だ
。
こ
ん
な

生
き
方
も
あ
っ
た
の
だ
な
ぁ
な
ど
と
尽
き
な

い
妄
想
や
高
校
時
代
描
い
て
い
た
夢
を
思
い

出
し
て
は
、
後
半
の
人
生
を
ど
う
し
た
い
か
、

思
案
す
る
第
二
の
青
春
真
っ
た
だ
中
で
あ
る
。

　

写
真
は
二
〇
一
五
年
六
月
に
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
二
五
周
年
同
期
会
。
恩

師
七
名
、
卒
業
生
八
十
名
出
席
。

　
卒
業
三
十
周
年
　
…
…
　「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
折
り
返
し

　
　
を
迎
え
た
㊷
回
生
、
そ
れ
ぞ
れ
の
半
生
を
振
り
返
る

42回
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水
上
寮 

夏
の
思
い
出	

千
葉　

由
香　

　

新
宿
高
校
卒
業
生
の
中
で
も
、
群
馬
県
水

上
市
に
あ
っ
た
新
宿
高
校
水
上
寮
へ
行
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
数
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

館
山
寮
へ
は
臨
海
学
校
で
全
員
行
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
、
私
の

場
合
水
上
寮
へ
は
希
望
者
参
加
に
よ
る
林
間

学
校
で
は
な
く
、
別
の
行
事
で
行
っ
た
の
で

す
。
そ
ん
な
水
上
寮
の
夏
の
思
い
出
を
綴
っ

て
み
ま
す
。

　

私
が
高
校
三
年
間
通
じ
て
続
け
た
部
活
は

軽
音
楽
部
で
し
た
が
、
実
は
入
学
当
初
「
物

理
部
」
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
物
理
に
は

全
く
興
味
が
な
く
、
後
に
成
績
が
悪
く
て
夏

休
み
に
補
講
を
受
け
る
位
で
し
た
が
、
一
体

ど
う
し
て
入
部
し
た
の
か
、
当
時
同
様
に
物

理
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
く
入
部
し
た
一
年

生
が
何
名
も
お
り
、
毎
日
放
課
後
に
物
理
室

に
集
ま
っ
て
は
と
り
と
め
の
な
い
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
し
て
楽
し
く

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
実
際
物
理
部
は
無
線
の

資
格
を
取
っ
て
一
般
の
人
と
交
信
す
る
こ
と

を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
電
話
級
・
電
信
級

と
い
う
無
線
の
資
格
取
得
を
目
指
し
物
理
の

内
容
も
学
ぶ
と
い
う
部
で
し
た
が
、
結
局
先

述
の
通
り
物
理
の
内
容
が
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら

な
い
の
で
、
半
年
く
ら
い
で
退
部
し
て
し
ま

確
立
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
す
。
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
企
業
に
就
職
し
て
か
ら
も
、
高
校
に
顔

を
出
し
、
自
分
の
進
み
た
い
道
を
先
生
方
に

話
す
こ
と
で
、【
未
来
の
自
分
を
現
実
化
】

す
る
よ
う
に
し
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

十
年
程
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
硬
式
野

球
部
卒
業
生
有
志
が
甲
子
園
で
試
合
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
先
生
方
に

お
会
い
し
た
く
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
受
験
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
現
地
に
飛
び
、
観
戦
を
し
ま
し
た
。

懐
か
し
い
先
生
方
に
お
会
い
で
き
、
現
状
を

お
伝
え
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

日
本
代
表
か
ら
地
域
の
子
ど
も
た
ち
ま
で

携
わ
っ
て
い
る
中
で
、
試
合
に
は
時
折
、
新

宿
高
校
現
役
生
が
出
場
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

の
頑
張
り
を
目
に
す
る
と
、
先
生
方
と
話
し

た
【
あ
の
時
代
】
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

彼
ら
の
高
校
生
活
が
明
る
い
未
来
に
繋
が
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
卒
業
三
十

周
年
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
未
来
を
決
め
た
高
校
生
活

松
田 

幸
子　

　

ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
る
子
ど
も
や
ア
ス
リ
ー

ト
の
食
事
指
導
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
、

そ
れ
が
現
在
の
私
の
仕
事
で
す
。
そ
こ
に
繋

が
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
の
が
高
校
在
学

中
の
体
育
の
先
生
方
で
し
た
。　

　

私
は
中
学
生
の
頃
、
合
宿
の
食
事
が
原
因

で
ケ
ガ
を
し
て
競
泳
選
手
を
断
念
し
、
な
ん

と
な
く
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
一
年
の
夏
、
小
学
生
の
水
泳
指
導
の
補

助
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
く
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
仕
事
に
就
き
た
い

と
将
来
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

す
が
、
誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、

た
ど
り
着
い
た
の
が
体
育
の
先
生
方
。
体
育

会
部
活
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
居

心
地
が
よ
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
将
来
や
り

た
い
こ
と
に
つ
い
て
何
も
情
報
が
な
く
、
一

番
近
い
と
こ
ろ
に
い
る
だ
ろ
う
先
生
方
に
、

「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
仕
事
と
し
て
成

り
立
つ
の
か
？
」
と
話
を
聴
い
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
進
学
に
関
し

て
も
【
自
分
の
経
験
に
答
え
が
あ
る
こ
と
】

を
お
話
し
い
た
だ
き
、
栄
養
士
養
成
校
に
進

学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
進
学
・
就
職

し
た
頃
は
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
と
い
う
職
業
が
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飛
び
込
ん
だ
り
、
先
輩
が
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
財
布
を
入
れ
た
ま
ま
川
に
入
り
、
財
布

を
水
浸
し
に
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

夜
に
は
河
原
に
石
を
積
ん
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
ス

イ
カ
割
り
を
や
っ
た
り
、
真
っ
暗
な
中
三
人

一
組
で
水
上
寮
の
裏
山
に
次
々
と
登
っ
て
肝

試
し
を
し
ま
し
た
。
本
当
に
絵
に
描
い
た
よ

う
な
楽
し
い
夏
休
み
を
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
の

中
で
満
喫
し
、
水
上
寮
で
の
キ
ラ
キ
ラ
と
し

た
夏
の
思
い
出
は
今
も
思
い
出
す
と
わ
く
わ

く
す
る
く
ら
い
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
で
し
た
か
、
水
上
寮
が
閉
寮
に

な
っ
て
お
別
れ
会
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
事

を
読
み
、
確
か
に
当
時
か
ら
木
造
で
古
か
っ

た
か
ら
仕
方
が
な
い
と
思
い
つ
つ
、
あ
の
素

敵
な
夏
の
思
い
出
の
場
所
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
と
て
も
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

お
別
れ
会
を
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
ぜ
ひ

行
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
も
う
水
上
寮
の
姿

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

昨
夏
は
台
風
一
五
号
、
一
九
号
が
未
曽
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
、
一
五
号
で
は
館
山
寮

の
屋
根
が
半
棟
分
強
風
で
飛
ん
で
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
。
写
真
も
拝
見
し
ま
し
た
が
、
赤

い
ト
タ
ン
屋
根
が
紙
く
ず
の
よ
う
に
く

し
ゃ
っ
と
地
面
に
落
ち
て
い
て
、
今
も
復
旧

の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
と
聞
き
ま
す
。
現

役
新
宿
高
校
生
に
と
っ
て
、
日
常
外
に
あ
る

て
い
ま
し
た
。
天
井
裏
に
ム
サ
サ
ビ
が
棲
み

つ
い
て
い
る
と
い
う
噂
も
あ
り
ま
し
た
が
、

見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
他
、
ポ
ッ
ト

ン
便
所
が
い
く
つ
も
並
ぶ
く
さ
い
ト
イ
レ
と
、

大
量
の
食
器
や
塗
り
箸
、
大
き
な
鍋
の
あ
る

台
所
が
あ
っ
て
皆
で
夕
食
に
カ
レ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
お
風
呂
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
女
子
四
名
は
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て

近
所
の
喫
茶
店
に
行
き
、
自
宅
の
小
さ
い
お

風
呂
を
貸
し
て
い
た
だ
い
て
入
浴
し
ま
し
た
。

合
宿
で
は
、
午
前
中
は
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
ご
指
導

の
も
と
、
大
広
間
に
机
を
並
べ
て
無
線
の
テ

キ
ス
ト
を
勉
強
し
、
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
や
抵

抗
な
ど
の
用
語
で
頭
が
痛
く
な
っ
て
く
る
と
、

午
後
か
ら
遊
び
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

水
上
寮
か
ら
少
し
歩
い
て
い
く
と
、
自
然

の
川
が
あ
り
、
皆
で
水
着
を
着
て
行
っ
て
川

遊
び
を
し
ま
し
た
。
川
の
水
は
冷
た
く
、
皮

下
脂
肪
の
厚
い
女
子
は
さ
っ
さ
と
入
っ
て
い

ま
し
た
が
、
男
子
は
く
る
ぶ
し
ま
で
浸
か
る

と
あ
ま
り
の
冷
た
さ
に
皆
一
様
に
立
ち
尽
く

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
水
は
青
く
き
れ
い

に
み
え
て
も
深
い
と
こ
ろ
へ
行
く
と
、
何
故

か
水
の
下
半
分
に
暖
か
い
水
の
層
が
あ
り
、

明
ら
か
に
上
流
の
温
泉
宿
か
ら
水
が
流
れ
て

き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
慣
れ
て

く
る
と
男
子
も
元
気
よ
く
遊
び
始
め
、
Ｋ
君

や
Ｏ
さ
ん
は
大
き
な
岩
に
よ
じ
登
っ
て
川
に

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
理
部
の
先
輩
は
本

当
に
温
か
く
心
優
し
い
方
々
ば
か
り
で
、
一

年
生
の
半
分
で
さ
っ
さ
と
退
部
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
親
交
が
あ
り
、
高
校

卒
業
後
も
お
花
見
や
新
年
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
大
学
が
一
緒
の
Ｋ
先
輩
や
、

一
つ
上
の
Ｓ
先
輩
と
は
長
い
間
年
賀
状
の
や

り
と
り
も
あ
り
本
当
に
よ
く
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
物
理
部
に
は
入
学
当
初
十
名
以

上
？　

は
同
級
生
が
い
ま
し
た
が
、
次
々
や

め
、
そ
れ
で
も
夏
に
は
七
名
ほ
ど
在
籍
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
夏
に
物
理
部
毎
年
恒
例

と
い
う
「
水
上
合
宿
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
喜
々
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
目
的

は
無
線
電
話
級
の
試
験
勉
強
を
合
宿
で
行
う

と
い
う
こ
と
で
、
大
学
で
物
理
を
学
ん
で
い

る
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
も
参
加
し
、
男
女
混
合
で
大

勢
で
行
き
ま
し
た
。

　

水
上
寮
は
温
泉
街
か
ら
少
し
離
れ
た
小
さ

い
住
宅
地
の
山
際
に
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
後

ろ
に
小
さ
い
裏
山
が
あ
り
、
建
物
は
木
造
で
、

四
十
畳
の
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う

な
だ
だ
っ
広
い
部
屋
と
、
引
率
の
先
生
用
と

言
わ
れ
る
小
さ
い
八
畳
間
が
隅
に
二
つ
あ
り
、

私
た
ち
一
年
生
女
子
三
名
と
二
年
生
先
輩
女

子
一
名
で
狭
い
八
畳
間
に
泊
ま
り
、
Ｏ
Ｂ
を

含
む
男
子
は
四
十
畳
の
部
屋
を
広
々
と
使
っ
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た
新
た
な
顔
と
出
会
い
、
私
の
脳
内
ア
ル
バ

ム
を
再
び
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

近
く
に
い
る
メ
ン
バ
ー
で
新
橋
の
ガ
ー
ド
下

で
飲
ん
だ
。
主
な
話
題
は
家
族
の
話
、
仕
事

の
話
、
そ
し
て
健
康
の
話
。
大
人
に
な
っ
た

な
ぁ
、
と
改
め
て
感
じ
た
。
高
校
生
の
頃
は

一
体
ど
ん
な
話
を
し
て
い
た
っ
け
？　

次
に

会
っ
た
と
き
に
聞
い
て
み
よ
う
。

　

さ
て
、
今
年
で
卒
業
三
十
年
。
盛
大
な
同

期
会
も
開
か
れ
る
と
聞
い
た
。
ま
た
卒
業
ア

ル
バ
ム
で
予
習
し
て
懐
か
し
い
顔
と
の
再
会

に
臨
も
う
。
ど
ん
な
記
憶
の
更
新
が
あ
る
の

か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

　
先
生
方
の
力	

亀
山
（
岡
庭
）
里
美　

　

自
由
な
校
風
に
憧
れ
、
入
学
し
た
新
宿
高

校
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
先
生
方
は
、
個
性
豊

か
で
情
熱
的
で
、
そ
し
て
温
か
か
っ
た
。

憧
れ
だ
っ
た
高
校
に
入
学
し
た
こ
と
で
、
か

な
り
満
足
し
て
い
た
私
は
、
あ
ま
り
勉
強
を

し
な
い
、
お
そ
ら
く
担
任
の
先
生
方
か
ら
見

た
ら
厄
介
な
生
徒
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

受
験
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
高
二
の
頃
。

勉
強
も
せ
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
遊
び
に
夢
中

情
け
な
い
状
況
の
ま
ま
当
日
を
迎
え
た
。

　

頼
り
の
親
友
は
な
ん
と
欠
席
。
旧
友
た
ち

は
音
信
不
通
だ
っ
た
同
級
生
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
か
？　

話
に
は
つ
い
て
い
け

る
の
か
？　

な
ど
な
ど
不
安
も
あ
っ
た
が
、

全
く
の
杞
憂
で
あ
っ
た
。
見
た
目
は
そ
れ
ぞ

れ
年
相
応
に
大
人
に
な
り
、
そ
れ
で
も
ア
ル

バ
ム
の
面
影
は
し
っ
か
り
残
し
、
声
を
聞
く

臨
海
学
校
な
ど
の
経
験
や
思
い
出
は
、
一
生

の
宝
物
に
な
る
は
ず
で
す
。
水
上
寮
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
館
山
寮
も
早
く
再
建

さ
れ
、
多
く
の
人
の
夏
の
思
い
出
が
ま
た
生

ま
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
記
憶
の
更
新	
椎
橋　

孝　

　

新
宿
高
校
を
平
成
二
年
に
卒
業
し
て
以
来
、

数
名
の
友
人
と
細
々
と
連
絡
を
取
り
あ
う
程

度
の
付
き
合
い
。
担
任
の
中
藤
先
生
に
は
年

賀
状
も
出
さ
ず
、
不
義
理
を
働
い
て
い
た
。

　

こ
こ
十
年
は
唯
一
の
親
友
と
年
賀
状
と
年

に
何
度
か
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
す
る
程
度

の
つ
な
が
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
の

間
に
か
母
校
の
校
舎
は
建
て
替
え
ら
れ
、
当

時
の
記
憶
も
ど
ん
ど
ん
薄
れ
、
高
校
時
代
を

振
り
返
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い

た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
そ
の
友
人
か
ら
年
に
一

度
中
藤
先
生
を
囲
ん
で
三
年
Ｂ
組
の
ク
ラ
ス

会
を
し
て
い
る
か
ら
来
い
、
と
誘
わ
れ
た
。

ク
ラ
ス
会
？　

誰
が
い
た
っ
け
？　

慌
て
て

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
引
っ
張
り
出
し
、
同
級
生

の
名
前
と
当
時
の
顔
を
思
い
出
す
。
そ
ん
な

と
高
校
生
時
代

の
懐
か
し
い
雰

囲
気
が
そ
の
ま

ま
。
あ
っ
と
い

う
間
に
当
時
の

教
室
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
不
思
議

な
感
覚
を
楽
し

み
な
が
ら
、

少
々
飲
み
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
も
多
く

の
仲
間
た
ち
の

顔
が
卒
業
ア
ル

バ
ム
の
写
真
か

ら
更
新
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
一

年
、
二
度
目
の

ク
ラ
ス
会
で
ま

卒業三十周年　12



だ
っ
た
私
は
、
当
然
成
績
も
振
る
わ
な
か
っ

た
。
大
学
へ
行
く
の
が
当
た
り
前
、
と
い
っ

た
雰
囲
気
の
中
、
進
路
調
査
に
「
専
門
学
校

に
行
く
」
と
書
き
、
中
藤
先
生
に
呼
ば
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
は
、
言
い
訳
ば
か
り

の
支
離
滅
裂
な
私
の
話
を
じ
っ
と
聞
き
、

「
俺
は
、
専
門
学
校
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い

か
ら
、
こ
れ
か
ら
色
々
と
調
べ
て
み
る
よ
。

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
の
が
一
番
い

い
よ
。
応
援
す
る
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

本
当
は
勉
強
や
受
験
か
ら
逃
げ
た
く
て
、

目
を
そ
ら
し
た
か
っ
た
だ
け
の
私
に
、
や
り

た
い
こ
と
を
や
り
な
さ
い
と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
。
多
感
な
高
校
時
代
に
、
そ
う

言
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
に
出
会
え
た
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
宝
物
の
よ
う
だ
と
、
振
り
返
っ

て
み
て
し
み
じ
み
と
思
う
。

　

そ
ん
な
私
は
、
一
番
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
、
今
、
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。

中
藤
先
生
の
家
で
行
わ
れ
て
い
る
同
級
会
に

参
加
し
、
中
藤
先
生
に
教
員
に
な
っ
た
こ
と

を
報
告
す
る
と
、
先
生
は
目
を
細
め
て
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
た
。
高
校
時
代
に
先
生
に
か
け

て
い
た
だ
い
た
言
葉
の
お
蔭
で
今
が
あ
る
、

と
伝
え
る
と
、「
俺
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た

か
あ
？　

そ
う
か
、
そ
う
か
」
と
、
笑
っ
て

い
ら
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
出
会
っ
て
き
た
先
生
方
の
影
響

は
、
本
当
に
大
き
い
と
感
じ
る
。
担
任
の
先

生
方
に
は
、
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
当
時

の
私
の
夢
を
、
真
剣
に
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た

玉
上
先
生
。
一
浪
が
決
ま
っ
た
時
に
、
予
備

校
の
特
待
生
に
推
薦
し
て
く
だ
さ
っ
た
太
田

先
生
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
最
後
ま
で
見
捨

て
ず
に
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に

は
、
今
で
も
感
謝
し
か
な
い
。
先
生
方
の
力

が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
私
は
い
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
私
が
で
き
る
こ
と
は
、
先
生

方
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
子
供
た
ち

に
返
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。
責
任
は
重

大
だ
が
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
先
生
方
に

少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
。

　
卒
業
以
来
の
先
生
方
、
同
期
と
の
再
会

齊
藤　

毅
人　

　
「
お
い
、
齊
藤
！
」

　

あ
る
年
の
春
、
館
山
の
穏
や
か
な
海
を
眺

め
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
所
用
で
一
緒

に
館
山
寮
に
来
て
い
た
㊳
回
生
、
水
泳
部
Ｏ

Ｂ
の
ニ
ル
ス
（
鈴
木
）
先
輩
に
声
を
か
け
ら

れ
た
。
先
輩
は
続
け
て
「
お
前
ら
の
代
の
同

窓
会
代
表
幹
事
が
誰
な
の
か
わ
か
ら
ず
、
秋

山
先
生
が
困
っ
て
い
る
」
と
言
う
の
だ
。
当

時
、
秋
山
先
生
は
同
窓
会
の
幹
事
事
務
局
長

を
さ
れ
て
い
た
。
先
輩
は
最
後
に
私
に
こ
う

命
じ
た
。「
い
い
か
、
代
表
幹
事
は
お
前
が

や
れ
！
」

　

断
れ
る
は
ず
が
な
い
。

　

代
表
幹
事
に
な
っ
た
以
上
、
同
期
会
を
開

か
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
ど
う
し
た
も
の

か
。
高
校
時
代
の
私
は
水
泳
部
に
所
属
し
て

お
り
、
同
期
生
よ
り
も
部
の
先
輩
・
後
輩
と

長
い
時
間
を
共
に
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

い
ざ
同
期
生
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
て
も
、

同
期
会
を
大
々
的
に
開
け
る
ほ
ど
の
〝
横
の

つ
な
が
り
〟
が
な
か
っ
た
の
だ
。

　

困
り
果
て
、
も
う
こ
れ
ま
で
か
…
と
諦
め

か
け
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
た
の
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
連
絡
の
取

れ
た
宮
森
君
と
原
田
君
だ
っ
た
。

　

さ
っ
そ
く
打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね
て
三
人
で

酒
を
飲
む
運
び
と
な
っ
た
。
我
々
三
人
の
再

会
は
、
卒
業
以
来
、
実
に
四
半
世
紀
ぶ
り
で

あ
る
。
卒
業
し
て
か
ら
の
進
路
や
生
活
を
お

互
い
報
告
し
た
あ
と
、
私
は
本
題
を
切
り
出

し
た
。
卒
業
二
五
周
年
の
同
期
会
の
様
子
を

同
窓
会
の
機
関
誌
に
載
せ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
は
同
期
会
を
開
催
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
更
に
は
幹
事
を
募
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

─
。

　

幸
い
二
人
は
「
齊
藤
が
同
期
会
を
や
る
と
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い
う
な
ら
手
伝
う
」
と
申
し
出
て
く
れ
た
の

で
、
そ
の
日
は
安
心
し
て
解
散
し
た
。

　

が

─
。

　

大
変
だ
っ
た
の
は
そ
の
後
で
あ
る
。
宮
森

君
の
推
薦
に
よ
り
、
男
性
の
幹
事
は
山
本
君

に
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
女
性
の

幹
事
が
見
つ
か
ら
な
い
の
だ
。
で
き
れ
ば
女

性
に
も
幹
事
役
を
お
願
い
し
た
方
が
、
ス

ム
ー
ズ
に
情
報
が
行
き
渡
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
私
は
あ
い
に
く
頼
め
る
よ
う
な
仲
の
良
い

女
性
の
同
期
生
が
い
な
い
。
嗚
呼
あ
の
頃

も
っ
と
…
と
後
悔
し
て
も
後
の
祭
り
で
あ
る
。

ま
た
し
て
も
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
か
…
と
諦

め
か
け
た
。

　

そ
の
時
で
あ
る
。
白
根
さ
ん
が
幹
事
を
快

く
引
き
受
け
て
く
れ
た
の
だ
。
在
学
中
、
一

言
も
言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
彼

女
が
、
光
り
輝
く
存
在
に
思
え
た
瞬
間
だ
。

　

か
く
し
て
我
々
㊷
回
生
の
卒
業
二
五
周
年

を
祝
う
同
期
会
幹
事
が
決
定
し
た
。

　

当
日
の
準
備
に
は
、
同
窓
会
支
援
会
社
に

依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
事
を
は
じ
め

「
自
分
で
や
る
の
が
当
た
り
前
」
と
思
っ
て

い
た
様
々
な
仕
事
を
外
部
に
委
託
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時
代
。
つ
く
づ
く
あ
り
が
た
い
。

外
部
に
委
託
し
た
と
い
っ
て
も
、
こ
ち
ら
側

で
も
作
業
が
発
生
す
る
た
め
、
仕
事
の
合
間

を
縫
っ
て
、
当
日
に
向
け
準
備
を
進
め
た
。

そ
し
て
い
よ

い
よ
同
期
会

当
日
。
会
場

に
は
七
名
の

恩
師
を
含
め
、

約
八
十
名
の

卒
業
生
が
姿

を
見
せ
て
く

れ
た
。
東
京

周
辺
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、

秋
田
県
や
富

山
県
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
も
、

こ
の
日
の
た

め
に
足
を
運

ん
で
く
れ
た

同
期
生
も
い

る
。
運
営
者

と
し
て
は
大

変
に
感
慨
深

い
。

　

我
々
㊷
回

生
は
、
こ
の

四
半
世
紀
の

空
白
の
時
間

を
埋
め
る
か

の
よ
う
に
、

二
次
会
、
三

次
会
と
時
を

共
に
し
、
同

期
会
は
大
盛

況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

　

こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
機
に
、

同
期
生
と
の

距
離
が
ぐ
っ

と
縮
ま
っ
た
。

在
学
中
に
交

流
の
な
か
っ

た
同
期
生
、

卒
業
以
来
で
顔
を
合
わ
せ
た
同
期
生
。
当
時

同
じ
「
高
校
生
」
だ
っ
た
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ

の
歩
み
を
す
す
め
、
四
半
世
紀
の
時
を
超
え
、

新
し
い
気
持
ち
で
、
友
人
関
係
を
リ
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
同
期
会
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い

た
だ
い
た
宮
森
君
、
山
本
君
、
白
根
さ
ん
、

出
席
し
た
㊷
回
生
一
同
に
感
謝
し
た
い
。
都

合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
同
窓
生
と
、
次
回

会
え
る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
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十
年
前　

卒
業
三
十
周
年
で
特
集
を
組
ん

で
頂
い
て
か
ら
あ
っ
と
言
う
間
の
十
年
で
し

た
。

　

今
回
四
十
周
年
で
皆
五
八
歳
に
な
り
会
社

勤
め
の
人
は
定
年
を
目
前
に
控
え
て
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
の
転
職
活
動
に
忙
し

い
時
期
で
す
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
同
窓
会

活
動
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
非
常
に
活
発
に

な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
ク
ラ
ブ

単
位
の
よ
う
な
少
な
い
人
数
の
活
動
が
主
で

す
が
、
皆
が
還
暦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
こ
そ
学
年
単
位
の
大
人
数
の
活
動
に
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
台
風
や
大
雨
で
自
然
災
害

の
多
か
っ
た
一
年
で
し
た
が
新
宿
高
校
館
山

寮
も
男
子
寮
の
屋
根
が
す
べ
て
吹
き
飛
ば
さ

れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

　

新
三
二
回
生
と
し
て
も
四
十
周
年
で
集
う

機
会
に
な
る
べ
く
多
く
の
募
金
を
呼
び
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。（

代
表
幹
事　

仙
石
裕
次
郎
）

　
母
校
の
今
、
外
か
ら
中
か
ら

Ｈ
組　

中
井　

啓
之　

　

新
宿
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
毎
年
参
加
し
て

い
る
。
神
宮
外
苑
か
ら
、
四
谷
・
新
宿
あ
た

り
を
走
る
。
コ
ー
ス
は
、
陸
上
部
の
練
習
で

走
っ
た
御
苑
の
周
回
コ
ー
ス
と
重
な
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
と
て
も
懐
か
し
い
。
最
近
の

コ
ー
ス
で
は
、
四
谷
四
丁
目
の
交
差
点
か
ら

地
下
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
、
明
治
通
り
と
甲
州

街
道
が
交
差
す
る
新
宿
四
丁
目
の
交
差
点
の

手
前
で
地
上
に
出
て
く
る
の
だ
が
、
そ
の
左

手
に
校
舎
が
現
れ
る
。

　

息
が
上
が
り
、
足
が
前
に
出
な
い
が
、
大

袈
裟
に
言
え
ば
、
母
校
に
恥
じ
な
い
生
き
方

を
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
母
校
の
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
瞬
間
だ
。
無
様
な

格
好
は
見
せ
ら
れ
な
い
。
力
を
振
り
絞
っ
て

地
上
へ
の
坂
道
を
這
い
上
が
っ
て
い
く
。

　

も
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
六
中
健
児
の
歌

（
う
め
き
声
）
が
聞
こ
え
た
ら
私
だ
ろ
う
。

声
を
か
け
て
欲
し
い
。

　

そ
う
や
っ
て
、
外
か
ら
眺
め
て
い
た
母
校

の
生
徒
た
ち
を
前
に
教
壇
に
立
つ
機
会
を
得

た
。

　

社
会
人
の
後
半
は
、
地
元
で
税
理
士
事
務

所
を
開
業
し
て
い
る
。
近
年
、
税
理
士
会
は
、

租
税
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
地
域
の
学

　
　
卒
　
業
　
四
　
十
　
周
　
年

32回
「2020年１月25日　六本木 DORAにて細谷先生と32回生51名」

※今回連絡が来なかった方で、今後同窓会の連絡を欲しい方は、sengoku.yujiro@gmail.com
　までお名前、携帯番号、メール or Line を連絡願います。
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四
十
年
だ
っ
た
。
小
暮
先
生
の
物
理
が
面
白

か
っ
た
の
で
理
系
に
進
み
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
看
護
短
大
に
進

学
し
た
も
の
の
三
ケ
月
で
辞
め
た
。
浪
人
生

と
な
り
大
学
受
験
を
し
、
哲
学
を
専
攻
し
た
。

そ
の
後
も
出
版
社
の
編
集
部
に
七
年
間
勤
め

た
後
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
学
び
、
帰
国
後
は
四
十
歳
で
博
士

課
程
に
進
ん
だ
。
今
は
大
学
で
ゲ
ー
ム
研
究

な
ど
を
し
て
い
る
。
思
い
返
し
て
も
一
貫
性

が
な
く
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
だ
。

　

た
だ
、
人
生
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

ま
れ
に
面
白
が
っ
て
応
援
し
て
く
れ
る
人
に

出
会
え
た
。
そ
の
何
人
か
は
新
宿
高
校
の
先

輩
だ
っ
た
。
あ
ま
り
語
ら
ず
と
も
「
大
丈
夫

で
す
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
津
田
先
生
の
よ

う
に
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
自
分
の
研
究
や

視
点
を
認
め
て
く
れ
た
。

　

私
自
身
も
若
い
人
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
立
場
に
な
っ
た
が
、
あ
ま
り
役
立
て
な

い
場
合
も
多
い
。「
迷
い
な
が
ら
で
も
道
は

ど
こ
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
大
丈
夫
で
す

よ
」。
そ
う
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

　『
天
気
の
子
』
か
ら

　
　
　
　
よ
み
が
え
っ
た
記
憶

Ａ
組　

渋
谷
（
方
波
見
）
明
子　

　

二
〇
一
八
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
『
天
気

の
子
』
の
冒
頭
で
、
主
人
公
の
青
年
がJ. D

. 

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
『T
he Cather in the 

Rye

（
ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
）』
を
読

ん
で
い
た
。
映
画
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
高

校
時
代
に
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
作
品
を
愛
読
し
て

い
た
こ
と
、
あ
の
頃
の
自
分
を
思
い
出
し
た
。

　

私
は
一
年
の
と
き
は
音
楽
部
（
合
唱
部
）

で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
。
二
年
次
は
映
画

研
究
部
で
脚
本
を
書
い
た
り
、
ク
ラ
ス
で
演

劇
の
台
本
を
作
っ
た
り
、
演
じ
た
り
、
軽
音

楽
部
で
キ
ー
ボ
ー
ド
も
た
た
い
た
り
し
た
。

そ
の
後
、
燃
え
尽
き
た
か
の
よ
う
に
興
味
を

失
い
、
図
書
館
で
本
を
読
み
、
高
校
に
行
か

な
い
日
々
も
あ
っ
た
。
今
、
振
り
返
る
と
、

ラ
イ
麦
畑
で
さ
ま
よ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
と
き
「
方
波
見
さ
ん
は
大
丈
夫
で

す
よ
」
と
当
時
担
任
だ
っ
た
津
田
先
生
（
英

語
科
）
が
言
っ
て
い
た
と
父
母
会
に
参
加
し

た
母
か
ら
聞
い
た
。
津
田
先
生
と
は
当
時
も

そ
の
後
も
話
ら
し
い
話
を
し
た
記
憶
は
な
い
。

た
だ
そ
れ
で
も
「
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
言
っ

て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

　

そ
の
後
も
振
り
返
る
と
、
迷
い
な
が
ら
の

校
で
、
税
を
と
お
し
て
「
民
主
主
義
の
大
切

さ
」
み
た
い
な
話
を
し
て
い
る
。

　

教
壇
に
立
つ
と
、
あ
ま
り
綺
麗
と
は
言
え

な
い
教
室
に
、
雑
然
と
並
ぶ
机
。
微
か
に
弁

当
の
か
お
り
。
標
準
服
、
私
服
、
ジ
ャ
ー
ジ

と
様
々
な
格
好
で
、
姿
勢
よ
く
前
を
向
く
者
、

突
っ
伏
し
て
い
る
者
、
隣
の
席
の
友
人
と
談

笑
す
る
者
。
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
！

　

気
分
よ
く
自
己
紹
介
で
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
を
話
し
た
け
れ
ど
、
ほ
ぼ
無
反
応
。
歓
迎

ム
ー
ド
溢
れ
る
対
応
を
期
待
し
て
い
た
が
、

妄
想
に
反
し
て
冷
や
や
か
な
雰
囲
気
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
話
は
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
授
業
中
の
や
り
取
り
や
、
そ

の
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
多
く
の
生
徒
が

理
解
し
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
よ
の
な
か
の
こ
と
を
、
傍
観
せ

ず
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
伝
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
、
四
十
年
前
の
我
々
と
同
じ
よ
う
に
、

新
宿
高
校
で
得
た
も
の
を
大
切
に
し
て
、
充

実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

祈
る
ば
か
り
だ
。
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テ
ニ
ス
に
明
け
暮
れ
な
が
ら
も
友
人
達
と

よ
く
遊
ん
だ
。
入
学
と
同
時
に
あ
る
男
子
と

女
子
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
仲
良
く
な
っ
た
。

部
活
は
違
う
な
が
ら
も
海
や
ス
キ
ー
に
行
っ

た
り
、
楽
し
い
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
。
二
人
は
や
が
て
結
婚
し
た
が
、
結
婚

し
た
年
も
、
二
人
ず
つ
の
子
供
が
誕
生
し
た

年
も
ウ
チ
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
家

を
行
き
来
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
海
に
山
に

で
か
け
、
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
っ
て
き
た
。

こ
の
ご
夫
妻
と
共
に
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
新
宿
高
校
で
出
会
え
た
お
か
げ

で
あ
る
。
ま
さ
に
一
生
の
友
と
な
っ
た
わ
け

で
、
こ
れ
か
ら
家
族
構
成
が
変
わ
っ
て
き
て

も
お
付
き
合
い
願
い
た
い
。
二
人
だ
け
で
な

く
多
く
の
友
人
も
で
き
た
。
こ
こ
数
年
は
集

う
機
会
が
増
え
、
高
校
時
代
以
上
に
交
流
す

る
友
人
が
増
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
お
か
げ

と
い
え
よ
う
が
海
外
で
活
躍
す
る
友
人
も
含

め
毎
日
の
動
向
も
わ
か
る
の
で
、
よ
り
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ル
は
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
旧
校
舎
は

す
で
に
な
く
、
そ
し
て
地
面
に
顔
を
つ
け
る

こ
と
も
、
も
う
な
く
な
っ
た
。

　

中
学
時
代
は
テ
ニ
ス
一
筋
に
過
ご
し
、
高

校
も
テ
ニ
ス
が
出
来
る
こ
と
が
第
一
条
件

だ
っ
た
。
無
事
に
新
宿
高
校
に
入
学
し
す
ぐ

に
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
入
部
し
た
。
一
年
生
の

最
初
の
都
大
会
で
、
確
か
五
回
戦
ま
で
運
良

く
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
あ
と
一
回
勝

て
ば
次
回
の
出
場
選
手
枠
を
増
や
せ
る
と
こ

ろ
ま
で
き
た
。
し
か
し
、
何
と
そ
の
日
は
学

園
祭
の
当
日
で
、
私
は
目
黒
公
会
堂
で
の
ク

ラ
ス
演
劇
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
ロ

ミ
オ
役
で
あ
っ
た
。
開
演
ま
で
の
時
間
は
わ

ず
か
と
な
り
、
人
生
初
の
運
命
の
選
択
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
六
回
戦
は
勝
ち
、
七
回

戦
を
棄
権
し
走
っ
て
公
会
堂
へ
向
か
っ
た
。

残
念
な
が
ら
間
に
合
わ
ず
、
ロ
ミ
オ
を
演
じ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
代
役
の
友
人
、

テ
ニ
ス
部
の
皆
様
に
は
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
っ
た
。
二
兎
を
追
っ
て
は
い
け
な
か
っ
た

の
だ
。
そ
の
後
も
引
退
ま
で
同
程
度
の
戦
績

で
あ
ま
り
成
長
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
先
生
、

先
輩
、
同
期
、
後
輩
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
高

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
か
ら

は
テ
ニ
ス
を
や
め
て
サ
ー
フ
ィ
ン
に
の
め
り

こ
ん
だ
が
、
ピ
ロ
テ
ィ
で
鍛
え
た
お
か
げ
で
、

こ
ち
ら
は
今
で
も
続
い
て
い
る
。

　
ピ
ロ
テ
ィ
の
床

Ｇ
組　

森
本　

信
二　

　
「
放
課
後
ピ
ロ
テ
ィ
に
集
合
！
」

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
は
コ
ー
ト
が
使
用
で
き
な

い
と
き
は
、
ピ
ロ
テ
ィ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

な
る
。
あ
る
日
、
背
筋
＝
う
つ
伏
せ
に
な
り

手
を
頭
の
後
ろ
で
組
ん
で
体
を
反
ら
せ
る
＝

を
行
い
、
苦
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
歯
を
食

い
し
ば
り
目
を
つ
ぶ
る
と
、
い
き
な
り
目
の

前
に
友
人
が
ニ
タ
ッ
と
笑
い
現
れ
た
。
お
か

し
く
て
力
が
抜
け
、
前
歯
か
ら
タ
イ
ル
に
顔

を
打
ち
付
け
て
し
ま
い
、
歯
の
角
が
欠
け
た
。

今
で
も
丸
み
を
帯
び
て
い
る
が
少
し
欠
け
て

い
る
。

　

そ
の
日
も
同
様
に
ピ
ロ
テ
ィ
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
た
。
今
度
は
腹
筋
だ
。
ピ
ロ

テ
ィ
の
天
井
よ
り
空
を
見
る
ほ
う
が
気
持
ち

が
良
く
て
、
仰
向
け
に
な
っ
て
ピ
ロ
テ
ィ
か

ら
上
半
身
を
外
に
出
し
て
腹
筋
を
繰
り
返
し

て
い
た
。
青
空
に
向
か
っ
て
見
え
る
校
舎
が

何
か
変
だ
、
歪
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
訳
は
な

い
と
頭
で
は
思
う
の
だ
が
、
や
は
り
校
舎
が

揺
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
宮
城
沖
地
震
の
揺
れ

に
よ
る
も
の
で
、
急
い
で
ピ
ロ
テ
ィ
を
抜
け

出
し
校
庭
に
避
難
し
た
。

　

ピ
ロ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
、
卒
業
後
一
度

も
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
、
焦
げ
茶
色
の
タ
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エ
ン
ジ
ニ
ア
を

　
　
　
　
目
指
す
若
い
皆
さ
ん
へ

Ｂ
組　

窪
田　

賢
雄　

　

四
十
周
年
を
記
念
し
て
の
寄
稿
で
す
が
、

私
か
ら
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
す
若
い
皆
さ

ん
に
ち
ょ
っ
と
し
た
お
話
を
。

　

新
宿
高
校
を
卒
業
後
、
国
立
大
学
の
工
学

部
に
進
学
し
た
私
は
、
大
学
の
研
究
室
で
⓰

ビ
ッ
ト
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
画
像
処
理
の

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
、

松
下
電
器
産
業
（
現
在
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

に
入
社
。
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
業

務
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
担
当
、
株
価
表
示

シ
ス
テ
ム
や
警
察
向
け
、
空
港
向
け
の
シ
ス

テ
ム
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
直
近
で
は
、
空

港
で
の
出
入
国
手
続
き
に
使
わ
れ
る
、
顔
認

証
ゲ
ー
ト
を
開
発
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
海

外
旅
行
に
行
く
時
な
ど
に
、
利
用
さ
れ
た
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
は
、
新
宿
高

校
Ｏ
Ｂ
が
開
発
責
任
者
だ
っ
た
の
で
す
よ
。

　

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
四
十
年

間
に
、
世
の
中
の
技
術
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

四
十
年
前
の
旅
客
機
、
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
（
ボ
ー
イ
ン
グ
７
４
７
型
）
は
五
百
人
乗

り
、
時
速
約
九
百
キ
ロ
で
飛
行
で
き
ま
し
た
。

書
き
込
み
が
な
さ
れ
、
新
し
い
指
示
を
書
き

込
む
余
裕
も
な
い
ほ
ど
。
な
の
に
、
本
番
前

日
、
当
時
の
三
年
生
の
こ
わ
～
い
先
輩
か
ら
、

「
書
き
込
み
を
全
部
消
す
よ
う
に
」
と
言
わ

れ
た
。
ま
だ
純
真
だ
っ
た
私
は
、
書
き
込
み

を
消
し
て
本
番
の
演
奏
に
臨
ん
だ
の
だ
っ
た
。

今
で
も
「
運
命
」
は
暗
譜
状
態
で
弾
く
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
こ
の
時
の
経
験
が
役
に

立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
同
期
の
青
田
氏
等
の
発
案
で
、

外
部
会
場
で
の
演
奏
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、

ま
す
ま
す
管
弦
熱
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
。

こ
う
し
て
開
催
し
た
メ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
（
五

月
に
行
っ
た
の
で
）
が
、
昨
年
四
十
回
を
迎

え
た
。
奇
し
く
も
、
第
一
回
で
取
り
上
げ
た

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
八
番
を
、
現
役
高

校
生
に
交
じ
っ
て
再
び
弾
く
こ
と
が
で
き
た

の
も
何
か
の
縁
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

　

高
校
で
始
め
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
、
大

学
社
会
人
と
年
齢
を
重
ね
た
今
で
も
、
細
々

と
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
あ
の
高
校
時
代
の
頑
張
り
が
あ
っ
た
か

ら
に
違
い
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
心
の
ふ
る

さ
と
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
管
弦
楽
部
が
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
で
あ
る
。

　「
新
宿
高
校
管
弦
楽
部
」
の
思
い
出

Ｄ
組　

井
戸
沼
（
大
槻
）
博
子　

　

実
は
い
さ
さ
か
残
念
な
気
分
だ
っ
た
新
宿

高
校
合
格
。
当
時
の
学
校
群
制
度
で
、
新
宿

高
校
に
割
り
振
ら
れ
て
し
ま
っ
た
私
で
あ
っ

た
が
、
先
入
観
な
し
に
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

教
室
か
ら
一
番
近
か
っ
た
音
楽
室
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
音
に
惹
か
れ
る
ま
ま
、
音
楽
室

に
足
を
踏
み
入
れ
た
私
は
、
そ
の
ま
ま
管
弦

楽
部
入
部
を
選
ん
だ
。

　

こ
こ
で
も
、
希
望
通
り
で
は
な
く
、
バ
イ

オ
リ
ン
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
。
今
と

な
っ
て
は
、
こ
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
自

分
の
学
生
生
活
が
暗
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
感
謝
の
一
言
で

あ
る
。

　

バ
イ
オ
リ
ン
を
手
に
し
た
私
は
、
夢
中
に

な
っ
た
。

　

も
と
も
と
音
楽
は
好
き
で
あ
っ
た
が
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
響
き
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
も
の
に

な
っ
た
。
与
え
ら
れ
た
曲
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
の
「
運
命
」
交
響
曲
全
楽
章
。
四
月
に
初

め
て
楽
器
を
持
っ
た
初
心
者
た
ち
が
、
半
年

後
の
学
園
祭
で
、
三
十
分
あ
ま
り
の
全
曲
を

弾
き
こ
な
す
の
で
あ
る
。
楽
譜
は
真
っ
黒
に
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そ
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の

皆
さ
ん
の
人
生
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

　
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
夏

Ｈ
組　

村
山
（
畑
中
）
み
ゆ
き　

　

雨
上
が
り　

放
課
後　

駆
け
上
っ
た
坂
道

　

笑
い
転
げ
た
先
に　

時
計
台
と
黒
猫

　

図
書
館
の
帰
り
道　

あ
の
バ
ー
ガ
ー

シ
ョ
ッ
プ
で　

競
い
合
う
よ
う
に
い
つ
も
違

え
た

　

魅
惑
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ　

帰
り
来
ぬ
日
々

君
と
の
距
離
が
ほ
ん
の
少
し
だ
け
近
づ
い
た

気
が
し
た

　

ト
ロ
ピ
カ
ル
パ
ラ
ソ
ル　

青
春
は
虹
色

　

思
い
出
の
中
の
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
夏

　

チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー　
ｗ
ｗ
バ
ー
ガ
ー　

テ

リ
ヤ
キ
バ
ー
ガ
ー　

と
り
天
バ
ー
ガ
ー

　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ガ
ー　

ア
ボ
カ
ド
バ
ー

ガ
ー　

塩
チ
キ
ン
バ
ー
ガ
ー　

ベ
ー
コ
ン
オ

ム
レ
ツ
バ
ー
ガ
ー

　

そ
し
て
最
後
は
回
り
ま
わ
っ
て　

や
っ
ぱ

り
好
き
さ　

チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー

　

帰
り
来
ぬ
日
　々

君
と
の
距
離
が　

ほ
ん

の
少
し
だ
け　

近
づ
い
た
気
が
し
た

ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
は
、
他
の
業
界
と
は
大
き

く
違
っ
て
、
そ
の
性
能
が
急
激
に
上
が
り
、

そ
れ
と
共
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た

新
し
い
技
術
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
き
た
わ

け
で
す
。
こ
ん
な
に
激
し
く
変
化
し
た
も
の

は
他
に
は
無
い
で
し
ょ
う
。

　

私
な
ど
は
幸
い
に
も
、
こ
の
四
十
年
間
の

変
化
を
四
十
年
か
け
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
今
の
若
い

世
代
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ

た
技
術
を
一
気
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
か
ら
大
変
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
技
術
の
世
界
は
こ
れ
か
ら
も
激
変
の
連

続
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
新
し
い
技
術
が

次
々
と
生
ま
れ
て
く
る
こ
の
世
界
は
、
大
変

な
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
常
に
新
し
い
の
で
、

そ
の
面
白
味
み
も
格
別
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
定
年
が
見
え
て
き
た
年
ご
ろ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
激
変
し
続
け
る
Ｉ
Ｔ

技
術
を
追
い
続
け
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ス
テ
ム
や
装

置
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
実

に
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
宿
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
ラ
グ

ビ
ー
部
で
鍛
え
た
体
力
と
根
性
で
、
こ
の
四

十
年
間
を
生
き
抜
い
て
こ
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
す
若
い
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
と
も
こ
の
世
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

四
十
年
後
に
こ
れ
が
ど
う
な
っ
た
か
と
言
え

ば
、
二
階
建
て
の
大
型
機
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
８

０
で
も
搭
乗
人
数
は
最
大
で
八
百
席
程
度
、

飛
行
速
度
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
燃
費
が
改
善
さ
れ
航
続
距
離
が
延
び

ま
し
た
が
、
２
倍
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

四
十
年
前
の
自
動
車
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

有
名
な
カ
ロ
ー
ラ
で
は
エ
ン
ジ
ン
サ
イ
ズ
は

変
わ
ら
ず
。
エ
ン
ジ
ン
性
能
が
上
が
っ
た
と

は
言
え
、
馬
力
は
２
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
燃
費
は
３
倍
く
ら
い
は
改
善
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
は
、
四
十
年
で
２
倍
と
か
３
倍
に

な
っ
た
と
い
う
話
で
す
ね
。（
飛
行
機
や
自

動
車
に
進
化
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に
技
術
革
新
が
重
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。）

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
四
十
年
で
激
変
し
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
世
界
。

　

四
十
年
前
⓰
ビ
ッ
ト
だ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
（
マ
イ
コ
ン
）
は
、
今
で
は
�
ビ
ッ
ト
に

な
り
、
駆
動
周
波
数
は
五
百
倍
に
。
１
つ
の

チ
ッ
プ
の
中
に
㉜
個
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

入
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
計
算

を
す
る
と
、
四
十
年
前
と
く
ら
べ
て
一
千
万

倍
く
ら
い
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
四
十
年
の
間
に
、
コ
ン
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私
た
ち
の
代
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
冬
の
時
代

で
、
二
年
間
を
約
十
五
人
程
度
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
二
つ
上
、
二
つ
下
は
十
人
以

上
だ
っ
た
の
で
、
二
学
年
で
二
十
人
以
上
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
は
、
足
が
遅
い
・
背
が
低

い
・
目
が
悪
い
の
三
重
苦
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
、
必
死
に
練
習
し
て
ま
し
た
。
特
に
秋
も

深
ま
り
暗
く
な
る
と
、
ひ
と
り
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
状
態
で
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
も
、
最
後
ま
で
や
め
る
こ
と
な

く
続
け
ら
れ
た
の
が
、
非
常
に
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
都
立
大
で
も
体
育
会
サ
ッ
カ
ー

部
（
と
い
っ
て
も
当
時
、
都
の
三
部
で
す
が

…
…
）
に
も
入
部
し
就
職
先
の
セ
イ
コ
ー
イ

ン
ス
ツ
ル
で
も
サ
ッ
カ
ー
仲
間
が
で
き
、
先

週
も
会
社
サ
ッ
カ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
会
で
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
で
つ
な

が
っ
た
新
宿
高
校
時
代
の
サ
ッ
カ
ー
部
以
外

の
同
期
と
飲
む
機
会
が
で
き
て
、
新
た
な
楽

し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
館
山
寮
に

集
ま
っ
て
い
た
の
が
大
変
楽
し
か
っ
た
の
で
、

今
回
台
風
被
害
を
受
け
た
の
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。

　

復
活
を
祈
り
、
こ
の
文
の
締
め
と
し
ま
す
。

い
て
い
た
あ
の
頃
の
時
間
が
よ
み
が
え
っ
て

く
る
。
そ
う
し
た
記
憶
に
い
つ
で
も
立
ち
返

れ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
、
そ
の
お
か
げ
で

今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
新
宿
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
想
い
出

Ｂ
組　

小
沢　

明
夫　

　

正
直
に
言
っ
て
、
高
校
時
代
の
想
い
出
と

い
え
ば
サ
ッ
カ
ー
部
の
こ
と
し
か
思
い
当
た

り
ま
せ
ん
。

　

中
学
時
代
か
ら
西
ド
イ
ツ
Ｗ
杯
の
西
ド
イ

ツ
チ
ー
ム
に
あ
こ
が
れ
て
サ
ッ
カ
ー
少
年

だ
っ
た
私
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
、
グ
ラ
ン

ド
に
行
き
、
当
時
コ
ー
チ
だ
っ
た
土
屋
先
生

に
入
部
し
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

私
の
本
当
の
意
味
の
サ
ッ
カ
ー
の
原
点
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
初
は
、
部
活
の
厳
し
さ
も
知
ら
ず
に
、

た
だ
好
き
な
だ
け
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し

た
の
で
す
が
、
徐
々
に
そ
の
厳
し
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
書
き
出
す
と
キ
リ
が
無
い
の
で
省
略
し

ま
す
が
、
少
な
く
と
も
数
回
は
本
当
に
や
め

よ
う
と
思
っ
た
レ
ベ
ル
で
す
。

　

ト
ロ
ピ
カ
ル
パ
ラ
ソ
ル　

青
春
は
虹
色

　

思
い
出
の
中
の
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
夏

　

ト
ロ
ピ
カ
ル
パ
ラ
ソ
ル　

青
春
は
虹
色

　

思
い
出
の
中
の
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
夏

　

サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
夏

　
（
２
０
１
９
年
夏　

作
詞
作
曲
ヴ
ォ
ー
カ

ル
）
※
思
い
切
り
青
春
時
代
を
懐
か
し
ん
で
、

「
坂
道
の
ア
ポ
ロ
ン
」
を
意
識
し
て
作
っ
た

曲
。

　

高
校
時
代
、
教
科
書
や
黒
板
よ
り
も
窓
の

外
ば
か
り
を
眺
め
暮
ら
し
、
季
節
の
移
ろ
い

と
当
た
り
前
の
日
常
に
、
何
者
で
も
な
い
自

分
を
嵌
め
込
も
う
と
も
が
い
て
い
た
。

　

当
時
の
夢
は
、
隠
遁
生
活
者
。
な
り
た

か
っ
た
姿
に
は
遠
い
が
、
今
、
ほ
ど
ほ
ど
の

自
由
と
充
足
を
得
て
、
人
生
の
晩
年
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
。

　

仕
事
以
外
に
得
た
も
の
は
、
芸
事
の
い
く

つ
か
と
キ
ャ
リ
ア
、
友
人
、
は
み
肉
、
寛
容

さ
、
鉄
の
心
臓
。

　

失
っ
た
も
の
は
、
あ
ま
り
に
も
多
く
と
て

も
書
き
き
れ
な
い
が
、
何
か
を
諦
め
、
忘
れ

る
た
め
に
老
化
が
あ
る
の
だ
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
そ
れ
で
神
様
の
恩
寵
と
言
え
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

た
ま
さ
か
の
逢
瀬
で
旧
友
と
飲
む
と
き
、

自
分
の
こ
と
だ
け
考
え
れ
ば
よ
く
、
一
番
輝
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農
業
は
先
行
き
不
安

Ｇ
組　

古
澤
（
松
本
）
知
子　

　

縁
が
あ
っ
て
静
岡
市
清
水
の
ミ
カ
ン
と
お

茶
の
専
業
農
家
に
嫁
三
一
年
。
鶏
の
声
で
目

覚
め
畑
仕
事
に
精
を
出
し
、
夕
焼
け
の
空
に

明
日
の
天
気
と
段
取
り
を
考
え
な
が
ら
あ
っ

た
か
い
我
が
家
に
帰
る
…
と
ゆ
っ
た
り
と
は

い
か
ず
３
６
５
日
自
然
と
向
き
合
う
仕
事
で

す
。

　

一
番
茶
、
お
茶
な
ら
し
、
田
植
え
、
二
番

茶
、
夏
は
草
刈
り
を
四
回
、
ミ
カ
ン
の
摘
果
、

収
穫
、
袋
詰
め
、
発
送
等
々
今
年
は
十
月
に

も
夏
日
が
あ
り
気
温
が
下
が
ら
ず
、
ミ
カ
ン

の
色
づ
き
が
遅
れ
、
お
歳
暮
に
青
島
ミ
カ
ン

が
間
に
合
う
か
、
気
象
状
況
の
変
化
に
一
喜

一
憂
す
る
毎
日
。
し
か
し
育
て
て
き
た
旬
の

初
物
を
頂
く
と
き
、
家
族
の
笑
顔
が
広
が
り
、

お
い
し
い
ね
ー
よ
か
っ
た
ね
ー
！　

う
れ
し

い
瞬
間
で
す
！

　

新
茶
、
新
米
、
温
州
ミ
カ
ン
、
太
田
ポ
ン

カ
ン
、
清
美
、
デ
コ
ポ
ン
、
駿
河
甘
夏
、
抜

き
柿
、
筍
等
々
、
食
べ
物
が
豊
か
だ
と
自
然

と
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
ね
。

　

三
人
の
子
供
も
、
じ
い
じ
、
ば
あ
ば
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
ま
き
を
手
伝
っ
た
り
お
茶

刈
の
生
葉
詰
め
や
摘
果
を
た
ま
に
手
伝
っ
た

り
助
か
り
ま
し
た
。
末
っ
子
長
男
が
興
津
果

樹
試
験
場
を
卒
業
し
、
後
継
者
と
し
て
就
農

し
、
父
母
子
の
三
人
で
う
ち
の
畑
を
耕
せ
る

の
は
、
う
れ
し
く
幸
せ
で
す
。
九
年
前
に
亡

く
な
っ
た
両
親
に
も
畑
で
剪
定
作
業
す
る
息

子
を
み
て
も
ら
い
た
っ
か
た
で
す
。

　

地
区
で
は
若
手
農
家
の
一
番
下
が
息
子
㉕

歳
と
㉚
代
が
３
人
い
て
、
㊿
代
の
方
一
人
が

引
退
で
す
。
四
十
年
後
、
ミ
カ
ン
栽
培
に
携

わ
る
人
が
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

我
が
家
は
息
子
の
代
ま
で
で
き
れ
ば
よ
い

で
す
が
、
温
暖
化
に
加
え
販
売
の
生
き
残
り

は
大
変
で
す
。
今
２
歳
の
孫
の
時
代
は
露
地

栽
培
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
食
事
の
時
、
食
料
を
作
る
人
を
思
い

描
い
て
く
だ
さ
い
。

　

作
る
人
が
い
て
、
今
、
食
べ
物
が
あ
る
の

で
す
。

　
奇
跡
は
続
く

Ｇ
組　

秋
山　

知
隆　

　

今
日
は
、
新
宿
高
校
時
代
に
始
ま
り
、
卒

業
後
四
十
年
以
上
経
っ
て
も
ま
だ
続
い
て
い

る
奇
跡
的
な
出
来
事
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
そ
れ
は
あ
る
同
級
生
の
『
趣
味
』
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
彼
の
名
前
は
齊
藤
信
（
さ

い
と
う
・
ま
こ
と
）。
軽
音
楽
同
好
会
所
属

で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
弾
い
て
い
た
彼
に
は
、
音

楽
の
演
奏
や
作
曲
以
外
に
ド
ラ
マ
鑑
賞
と
い

う
趣
味
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
高
校
時

代
は
、
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
の
再
放
送
、
ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
第
一
作
の
発
表
、
機
動
戦
士

ガ
ン
ダ
ム
の
放
映
な
ど 

Ｓ
Ｆ
が
花
盛
り
の

時
代
で
し
た
。
音
の
ド
ラ
マ
な
ら
手
間
や
費

用
も
か
か
ら
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
彼
は
同

級
生
の
蛯
原
均
（
え
び
は
ら
・
ひ
と
し
）
と
、

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
制
作
に
か
か
り
ま
す
。
第

一
作
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ス
ペ
ー
ス
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」。
在
校
生
の
み
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
行
な
い
、
放
課
後
の
視
聴
覚
室
等
で
録

音
を
し
、
自
分
自
身
で
音
楽
や
効
果
音
を
作

り
ダ
ビ
ン
グ
を
重
ね
作
品
を
作
っ
て
行
き
ま

し
た
。 

　

…
…
そ
し
て
そ
れ
か
ら 

四
十
年
以
上
。

高
校
の
同
窓
生
を
核
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の

メ
ン
バ
ー
も
加
え
な
が
ら
、
驚
く
べ
き
こ
と
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に
ほ
ぼ
毎
年
彼
は
ド
ラ
マ
作
り
を
続
け
、
今

年
で
何
と
�
作
品
を
完
成
さ
せ
た
の
で
す
！

（
さ
ら
に
２
作
品
を
制
作
中
）
作
品
の
ジ
ャ

ン
ル
は
Ｓ
Ｆ
だ
け
で
な
く
、
海
外
が
舞
台
の

現
代
警
察
も
の
や
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
系
の
も

の
、
近
未
来
の
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
な
ど
多
く
に

渡
っ
て
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
、
一
般
企
業
を
早
期
退
職
し
た
彼

は
、
高
画
質
の
動
画
の
撮
影
、
編
集
が
気
軽

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
映
像
作
品

制
作
も
始
め
、
こ
ち
ら
も
既
に
７
作
品
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。 

　

私
は
製
作
面
と
い
う
よ
り
は
、
ほ
と
ん
ど

が
出
演
者
と
し
て
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
の
役
柄
は
サ

イ
ボ
ー
グ
の
殺
人
鬼
か
ら
エ
ロ
い
医
者
、
犬

の
遠
吠
え
に
至
る
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
で
い
ま
す
（
笑
）。

　

こ
れ
だ
け
の
長
き
に
渡
っ
て
続
い
て
き
た

ド
ラ
マ
制
作
、
こ
の
話
を
人
に
す
る
と
誰
も

が
そ
れ
は
奇
跡
だ
と
声
を
揃
え
ま
す
。
出
演

料
な
ど
は
一
切
出
ま
せ
ん
し
、
交
通
費
、
打

ち
上
げ
代
も
自
腹
で
す
。
し
か
し
だ
か
ら
こ

そ
、
つ
ま
り
利
害
関
係
の
な
い
者
同
士
が

「
好
奇
心
」
と
「
好
き
」
で
集
ま
っ
た
仲
間

だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
っ
て
き
た
活
動
だ
と
も

思
え
ま
す
。 

　

ど
う
で
し
ょ
う
？　

こ
ん
な
風
に
四
十
年

以
上
続
い
た
ド
ラ
マ
作
り
に
興
味
の
あ
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？　

個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
作
品
は

一
切
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
に
お

聞
か
せ
し
た
り
お
見
せ
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
の
で
、
興
味
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。

出
演
、
制
作
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
方
に
は

私
が
お
話
を
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。
連
絡
は

tom
otaka_aki@

m
e.com

ま
で
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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熟
年
青
春
真
只
中	

田
中
（
村
原
）
京
子　

　

卒
業
六
十
周
年
？　

遠
い
昔
の
新
宿
高
校

＆
十
二
回
七
夕
会
の
同
志
に
感
謝
！　

幹
事

か
ら
何
か
書
け
！　

と
メ
ー
ル
。何
で
私
が
？

確
か
五
十
周
年
で
も
書
か
さ
れ
た
よ
。
儘
よ
、

そ
ろ
そ
ろ
終
活
向
け
て
人
生
を
振
返
り
紆
余

曲
折
の
道
程
・
現
状
を
記
し
て
お
こ
う
か
…
。

　

十
五
の
春
、
入
学
早
々
秀
才
集
団
に
圧
倒

さ
れ
ヤ
ケ
ッ
パ
チ
、
趣
味
の
音
楽
に
嵌
り
日

夜
ピ
ア
ノ
三
昧
。
音
大
ピ
ア
ノ
科
受
験
、
新

宿
と
は
余
り
に
も
異
な
る
華
や
か
な
受
験
生

仲
間
に
、
合
格
す
る
も
入
学
拒
否
。
予
備
校

通
い
で
鞭
打
ち
法
学
部
へ
。
そ
れ
な
り
学
問

す
る
う
ち
に
、
自
分
が
真
に
向
か
い
た
い
の

は
矢
張
り
音
楽
─
実
技
で
は
な
く
文
字
で
書

き
語
り
伝
え
た
い
、「
音
楽
学
だ
」
と
東
京

藝
大
楽
理
科
へ
。
水
を
得
た
魚
は
迷
う
事
無

く
一
心
不
乱
。
既
に
院
生
時
代
か
ら
雑
誌
・

レ
コ
ー
ド
・
ｃ
ｄ
ラ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ト
、
コ
ン

サ
ー
ト
解
説
等
、
ラ
イ
タ
ー
仕
事
に
恵
ま
れ

「
こ
れ
で
生
き
て
い
け
る
」
と
親
に
感
謝
。

　

助
手
稼
業
の
後
、
都
会
好
き
人
間
が
一
定

期
間
と
サ
バ
読
ん
で
鹿
児
島
大
学
赴
任
、
気

が
つ
け
ば
、
永
久
鹿
児
島
人
。
十
五
年
程
前

て
い
る
七
夕
会
夫
婦
で
す
。

（
鹿
児
島
国
際
大
学
音
楽
科
）

　
叙
勲	

下
田　

達
郎　

　

令
和
元
年
五
月
二
七
、
二
八
日
の
二
日
間
、

春
の
叙
勲
の
勲
章
伝
達
式
と
令
和
天
皇
陛
下

拝
謁
に
夫
婦
揃
っ
て
出
席
し
、
旭
日
単
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。
喜
寿
の
年
に
思
い
も
よ

ら
ず
叙
勲
の
栄
に
浴
し
身
に
余
る
光
栄
で
あ

る
と
共
に
中
小
企
業
の
経
営
者
に
と
っ
て
大

変
励
み
に
な
る
事
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
の
政
経
学
部
を
出
て
、
商
学

部
の
大
学
院
で
商
学
修
士
を
頂
き
亡
父
の
創

業
し
た
栄
通
信
工
業
（
株
）
に
入
社
、
二
代

目
経
営
者
と
し
て
現
在
も
働
い
て
お
り
ま
す
。

高
度
な
産
業
用
電
子
部
品
の
開
発
・
製
造
・

販
売
を
創
業
以
来
約
七
十
年
一
貫
し
て
経
営

し
て
い
ま
す
。
従
業
員
約
二
百
八
十
名
は
全

て
正
社
員
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
市
場
向
に
輸
出
比
率

約
七
十
％
で
、
直
貿
で
世
界
四
十
数
か
国
に

販
売
を
し
て
お
り
、
こ
の
業
界
に
限
定
す
れ

ば
世
界
五
指
に
入
る
会
社
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
パ
テ
ン
ト
の
数
も
亡
父
と
小
生
合
わ

せ
て
累
計
二
二
〇
件
に
な
り
、
国
産
技
術
に

よ
る
量
よ
り
も
質
を
目
指
す
物
づ
く
り
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

　

製
品
は
、精
密
ポ
テ
ン
シ
ョ
メ
ー
タ（
通
常

か
ら
「
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
」
に

嵌
り
、
企
画
・
チ
ラ
シ
＆
ポ
ス
タ
ー
創
作
、

通
常
を
超
え
る
楽
曲
解
説
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊
子

作
成
、
当
日
プ
レ
ト
ー
ク
。
一
人
足
掻
き
の

数
年
後
私
大
赴
任
で
、
共
に
教
授
就
任
し
た

世
界
的
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ウ
ー
ヴ
ェ
・
ハ
イ
ル

マ
ン
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
中
村
智
子
夫
妻
と
意

気
投
合
の
ト
リ
オ
。
彼
ら
の
桁
違
い
の
素

養
・
実
力
・
指
導
力
に
学
び
の
日
々
。
こ
の

年
齢
に
し
て
ド
イ
ツ
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
宜

し
く
何
で
も
屋
、
オ
ペ
ラ
・
オ
ラ
ト
リ
オ
全

て
字
幕
翻
訳
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
＆
背
景
映

像
作
成
と
パ
ソ
コ
ン
お
た
く
。《
マ
タ
イ
受

難
曲
》
全
国
ツ
ア
ー
も
果
し
今
年
は
絶
好
調
。

　

思
え
ば
学
生
時
代
、
公
言
し
て
憚
ら
な

か
っ
た
家
庭
像
「
食
後
の
団
欒
よ
り
互
い
の

書
斎
に
入
っ
て
仕
事
す
る
夫
婦
」。
夢
は
現

実
と
な
り
ー
七
夕
会
の
お
陰
で
、
夫
は
同
期

の
建
築
家
田
中
幸
夫
。
彼
は
正
に
今
が
絶
頂
、

三
年
後
完
成
の
膨
大
な
建
築
設
計
に
一
人
事

務
所
の
主
は
万
年
青
年
！　

ホ
ー
ル
も
入
っ

た
一
万
平
米
超
え
の
施
設
、
更
に
向
に
は
ス

ペ
イ
ン
の
バ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
風
パ
ブ
、
日
本

の
…
と
十
軒
ほ
ど
の
屋
台
村
計
画
。
人
生
第

四
コ
ー
ナ
ー
に
し
て
最
大
の
青
春
を
謳
歌
し

　
卒
業
六
十
周
年
…
…
ま
だ
ま
だ
現
役
・
頑
張
る
ぞ

12回
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て
い
る
寮
生
は
、
幼
少
期
に
親
等
か
ら
十
分

な
愛
情
が
受
け
ら
れ
ず
、
貧
困
等
の
劣
悪
な

環
境
の
中
で
社
会
に
適
応
す
る
た
め
の
情
操

が
育
つ
文
化
的
な
環
境
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

者
、
切
れ
や
す
く
人
と
協
調
す
る
こ
と
が
苦

手
と
い
っ
た
負
因
を
持
っ
た
者
も
多
い
。
こ

の
た
め
情
操
面
か
ら
の
「
人
間
性
の
回
復
」

教
育
が
重
要
で
あ
る
。
人
間
性
に
と
ん
だ
素

晴
ら
し
い
四
〇
数
名
の
民
間
協
力
者
が
職
員

と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
。
各
種
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
と
相
談
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
習

字
・
美
容
教
室
・
合
唱
等
の
教
育
的
、
文
化

的
活
動
を
通
じ
て
寮
生
の
人
間
性
に
働
き
か

け
て
い
る
。
一
〇
年
来
、
新
宿
高
校
の
数
名

の
同
級
生
に
も
パ
ソ
コ
ン
の
指
導
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
の
料
理
の
指
導
、
行
事
で
の
手
品
の

披
露
等
で
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
感

謝
で
あ
る
。

　

現
在
の
夢
は
、
施
設
を
出
て
か
ら
後
の
社

会
で
の
道
が
十
分
で
な
い
の
で
、
数
年
前
か

ら
就
労
・
住
居
・
ケ
ア
の
出
来
る
中
間
施
設

の
設
立
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
（
社
会

的
事
業
）
と
し
て
進
め
て
い
る
。
昨
年
、
人

生
で
初
め
て
入
院
・
手
術
を
受
け
た
が
、
発

見
が
早
か
っ
た
の
で
命
拾
い
を
し
た
。
天
か

ら
与
え
ら
れ
た
こ
の
貴
重
な
時
間
を
有
効
に

使
い
た
い
。

（
更
生
保
護
法
人
全
両
会　

理
事
長
）

気
で
、
大
病
す
る
こ
と
も
な
く
馬
齢
を
重
ね

て
七
十
七
年
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
人

生
一
〇
〇
年
時
代
に
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
出

来
れ
ば
良
い
か
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
栄
通
信
工
業
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
）

　
チ
ャ
レ
ン
ジ	

小
畑　

輝
海　

　

明
治
神
宮
の
緑
の
森
に
接
し
て
大
正
六
年

設
立
の
定
員
二
〇
名
の
女
子
の
更
生
保
護
施

設
両
全
会
が
あ
る
。
こ
こ
は
民
間
が
運
営
し
、

帰
る
べ
き
場
所
の
な
い
刑
務
所
出
所
者
・
少

年
院
退
院
者
等
を
国
か
ら
委
託
を
受
け
て
預

か
り
、
就
労
支
援
・
生
活
指
導
・
教
育
指

導
・
薬
物
等
の
依
存
症
か
ら
の
離
脱
指
導
な

ど
の
再
犯
防
止
と
社
会
復
帰
の
た
め
の
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
私
は
、
法
務
省
退
職
後

も
更
生
保
護
施
設
の
運
営
、
保
護
司
、
篤
志

面
接
委
員
（
矯
正
施
設
被
収
容
者
の
相
談

員
）
等
を
「
何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
の
思

い
で
引
き
受
け
の
め
り
こ
ん
で
き
た
。
一
般

の
方
々
が
知
る
こ
と
の
余
り
な
い
分
野
に
現

職
時
代
含
め
通
算
半
世
紀
も
携
わ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
ケ
ー
ス

も
多
々
あ
る
中
で
途
切
れ
ず
情
熱
を
燃
や
し

続
け
て
き
た
こ
と
に
我
な
が
ら
驚
い
て
い
る
。

「
反
省
は
一
人
で
も
で
き
る
が
更
生
は
一
人

で
は
で
き
な
い
、
多
く
の
人
々
、
社
会
の
支

え
が
必
要
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
世
話
し

の
可
変
抵
抗
器
の
数
十
倍
以
上
の
高
精
度
の

も
の
）
と
こ
れ
を
使
用
し
た
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ 

ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
専
業
メ
ー
カ
ー
で
す
。

用
途
は
精
密
計
測
器
、検
査
機
器
、医
療
機
器
、

工
作
機
械
、産
業
用
車
両
、特
殊
車
両
、建
設

機
械
、船
舶
機
器
、各
種
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
等
々

に
キ
ー
パ
ー
ツ
と
し
て
幅
広
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
電
子
部
品
な
の
で
各
製
品
の
内

部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
残
念
な
が
ら
、

一
般
に
は
目
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
日
本
の
最

先
端
技
術
品
、
例
え
ば
わ
が
国
最
初
の
人
工

衛
星
「
お
お
す
み
」、
深
海
用
潜
水
調
査
船

「
し
ん
か
い2000/6500

」、
人
間
型
ロ
ボ
ッ

ト
「
ア
シ
モ
フ
」、
最
近
で
は
、
二
〇
二
〇

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
さ
れ
る
ト

ヨ
タ
の
自
働
運
転
の
大
型
電
気
自
動
車
「
ｅ

パ
レ
ッ
ト
」
等
々
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
勘
案
し
て
、
今
回
、

経
済
産
業
省
よ
り
「
中
小
企
業
振
興
」
と
し

て
、
叙
勲
に
至
っ
た
よ
う
で
す
。
奇
し
く
も

丁
度
三
〇
年
前
、
昭
和
六
十
三
年
秋
の
叙
勲

で
亡
父
も
同
じ
勲
章
を
受
章
し
て
お
り
、
同

一
私
企
業
で
親
子
二
代
叙
勲
は
珍
し
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
一
年
か
ら
部
活
の
軟
式
テ
ニ

ス（
現
在
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）に
熱
中
し
、勉

強
は
そ
こ
そ
こ
で
し
た
が
、
幸
い
浪
人
せ
ず

に
早
稲
田
大
学
に
入
学
で
き
、
何
ん
と
か
元
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弘
元
総
理
に
由
来
す
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
大
き
く
て
白
い
花
が
咲
き
、
背

が
高
く
何
と
言
っ
て
も
バ
ラ
特
有
の
ト
ゲ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
バ
ラ
は
育
種
家
の
石
橋

五
夫
さ
ん
と
言
う
方
が
二
〇
〇
三
年
に
作
出

し
当
時
は
「K

okoro

」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
に
財
団
法
人
・
日
本
ば
ら
会
の

会
長
で
あ
る
中
曽
根
康
弘
元
総
理
に
献
上
さ

れ
る
た
め
「
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ
カ
ソ

ネ
」
と
言
う
名
前
に
変
え
ロ
ン
ヤ
ス
会
談
で

有
名
な
日
の
出
山
荘
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

実
は
こ
の
バ
ラ
、
都
内
に
四
か
所
あ
り
ま
す
。

一
か
所
目
は
最
初
に
植
え
ら
れ
た
日
の
出
山

荘
。
次
は
日
比
谷
公
園
と
新
宿
御
苑
そ
し
て

も
う
一
か
所
が
我
ら
が
母
校
新
宿
高
校
で
す
。

何
故
こ
の
「
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ
カ
ソ

ネ
」
が
新
宿
高
校
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

話
し
は
昭
和
五
二
年
に
遡
り
ま
す
。
バ
ラ
の

由
来
と
話
し
が
大
き
く
そ
れ
ま
す
が
、
し
ば

ら
く
私
の
戯
言
に
お
付
き
合
い
下
さ
い
。

　

早
稲
田
大
学
に
入
学
し
た
私
は
ご
縁
が
あ

り
中
曽
根
事
務
所
で
書
生
を
や
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
、
三
角
大
福
中
と
言
わ
れ
自

民
党
内
で
激
し
い
権
力
闘
争
が
行
わ
れ
て
い

た
時
代
で
す
。
前
年
に
田
中
角
栄
元
総
理
が

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
波

乱
の
時
代
で
し
た
。
そ
の
頃
先
生
は
福
田
赳

夫
内
閣
で
総
務
会
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

最
初
、
私
は
議
員
会
館
で
後
援
会
向
け
の
ハ

ガ
キ
を
出
し
た
り
電
話
番
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
大
学
三
年
に
な
り
先
生
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
平
河
町
の
砂
防
会

館
に
移
り
先
生
の
食
事
を
運
ん
だ
り
書
を
書

か
れ
る
時
に
は
墨
を
磨
っ
た
り
し
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
何
と
言
っ
て
も
私
が
事
務
所

に
い
た
四
年
間
で
一
番
の
思
い
出
は
昭
和
五

五
年
の
総
選
挙
で
す
。

　

総
理
大
臣
は
福
田
総
理
か
ら
大
平
総
理
に

代
っ
た
も
の
の
党
内
の
争
い
は
益
々
激
化
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
五
月
に
大
平
内

閣
に
対
し
て
野
党
が
出
し
た
不
信
任
案
に
何

と
一
部
の
自
民
党
議
員
が
本
会
議
を
欠
席
し

不
信
任
案
が
可
決
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
反
主
流
派
で
は

あ
っ
た
の
で
す
が
「
野
党
の
出
し
た
不
信
任

案
に
同
調
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。」
と
本

会
議
直
前
に
議
場
に
戻
り
ま
し
た
が
不
信
任

案
は
可
決
さ
れ
衆
議
院
は
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

総
選
挙
は
五
月
三
十
日
に
公
示
さ
れ
大
平
総

理
は
第
一
声
を
新
宿
で
上
げ
た
の
で
す
が
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
過
労
と
不
整
脈
で
緊
急
入
院

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
一
時
回
復
の
兆
し

は
あ
っ
た
の
で
す
が
六
月
十
二
日
、
容
態
が

急
変
し
亡
く
な
り
ま
し
た
。
大
平
総
理
が
急

死
し
た
事
で
次
は
い
よ
い
よ
中
曽
根
だ
と
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
確
か
に
三
角
大
福
中

の
「
中
」
以
外
は
皆
総
理
に
な
っ
て
い
る
訳

で
す
か
ら
順
当
に
い
け
ば
先
生
の
番
で
す
。

　
「
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス

タ
ー
ナ
カ
ソ
ネ
」
と
言

う
品
種
の
バ
ラ
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
十
一
月
に

亡
く
な
っ
た
中
曽
根
康

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
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「
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニス
タ
ー
ナ
カ
ソ
ネ
」と

言
う
バ
ラ
が
新
宿
高
校
に
あ
り
ま
す
。

梶
村　

正
彦
（
二
七
回
）　
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し
か
し
そ
ん
な
喧
噪
を
よ
そ
に
先
生
は
「
今

は
喪
中
で
あ
る
」
と
言
っ
て
若
い
秘
書
と
私

の
二
人
を
連
れ
て
日
の
出
山
荘
に
引
っ
込
ん

だ
の
で
す
。
実
は
、
そ
こ
で
仲
間
を
集
め
て

総
理
に
な
る
た
め
の
謀
議
を
す
る
の
か
と
思

い
き
や
本
当
に
付
い
て
行
っ
た
の
は
私
達
だ

け
で
先
生
は
昼
間
悠
然
と
芝
刈
り
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
「
梶
村
君
そ
の
枝
を
切
っ
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
た
の
で
「
先
生
枝
よ
り
先
に
幹（
三
木
）

を
切
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
言
う
と
「
確
か
に
！
」
と
大
爆
笑
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
夜
は
囲
炉
裏
を
囲
ん
で

管
理
人
さ
ん
と
我
々
が
作
っ
た
食
事
を
一
緒

に
食
べ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
魚
は
美
味
し
い
ね
。
何
と
言
う
魚

だ
い
？
」

　
「
イ
ワ
シ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
私
。

　
「
高
い
の
か
い
？
」
と
先
生
。

　
「
三
匹
百
円
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
私
。

　
「
い
や
あ
、
日
本
人
は
こ
う
言
う
美
味
し

く
て
安
く
て
栄
養
の
あ
る
物
を
食
べ
る
べ
き

だ
ね
」
と
い
た
く
感
動
さ
れ
た
の
を
今
で
も

良
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
ま
る
で
目
黒
の
サ

ン
マ
で
す
。

　

し
か
し
翌
日
に
な
る
と
突
然
鈴
木
善
幸
氏

の
名
前
が
急
浮
上
し
て
次
の
自
民
党
総
裁
に

な
る
と
言
う
噂
が
飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
「
遺
産
相
続
は
通
夜
の
晩
に
や
る
も
ん
で

す
よ
」
と
は
凄
い
言
葉
で
す
。
当
時
の
政
界

の
凄
み
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
私
は
昭
和
五

六
年
に
就
職
を
し
、
書
生
生
活
に
終
わ
り
を

告
げ
ま
し
た
。
就
職
を
し
て
か
ら
も
選
挙
、

先
生
の
誕
生
日
な
ど
事
務
所
と
の
交
流
は
続

き
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五
七
年
十
一
月
に

先
生
は
第
七
一
代
内
閣
総
理
大
臣
に
な
り
ま

し
た
。
総
理
時
代
の
話
は
本
テ
ー
マ
と
異
な

り
ま
す
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ

カ
ソ
ネ
が
移
植
さ
れ
る
話
で
す
。
平
成
二
三

年
の
六
月
頃
、
震
災
の
あ
っ
た
年
で
す
。
事

務
所
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
先
生
が
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ
カ
ソ

ネ
を
都
心
に
植
え
替
え
た
い
か
ら
よ
ろ
し

く
」
と
…
。
私
が
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ

カ
ソ
ネ
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
そ
の
時
が
初

め
て
で
し
た
。
都
内
の
ど
こ
に
バ
ラ
園
が
あ

る
の
か
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
ま
ず
は

手
っ
取
り
早
く
日
比
谷
公
園
か
ら
あ
た
る
事

に
し
ま
し
た
。
日
比
谷
公
園
を
管
理
し
て
い

る
都
庁
の
公
園
緑
地
部
管
理
課
に
連
絡
を
し

て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。
こ
う
言
っ
た
事
は

お
役
所
仕
事
で
中
々
前
に
進
ま
な
い
も
の
と

勝
手
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
担
当
の
方
が
非

先
生
は
直
ぐ
に
山
を
下
り
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
辺
の
状
況
を
当
時
の
中
曽
根
番
で
あ
っ

た
日
経
新
聞
の
岡
崎
守
恭
氏
が
二
〇
一
八
年

に
上
梓
さ
れ
た
「
自
民
党
秘
史
」（
講
談
社

現
代
新
書
）に
書
か
れ
て
い
る
の
で
引
用
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

中
曽
根
氏
は
一
貫
し
て
「
今
は
喪
中
で
あ

る
」
と
し
て
政
局
に
関
す
る
発
言
や
行
動
を

封
印
し
た
。
こ
れ
は
中
曽
根
氏
の
偽
ら
ざ
る

姿
勢
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
の
ほ

し
げ
な
と
こ
ろ
を
お
く
び
に
も
出
さ
な
い
、

そ
れ
が
同
時
に
戦
略
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
中
曽
根
氏
が
「
喪
中
」
と
言
っ
て

い
る
間
に
、
大
平
氏
側
近
の
田
中
六
助
氏
が

奔
走
し
、
ど
ん
ど
ん
外
堀
は
埋
ま
り
、
後
継

は
同
じ
宏
池
会
の
代
貸
し
だ
っ
た
鈴
木
善
幸

氏
に
と
言
う
流
れ
が
加
速
し
て
い
く
。（
中

略
）中
曽
根
氏
は
何
も
し
な
い
う
ち
に
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
政
権
を
さ
ら
わ
れ
た
。

土
俵
に
も
上
が
ら
な
い
う
ち
の
完
全
な
不
戦

敗
で
あ
る
。
両
院
総
会
の
会
場
で
中
曽
根
氏

は
六
助
氏
に
声
を
か
け
た
。

　
「
喪
中
、
喪
中
と
い
っ
て
い
る
う
ち
に
六

さ
ん
に
や
ら
れ
た
な
あ
」
澄
ま
し
た
顔
で
六

助
氏
は
答
え
た
。

　
「
中
曽
根
先
生
、
遺
産
相
続
は
通
夜
の
晩

に
や
る
も
ん
で
す
よ
」
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新
宿
高
校
で
す
」
と
訂
正
し
た
事
は
ご
愛
嬌

と
し
て
あ
り
ま
し
た
が
最
後
に
先
生
が
「
お

嬢
さ
ん
方
と
一
緒
に
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ

う
！
」
と
言
わ
れ
和
や
か
な
う
ち
に
報
告
会

は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ
カ
ソ
ネ
は

昨
年
も
新
宿
高
校
の
花
壇
で
見
事
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
考
え
方
は
色
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
中
曽
根
康
弘
と
言
う
政
治
家
は
や

は
り
偉
大
な
政
治
家
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
曽
根
政
権
時
代
、
日
本
は
前
向
き
に
輝
い

て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生

を
持
っ
て
行
っ
て
見
て
も
ら
お
う
と
六
月
二

五
日
に
訪
ね
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は

朝
陽
バ
ラ
会
前
会
長
の
塩
田
澄
夫
氏（
平
成

二
九
年
ご
逝
去
）、
事
務
局
長
の
手
島
幹
雄

氏
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ラ
会
の
嶋
希
三
子
さ
ん
、
長

谷
川
祐
子
さ
ん
、
山
口
真
里
さ
ん
、
朝
陽
同

窓
会
の
西
出
紀
久
事
務
局
長
、
宮
坂
雅
子
さ

ん
の
七
人
の
方
に
も
同
行
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
皆
が
こ
こ
ま
で
大
切
に
育
て
て
く

れ
た
事
を
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
途

中
、
私
に
「
こ
れ
は
日
比
谷
公
園
だ
っ
け
」

と
何
回
か
尋
ね
ら
れ
そ
の
都
度
私
が
「
い
や

常
に
親
切
で
す
ん
な
り
と
進
み
許
可
も
あ
っ

さ
り
と
出
ま
し
た
。
そ
し
て
後
は
日
本
ば
ら

会
の
人
達
が
実
際
の
移
植
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
事
に
な
り
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
日
比

谷
公
園
第
一
花
壇
に
無
事
移
植
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
五
月
に
見
事
に
開
花
し
た
た
め
先
生
に

報
告
に
行
く
と
「
早
速
見
に
行
こ
う
！
」
と

言
う
事
で
、
数
日
後
に
一
緒
に
見
に
行
き
ま

し
た
。
先
生
は
「
き
れ
い
に
咲
い
た
ね
」
と

喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
先
生
と
バ

ラ
を
見
て
い
る
時
に
そ
う
言
え
ば
新
宿
高
校

に
も
朝
陽
バ
ラ
会
が
あ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
も

熱
心
に
参
加
さ
れ
て
い
る
と
言
う
話
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
朝
陽
バ
ラ
会
の
事
を
教
え
て
く
れ

た
同
期
の
宮
坂
雅
子
さ
ん
に
連
絡
を
取
る
と

「
是
非
進
め
ま
し
ょ
う
！
」
と
言
う
事
に
な

り
私
も
先
生
に
承
諾
を
貰
い
、
ま
た
ま
た
日

本
ば
ら
会
の
方
の
力
を
借
り
て
移
植
す
る
事

に
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
八
日

に
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ
カ
ソ
ネ
は
新
宿

高
校
の
花
壇
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
朝
陽
バ

ラ
会
の
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
翌
年
の
五
月
に

開
花
い
た
し
ま
し
た
。
や
は
り
同
じ
様
に
先

生
に
報
告
に
行
く
と
「
見
に
行
こ
う
！
」
と

言
う
事
に
な
っ
た
の
で
す
が
予
定
さ
れ
て
い

た
日
が
小
雨
で
寒
く
や
む
な
く
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
と
、
こ
ち
ら
か
ら
写
真

左から西出事務局長、手島事務局長、塩田前会長、
嶋希美三子さん、中曽根元総理、長谷川祐子さん、
宮坂雅子さん、山口真里さん　　　　　　　　　　
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大
学
卒
業
後
、
通
っ
た
出
版
社
は
原
宿
、

千
駄
ヶ
谷
、
市
ヶ
谷
と
こ
の
周
辺
で
あ
り
、

い
ま
も
四
谷
大
木
戸
前
に
老
身
な
が
ら
毎
日

通
っ
て
い
る
。
中
学
を
出
て
受
験
で
こ
こ
を

訪
れ
て
以
来
、
五
十
年
以
上
新
宿
を
見
て
き

た
わ
け
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
作
っ
た
本
な
の

に
た
い
し
て
売
れ
て
い
な
い
の
で
、
少
し
宣

伝
を
か
ね
て
新
宿
の
地
誌
的
な
思
い
出
な
ど

を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
本
は
住
宅
地
図
や
各
種
地
図
な
ど
を

使
っ
て
、
新
宿
渋
谷
の
明
治
以
来
の
変
遷
を

た
ど
っ
た
も
の
で
、
店
名
な
ど
の
具
体
名
が

入
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
専
門
家

に
は
や
や
物
足
り
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
二
、
三
自
慢
し
た
い
箇
所
も

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
本
書
�
～
�
ペ
ー
ジ
に

載
っ
て
い
る
一
九
六
八
年
当
時
の
新
宿
駅
東

口
前
の
地
図
で
あ
る
。
当
時
の
住
宅
地
図
を

ト
レ
ー
ス
し
て
作
っ
た
。
一
九
六
八
年
は
私

の
卒
業
し
た
年
で
、
新
宿
騒
乱
事
件
や
ヒ
ッ

は
残
念
な
が
ら
昨
年
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が

最
後
ま
で
国
を
思
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
意
思
が
多
少

な
り
と
も
こ
の
プ
ラ
イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
ナ
カ

ソ
ネ
を
通
じ
て
感
じ
取
っ
て
頂
け
れ
ば
新
宿

高
校
に
移
植
し
た
事
が
報
わ
れ
ま
す
。

　

暮
れ
て
な
お　

命
の
限
り　

蝉
し
ぐ
れ

最
後
に
先
生
の
お
気
に
入
り
の
詩
を
付
け
加

え
て
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（（
株
）電
通
）

ピ
ー
・
フ
ー
テ
ン
の
出
没
や
ら
で
、
最
も
新

宿
が
う
る
さ
か
っ
た
年
で
あ
る
。
私
自
身
は

そ
ん
な
世
相
と
は
関
係
な
く
、
催
涙
ガ
ス
の

残
り
香
を
か
ぎ
な
が
ら
、
け
っ
こ
う
楽
し
く

学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
東
口
駅
前

に
は
ど
ん
な
店
が
並
ん
で
い
た
の
か
が
よ
く

わ
か
る
。
よ
く
行
っ
た
新
宿
ロ
ー
ヤ
ル
劇
場

（
日
本
一
安
い
映
画
館
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で

㊿
円
だ
っ
た
）や
新
東
地
下
、
シ
ネ
マ
新
宿

な
ど
の
映
画
館
、
そ
の
後
仕
事
の
打
ち
合
わ

せ
で
よ
く
使
っ
た
喫
茶
店
「
し
み
づ
」、
い

ま
で
も
あ
る
が
ジ
ャ
ズ
バ
ー
の
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
」

　

長
年
、
書
籍
編
集
者

を
つ
と
め
て
い
る
が
、

先
日
自
ら
企
画
編
集
し

て
『
新
宿
・
渋
谷
・
原

宿　

盛
り
場
の
歴
史
散

歩
地
図
』（
タ
イ
ト
ル
が
い
や
に
長
い
が
）と

い
う
本
を
刊
行
し
た
。
作
今
の
「
ブ
ラ
タ
モ

リ
」
ブ
ー
ム
を
当
て
込
ん
だ
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
新
宿
高
校
出
身
者
と
し
て
新
宿
に
は
大

い
に
関
心
が
あ
る
の
で
、
仕
事
は
楽
し
か
っ

た
。
実
は
私
の
父
親
も
教
師
と
し
て
奉
職
し

て
い
た
し
、
姉
も
同
校
出
身
者
で
あ
る
。

　

夜
が
冷
た
い
新
宿
の
男

　
　

─
新
宿
徘
徊

木
谷　

東
男
（
二
一
回
）　
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ち
の
四
谷
旭
町（
あ
さ
ひ
ち
ょ
う
、
と
呼
ん

で
い
る
が
角
川
地
名
辞
典
で
は
、
あ
さ
ひ
ま

ち
）だ
。
鮫
が
橋
ス
ラ
ム
と
の
関
係
が
深
い
。

　

新
宿
高
校（
府
立
六
中
）は
大
正
十
年（
一

九
二
一
年
）に
で
き
た
が
、
こ
こ
は
も
と
も

と
新
宿
御
苑
の
一
部
だ
っ
た
。
新
宿
御
苑
は

信
州
高
遠
藩
内
藤
家
の
下
屋
敷
跡
で
あ
り
、

こ
の
周
辺
は
ま
ず
天
龍
寺
門
前
町
、
甲
州
街

道
と
青
梅
街
道
の
分
岐
点
追
分
を
中
心
と
し

た
宿
場
町
内
藤
新
宿
が
あ
り
、
隣
接
し
て
玉

川
上
水
が
流
れ
て
い
た（
暗
渠
化
さ
れ
て
い

る
）。

　

内
藤
新
宿
に
は
ご
多
分
に
も
れ
ず
宿
場
女

郎
・
飯
盛
り
女
が
い
る
遊
郭
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
い
ま
の
新
宿
二
丁
目
の
裏
の
あ
た
り

が
昔
か
ら
の
そ
の
手
の
中
心
地
で
あ
る
。（
成

覚
寺
と
い
う
裏
の
寺
に
女
郎
衆
の
墓
が
あ

る
）。
そ
の
後
新
宿
御
苑
の
ち
か
く
に
そ
ん

な
場
所
が
あ
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と

で
立
ち
退
き
さ
せ
ら
れ
た
り
、
火
事
が
あ
っ

た
り
空
襲
が
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

の
ち
、
ま
た
そ
の
手
の
店
が
盛
ん
に
な
り
、

昭
和
三
十
二
年
に
売
春
防
止
法
が
施
行
さ
れ

て
も
な
お
命
脈
を
保
っ
て
今
日
の
二
丁
目
ゲ

イ
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
、
私
が
高
校
生
だ
っ

た
こ
ろ
で
も
勇
を
鼓
し
て
そ
の
あ
た
り
に
入

り
込
ん
で
み
る
と
ヌ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ（
ど
う

新
宿
南
口
か
ら
新
宿
高
校
ま
で
の
町
並
み
が

こ
こ
で
は
よ
く
わ
か
る
の
で
、
そ
の
頃
の
卒

業
生
に
は
興
味
深
い
の
で
は
な
い
か
。

　

餃
子
「
石
の
家
」、
ウ
ナ
ギ
の
登
亭
、

ジ
ャ
ズ
喫
茶
「
Ａ
Ｃ
Ｂ（
ア
シ
ベ
）」、
反
対

側
に
場
外
馬
券
売
り
場
な
ど
、
南
口
か
ら
の

通
学
路
は
だ
い
ぶ
様
変
わ
り
し
た
と
は
い
え
、

登
亭
な
ど
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
。

　

こ
の
地
図
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
の
は
旭

町
の
ド
ヤ
街
、
木
賃
宿
の
名
前
で
あ
る
。
天

龍
寺
周
辺
は
明
治
末
以
来
の
貧
民
窟（
細
民

街
）、
い
わ
ゆ
る
ス
ラ
ム
で
あ
り
、
長
屋
は

残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
木
賃
宿（
簡
易
宿

泊
所
と
い
う
ら
し
い
）が
並
ん
で
い
た
。

　

高
校
の
第
二
グ
ラ
ン
ド
を
走
ら
さ
れ
た
り
、

新
宿
御
苑
の
回
り
を
マ
ラ
ソ
ン
し
た
り
す
る

と
、
な
ぜ
こ
ん
な
近
く
に
汚
い
木
賃
宿
が
学

校
に
隣
接
し
て
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
の
か

と
い
ぶ
か
し
く
思
っ
た
も
の
だ
が
、
む
し
ろ

府
立
六
中
の
ほ
う
が
あ
と
か
ら
出
来
た
の
で
、

こ
の
天
龍
寺
裏
の
場
所
は
東
京
で
も
有
数
の

ス
ラ
ム
だ
っ
た
の
だ
。
横
山
源
之
助
が
『
東

京
之
下
層
社
会
』
で
取
り
上
げ
た
三
大
ス
ラ

ム
、
下
谷
万
年
町
、
芝
新
網
町
、
四
谷
鮫
が

橋
な
ど
が
、
東
京
の
中
心
部
に
あ
っ
て
外
国

に
対
し
て
見
栄
え
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、

日
清
戦
争
後
、
さ
ら
に
場
末
に
引
越
し
さ
せ

ら
れ
て
で
き
た
町
が
新
宿
南
町
で
あ
り
、
の

な
ど
、
地
図
を
見
る
と
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

る
。

　

こ
の
地
図
の
も
と
に
な
っ
た
住
宅
地
図
を

先
年
の
同
窓
会
で
コ
ピ
ー
し
て
皆
に
配
っ
た

が
、
あ
ま
り
関
心
を
ひ
か
な
か
っ
た
の
は
、

私
ほ
ど
誰
も
回
顧
的
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

も
う
一
つ
は
同
書
の
�
～
�
ペ
ー
ジ
に

載
っ
て
い
る
一
九
七
〇
年
当
時
の
住
宅
地
図

で
あ
る
。
こ
れ
は
ト
レ
ー
ス
し
て
い
な
い
の

で
汚
れ
て
不
鮮
明
な
個
所
も
あ
る
。
た
だ
し
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い
う
店
か
は
不
明
）が
並
び
、
立
ち
ん
ぼ
の

お
姉
さ
ん
な
ど
が
い
て
、
す
さ
ん
だ
よ
う
な

感
じ
が
漂
っ
て
い
た
。
今
、
私
は
新
宿
一
丁

目
の
会
社
に
通
っ
て
い
る
が
、
新
宿
三
丁
目

駅
や
新
宿
御
苑
前
駅
か
ら
歩
く
と
お
し
ゃ
れ

な
店
が
多
く
、
昔
日
の
面
影
は
な
い
。
新
宿

御
苑
沿
い
の
道
も
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
な
ど
が
並
ん
で
い
て
、
あ
の
寂
し

い
裏
通
り
の
面
影
も
な
く
な
っ
た
。
残
っ
て

い
る
の
は
画
材
屋
の
世
界
堂
や
追
分
団
子
で

あ
り
、
明
治
銃
砲
店
や
三
光
白
衣
の
大
看
板

も
な
く
な
っ
た
。

　

私
が
比
較
的
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

終
戦
直
後
ア
メ
リ
カ
占
領
時
代
の
新
宿
で
あ

る
。
尾
津
組
や
和
田
組
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話

は
よ
く
語
ら
れ
る
が
、
伊
勢
丹
が
接
収
さ
れ

て
い
て
そ
の
中
で
日
本
の
地
図
が
刷
ら
れ
て

い
た
話
な
ど
は
堀
内
誠
一
の
自
伝
『
父
の
時

代
、
私
の
時
代
』（
高
名
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
私
も
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
）

で
初
め
て
知
っ
た
。
中
卒
で
伊
勢
丹
に
小
僧

と
し
て
入
っ
て
昭
和
二
十
年
代
初
め
に
そ
こ

で
働
い
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
新
宿
南
口
は

進
駐
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
稼
ぎ
に
行
く
バ
ン
ド

マ
ン
の
集
合
地
だ
っ
た
ら
し
く
、
朝
、
迎
え

の
バ
ス
を
待
つ
ジ
ャ
ズ
マ
ン
や
シ
ン
ガ
ー
、

大
道
芸
人
が
集
ま
っ
て
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
映
画

の
よ
う
だ
っ
た
と
小
坂
一
也
が
書
い
て
い
る

（『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
オ
キ
ュ
パ
イ
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
』）。
ま
た
昭
和
二
十
二
年
、
帝
都
座
で

日
本
初
の
ス
ト
リ
ッ
プ
シ
ョ
ウ（
額
縁
シ
ョ

ウ
）が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
帝
都
座
は
伊
勢

丹
の
向
か
い
側
、
の
ち
の
新
宿
日
活
で
、
い

ま
は
マ
ル
イ
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
帝
都

座
の
五
階
に
あ
っ
た
帝
都
座
五
階
劇
場
が
初

演
で
あ
る
。
こ
こ
は
の
ち
に
日
活
名
画
座
と

い
う
名
画
座
と
な
り
、
和
田
誠
さ
ん
の
ポ
ス

タ
ー
で
一
世
を
風
靡
し
た
。

　

後
年
、
日
活
名
画
座
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

『
ヤ
ア
！
ヤ
ア
！
ヤ
ア
！
』
を
高
校
生
の
私

が
観
て
い
た
ら
、
ワ
ア
ワ
ア
キ
ャ
ア
キ
ャ
ア

騒
然
と
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
突
進
し
た
女
子

に
よ
っ
て
画
面
が
破
ら
れ
る
と
い
う
珍
事
が

起
き
た
。
こ
ん
な
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。

　

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
父
親
は
昭
和
二
、

三
十
年
代
、
新
宿
高
校
で
長
年
、
夜
学
の
教

師
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
夜
学
に
通
っ
て
き

て
い
た
学
生
た
ち
の
話
な
ど
も
よ
く
聞
か
せ

て
く
れ
た
。
井
沢
八
郎
の
名
曲
「
あ
あ
上
野

駅
」
的
な
戦
後
が
そ
こ
に
あ
り
、
日
本
の
貧

し
か
っ
た
時
代
が
か
す
か
な
記
憶
と
し
て
思

い
出
さ
れ
る
。

　
（『
新
宿
・
渋
谷
・
原
宿　

盛
り
場
の
歴
史

散
歩
地
図
』
は
定
価
二
二
〇
〇
円
、
草
思
社

か
ら
発
売
中
）

（
草
思
社
顧
問
）

　

ぼ
く
は
杉
並
区
立
富

士
見
ヶ
丘
小
学
校
の
出

身
で
あ
る
。
小
学
校
の

最
後
に
小
田
急
の
生
田

に
引
っ
越
し
て
世
田
谷

区
に
寄
留
し
た
。
そ
れ
で
新
宿
高
校
に
入
っ

た
の
で
あ
る
。

　

富
士
見
ヶ
丘
の
駅
か
ら
井
の
頭
線
の
踏
切

を
渡
り
神
田
川
ま
で
少
し
下
る
。
今
の
神
田

川
の
よ
う
に
巨
大
な
ド
ブ
で
は
な
く
、
川
沿

い
の
自
転
車
屋
さ
ん
が
茶
碗
を
洗
っ
た
よ
う

に
澄
ん
だ
小
川
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
か
な
り

の
坂
を
上
り
、七
、八
分
歩
く
と
学
校
だ
。
学

校
の
手
前
に
ま
た
川
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
橋

は
小
さ
い
が
川
底
が
遥
か
下
に
あ
る
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
の
急
流
だ
っ
た
。
川
岸
の
両
側
は

濃
い
植
込
み
で
川
面
は
橋
か
ら
し
か
見
え
な

い
。
誰
が
言
っ
た
か
、
以
前
不
埒
な
作
家
が

女
と
心
中
し
た
ら
し
い
と
子
供
で
も
知
っ
て

い
た
。
こ
れ
が
玉
川
上
水
で
、
道
を
は
さ
ん

で
向
こ
う
が
母
校
で
あ
る
。

　

思
え
ば
当
時
の
子
供
は
遠
出
を
し
た
。
学

校
の
先
ま
で
遊
び
に
出
て
、
烏
山
に
も
芦
花

公
園
に
も
集
ま
っ
た
。
だ
か
ら
家
に
帰
る
と

陽
は
ど
っ
ぷ
り
と
暮
れ
て
い
る
。
学
校
と
烏

　

府
立
六
中
園
芸
場
そ
の
後

小
早
川　

輝
夫
（
一
八
回
）　
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山
の
間
に
日
曜
学
校
が
あ
っ
た
。
十
円
の
献

金
を
す
る
と
イ
エ
ス
様
の
カ
ー
ド
が
も
ら
え

る
。
で
も
献
金
を
し
な
く
て
も
じ
っ
と
座
っ

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。
後
で
分
か
っ
た
こ
と

だ
が
、
英
語
の
澤
先
生
は
そ
の
日
曜
学
校
の

牧
師
だ
っ
た
。
他
に
も
数
学
の
田
地
先
生
は
、

神
田
川
の
ほ
と
り
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
。
ぼ

く
は
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
か
つ
て
新
宿

高
校
の
烏
山
演
習
場
が
北
烏
山
に
あ
っ
た
縁

だ
と
思
う
。

　

府
立
六
中
園
芸
場
は
府
下
千
歳
村
烏
山
に

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
に
で
き
た
生
徒

の
実
習
用
の
農
場
で
あ
る
。
ぼ
く
は
朝
陽
創

立
七
十
周
年
記
念
号
で
初
め
て
そ
の
存
在
を

知
っ
た
。
記
念
号
に
は
三
千
坪
の
配
置
図
と

叩
心
寮
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
は
広
い
烏
山
地
域
の
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
。
生
ま
れ
る
前
の
こ
と
で
何
の
記
憶
も

な
い
。
ぼ
く
の
小
学
校
時
代
に
も
農
場
は

あ
っ
た
の
か
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
も
全
く

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
忘
れ
か
け
た
記
憶
の

底
か
ら
一
つ
の
ヒ
ン
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

五
年
生
の
頃
、
小
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
で

き
た
朝
顔
園
で
あ
る
。
野
っ
原
み
た
い
な
と

こ
ろ
に
急
に
そ
ん
な
花
園
が
で
き
て
も
子
供

た
ち
は
寄
り
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
富
士

見
ヶ
丘
の
商
店
街
を
は
じ
め
て
バ
ス
が
通
っ

た
の
だ
。
朝
顔
園
行
き
の
バ
ス
、
覚
え
て
い

な
い
は
ず
が
な
い
。
朝
顔
園
の
所
在
地
は

ネ
ッ
ト
で
推
理
さ
れ
て
い
る
。
世
田
谷
区
北

烏
山
一
―
五
八
。
国
土
地
理
院
の
航
空
写
真

で
一
九
三
六
年
頃
の
画
像
を
見
て
驚
い
た
。

朝
顔
園
こ
そ
が
我
が
六
中
園
芸
場
の
後
継
地

な
の
で
あ
る
。
道
の
凸
凹
が
朝
陽
記
念
号
と

全
く
重
な
る
。
そ
し
て
そ
の
場
所
は
ぼ
く
の

小
学
校
の
ほ
と
ん
ど
隣
と
い
っ
て
よ
い
。

た
は
ず
で
あ
る
。
暗
渠
に
な
っ
て
い
た
せ
い

も
あ
っ
て
、
高
校
時
代
に
一
度
も
気
づ
か
な

か
っ
た
。
気
づ
か
な
か
っ
た
と
言
え
ば
も
う

ひ
と
つ
。
正
面
の
手
前
に
あ
っ
た
雷
電
神
社

と
天
龍
寺
で
あ
る
。
そ
の
路
地
が
安
宿
と
か

ベ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
な
ど
の
悪
場
所
だ
っ
た
と
は

分
か
っ
て
い
た
。
一
度
そ
の
小
道
に
葬
儀
の

花
輪
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
並
ん
で
い
た
か

ら
、
自
分
た
ち
は
や
く
ざ
の
親
分
が
亡
く

な
っ
た
の
か
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
興
味

が
な
か
っ
た
。

　

ぼ
く
た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
も
う
新
宿
は

自
分
た
ち
の
街
で
は
な
い
。
た
だ
過
去
に
向

か
っ
て
歴
史
を
知
る
と
、
街
は
も
う
一
度
自

分
た
ち
の
も
の
に
な
る
。
登
亭
の
う
な
ぎ
、

Ａ
Ｃ
Ｂ
の
人
だ
か
り
、
追
分
を
走
っ
て
い
た

京
王
線
の
線
路
、
先
生
た
ち
が
溜
ま
っ
て
い

た
ボ
ロ
ン
亭
、
そ
の
先
の
喫
茶
店
青
蛾
。
純

情
な
十
五
才
に
少
し
ず
つ
悪
の
華
を
教
え
た

学
校
で
あ
る
。
第
二
校
庭
か
ら
塀
越
し
に

真
っ
赤
な
下
着
が
干
し
て
あ
る
。
そ
れ
ば
パ

ン
テ
ィ
だ
と
誰
か
が
告
げ
る
。
ボ
ー
ル
を
投

げ
込
ん
で
確
か
め
に
行
こ
う
。
玉
川
上
水
が

我
が
小
学
校
の
脇
を
流
れ
、
淀
橋
浄
水
場
か

ら
地
下
に
潜
っ
た
こ
と
が
何
か
象
徴
的
に
思

え
る
。

（
学
習
塾
数
学
教
師
）

　

さ
て
新
宿
で
あ
る
。
玉
川
上
水
は
新
宿
駅

の
小
田
急
線
の
下
を
凹
字
型
の
水
路
で
く

ぐ
っ
て
、
新
宿
高
校
の
正
門
前
を
流
れ
て
い
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朝
陽
Ｕ
Ｓ
Ａ
支
部
だ
よ
り　

第
六
回

　

令
和
初
の
朝
陽
Ｕ
Ｓ
Ａ
総
会
・
同
窓
会
は
、

令
和
二
年
二
月
十
五
日
に
常
夏
の
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
二
年
ご
と
場
所
を

変
え
て
の
同
窓
会
も
、全
米
を
一
周
し
て（
ロ

ス
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）、
再
び
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
近
く
の

パ
ー
テ
ィ
会
場
に
は
、
ア
メ
リ
カ
各
地
か
ら

総
勢
十
名
が
集
ま
り
、
食
事
は
フ
ィ
ッ
シ
ュ

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
っ
た
、
新
鮮
な
生
牡
蠣
や

ウ
ニ
、
お
刺
身
、
そ
し
て
メ
イ
ン
の
海
鮮
鍋

を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。
歓
談
、
自
己
紹

介
、そ
れ
か
ら
今
回
の
総
会
で
は
、サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
在
住
の
保
科
さ
ん
（
27
）
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
米
墨
国
境
貿
易
と
メ
キ

シ
コ
国
境
都
市
の
有
効
利
用
」
と
続
き
ま
し

た
。
中
南
米
の
歴
史
的
背
景
、
政
策
や
政
治

を
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
話
は
、
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
二
次
会
は
近
く
の

居
酒
屋
で
、
日
本
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
な
が

ら
、
尽
き
な
い
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
同
窓
会
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
と
し
て
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら
国
境
を

超
え
、
メ
キ
シ
コ
、
テ
ィ
フ
ァ
ナ
へ
の
旅
が

実
現
し
ま
し
た
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
在
住
保
科

さ
ん
の
ガ
イ
ド
の
も
と
、
大
人
の
修
学
旅
行

と
呈
し
て
、
総
勢
九
名
で
、
テ
ィ
フ
ァ
ナ
観

光
と
、
プ
エ
ル
ト
・
ヌ
エ
ボ
と
い
う
海
沿
い

の
町
で
、
豪
華
な
ロ
ブ
ス
タ
ー
ラ
ン
チ
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

新
宿
か
ら
遠
く
離
れ
た
異
国
の
地
で
、
こ

う
し
て
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る
の
も
、
新
宿

高
校
生
の
行
動
力
、
好
奇
心
、
探
究
心
、
そ

し
て
柔
軟
な
発
想
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
代
も
環
境
も

異
な
る
同
士
が
、
同
窓
生
と
い
う
絆
で
結
ば

れ
る
の
も
何
か
の
ご
縁
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
新
宿
高
校
生
で
良
か
っ
た
な
と
感

じ
る
貴
重
な
週
末
で
し
た
。

　

二
年
後
の
二
〇
二
二
年
第
七
回
総
会
・
同

窓
会
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
す
。
新
宿
高
校
百

周
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
お
会
い

し
て
な
い
同
窓
生
の
皆
様
に
も
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク　

寺
尾
裕
子　

四
四
回
）

••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••
••••

支
　
部
　
便
　
り
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を
撮
影
し
て
一
次
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
四
回
生
の
お
二
方
は
お
帰
り
に

な
り
ま
し
た
が
、
石
原
さ
ん
（
₉
）
を
筆
頭

に
十
四
名
で
札
幌
の
町
を
少
し
南
下
し
て
曽

根
さ
ん
の
お
店
へ
と
移
動
し
、
二
次
会
と
な

り
ま
し
た
。
食
事
は
済
ま
せ
て
い
た
の
で
、

こ
ち
ら
で
は
殆
ど
飲
み
物
の
み
で
再
び
歓
談

を
楽
し
み
ま
し
た
。
気
づ
い
た
ら
一
次
会
の

開
始
か
ら
既
に
五
時
間
半
ほ
ど
が
過
ぎ
て
お

り
、
二
次
会
の
始
ま
り
か
ら
二
時
間
ほ
ど
が

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
名
残
は
尽
き
ぬ
な
が
ら

も
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
副
会
長　

三
四
回　

小
野　

瑞
城
）

宮
城
朝
陽
会
支
部
便
り

─ 

米
本
新
会
長
が
就
任
！ 

─

　

当
会
は
、
宮
城
県
内
に
在
住
す
る
府
立
六

中
・
都
立
新
宿
高
校
出
身
者
の
集
い
で
あ
り
、

実
業
界
を
す
で
に
卒
業
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
ほ
か
、

現
役
社
会
人
や
学
生
か
ら
も
広
く
参
加
を
募

り
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
代
を
問
わ
な
い

交
流
と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
創
立
以

来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
九
月
二
一
日
、
十
名
が
参
集
し
、

和
気
藹
々
と
愉
し
く
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
（
於
：
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
仙
台
）。

　

今
回
を
も
っ
て
、
会
長
が
10
田
上
八
朗
さ

　

そ
の
後
で
三
八
回
の
お
三
方
に
近
況
を
お

話
し
頂
き
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
時
に
は
既
に

外
は
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
再
び

歓
談
に
移
行
し
、
食
事
も
終
わ
り
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
恒
例
と
い
う
こ
と
で
録
音
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
全
員
で
六
中
健
児
の
歌
を
一
番

か
ら
四
番
ま
で
通
し
て
合
唱
し
、
記
念
写
真

北
海
道
朝
陽
会
支
部
便
り

　

令
和
元
年
七
月
六
日
一
七
時
か
ら
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
十
七
階
「
層
雲
」
で
二
〇
一

九
年
度
北
海
道
朝
陽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
の
梅
雨
空
と
は
異
な
り
綺
麗
な
晴
天

の
下
、最
年
長
の
小
島
さ
ん
、外
川
さ
ん（
₄
）

か
ら
最
年
少
の
川
橋
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
白

戸
さ
ん
（
38
）
ま
で
１
／
３
世
紀
に
渡
る
十

六
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

今
日
に
な
っ
て
突
然
に
言
わ
れ
た
と
い
う

永
瀬
さ
ん
（
27
）
の
司
会
で
会
は
始
ま
り
、

年
功
序
列
で
学
年
の
順
に
近
況
を
伺
い
ま
し

た
。
そ
し
て
小
島
さ
ん
と
外
川
さ
ん
と
に
お

話
頂
い
た
の
に
続
い
て
外
川
さ
ん
の
御
発
声

で
乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
乾
杯
を
挟

ん
で
石
原
さ
ん
（
₉
）
か
ら
順
に
近
況
を
お

話
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
、
お
話
し
に
な
り
た
い
こ
と
が
沢
山
お

有
り
の
様
で
最
低
で
も
五
分
は
お
話
し
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
曽
根
さ
ん
（
28
）
の
お
話

し
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
休
憩
を
挟
み
、
し
ば

ら
く
の
歓
談
の
後
に
池
田
さ
ん
（
30
）
か
ら

再
び
近
況
報
告
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
の
幹
事
を
さ
れ
た
江
本
さ
ん
（
31
）
の

後
に
小
野
（
34
）
よ
り
自
己
紹
介
を
行
い
、

続
け
て
母
校
と
同
窓
会
と
の
近
況
を
お
話
し

し
ま
し
た
。
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群
馬
朝
陽
会 

支
部
だ
よ
り

昨
年
は
休
会
で
し
た
が　
　
　
　

今
年
二
〇
二
〇
は
総
会
の
年
で
す

　

令
和
元
年
の
群
馬
朝
陽
会
の
総
会
は
隔
年

開
催
と
致
し
て
お
り
ま
す
関
係
で
、
休
会
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
年
）
は
一
一
月
に
総
会
を
開
催

い
た
し
た
く
、
計
画
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九

月
ご
ろ
案
内
状
を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

群
馬
朝
陽
会
で
は
群
馬
に
関
係
の
あ
る
方

の
参
加
を
お
願
い
し
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

群
馬
と
銘
打
っ
て
お
り
ま
す
が
、
北
関
東
ま

た
長
野
県
、
新
潟
県
の
方
の
参
加
も
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

　

総
会
開
催
は
高
崎
駅
周
辺
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
地
方
都
市
の
利
点
で
駅
近
辺
に
会

場
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
左
記
世
話
人
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

世
話
人　
　

浅
原　

寛
人
（
二
五
回
）

　

連
絡
先　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

K
anto107@

jcom
.hom

e.ne.jp

　

こ
れ
は
東
京
を
離
れ
生
活
す
る
我
々
に
と

り
、
毎
年
恒
例
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、

後
輩
諸
氏
の
元
気
な
様
子
を
拝
聴
し
、
一
同
、

新
た
な
勇
気
が
湧
い
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
転
勤
で
宮
城
県
を
離
れ
て
も
な
お

会
員
に
名
を
連
ね
て
下
さ
り
、
会
を
支
え
て

下
さ
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
当
会

の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
今
回
も
、
い
わ
き
市

か
ら
39
吉
田
元
さ
ん
が
ご
参
加
下
さ
い
ま
し

た
。
毎
年
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
に
と
っ
て
大
切
な
応
援
団
、
誠
に
心
強

い
限
り
で
す
！

　

会
員
諸
氏
か
ら
近
況
や
ご
活
躍
ぶ
り
の
報

告
が
な
さ
れ
た
後
、
シ
メ
は
恒
例
の
「
六
中

健
児
の
歌
」。
吉
田
元
さ
ん
の
名
指
揮
の
も

と
、
全
員
で
高
歌
放
吟
。「
ま
た
元
気
に
頑

張
ろ
う
！
」
と
お
互
い
の
肩
を
叩
き
合
い
散

会
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
嬉
し
い
こ
と
に
、
昨
年
に
引
続
き
、

学
生
会
員
と
し
て
東
北
大
学
大
学
院
66
太
田

明
海
さ
ん
が
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
諸
先

輩
方
と
世
代
を
超
え
た
エ
ー
ル
の
交
歓
が
夜

更
け
ま
で
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
会
員
を
大
切
に
す
る
の

も
当
会
の
伝
統
で
す
。
在
仙
大
学
に
ご
入
学

の
方
の
お
越
し
も
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
！　

   （
三
八
回　

小
田
島　

肇
）

ん
か
ら
20
米
本
行
範
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

米
本
新
会
長
よ
り
、
全
力
を
傾
注
し
て
当
会

を
一
層
盛
り
立
て
て
い
く
旨
の
決
意
が
述
べ

ら
れ
、
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
部
か
ら
は
、
寺
澤
事
務
局
長
が
駆
け
つ

け
て
下
さ
り
、
母
校
で
の
現
役
後
輩
諸
氏
の

奮
闘
振
り
や
新
宿
界
隈
の
変
遷
な
ど
、
貴
重

な
情
報
を
プ
レ
ゼ
ン
下
さ
い
ま
し
た
。

れ
か
ら
短
い
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
改
め
て
新
宿
高
校
の
多
士
済
々
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ぶ
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

旧
師
岩
波
裕
治
先
生
の
乾
杯
か
ら
始
ま
り

朝
陽
同
窓
会
寺
澤
事
務
局
長
か
ら
の
ご
挨
拶
、

写
真
撮
影
、
そ
し
て
健
児
の
歌
の
斉
唱
に
次

い
で
、
朝
陽
同
窓
会
の
垂
水
前
会
長
に
よ
る

お
開
き
の
言
葉
ま
で
、
約
二
時
間
半
は
と
て

も
楽
し
く
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　

次
回
第
十
八
回
多
摩
朝
陽
会
総
会
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
前
、
二
〇
二
〇
年
七
月
十

一
日
（
土
）
に
開
催
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
皆

さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。　
（
三
三
回　

大
内
）

東
海
朝
陽
会
便
り

　

二
〇
一
九
年
四
月
六
日
（
土
）
名
古
屋
マ

リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
五
一
階
レ
ス
ト

ラ
ン
で
三
年
ぶ
り
の
東
海
朝
陽
会
を
開
催
し

た
。

　

新
十
二
回
卒
の
小
宮
山
亨
（
写
真
前
列
右

端
）
さ
ん
の
紹
介
で
東
海
地
区
で
は
噂
の
上

級
レ
ス
ト
ラ
ン
一
室
を
借
り
切
っ
て
の
「
ラ

ン
チ
同
窓
会
」
と
な
っ
た
。

　

東
京
朝
陽
会
事
務
局
の
西
出
紀
久
（
15
）

さ
ん
が
駆
け
つ
け
て
、
最
近
の
母
校
新
宿
高

校
の
現
状
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
出
席
者
十

三
名
が
各
々
た
っ
ぷ
り
時
間
を
と
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
自
己
紹
介
。
最
長
老
は
六

中
二
十
回
卒
の
野
々
田
博
（
前
列
左
か
ら
三

れ
か
ら
短
い
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
改
め
て
新
宿
高
校
の
多
士
済
々

第
十
七
回
多
摩
朝
陽
会　

総
会

　

恒
例
の
多
摩
朝
陽
会
第
十
七
回
総
会
は
、

二
〇
一
九
年
七
月
六
日
（
土
）
に
、
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
に
て
今
回
も
に
ぎ
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
年
に
一
回
で
は
あ
り

ま
す
が
、
懐
か
し
い
お
顔
が
受
付
に
現
れ
始

め
ま
す
と
、
な
ん
と
も
和
や
か
な
雰
囲
気
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
定
刻
の
十
八
時
三
十

分
に
は
二
十
名
の
ご
参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
が

お
揃
い
に
な
り
、
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、
食
べ
物
を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル
と
し
て
お
り
、
お
品
物
を
お
取
り
い

た
だ
い
た
後
、
好
き
な
円
卓
で
ご
自
由
に
語

り
寛
い
で
い
た
だ
く
方
式
を
と
っ
て
お
り
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
き
ま
し
て
も
、
前
年
の

メ
ニ
ュ
ー
の
捌
け
具
合
な
ど
を
参
考
に
、
皆

さ
ん
に
よ
く
召
し
上
げ
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
を
ホ
テ
ル
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
更
に

ド
リ
ン
ク
で
す
が
、
従
来
は
入
れ
て
い
な

か
っ
た
美
味
し
い
日
本
酒
を
今
回
は
導
入
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
の
ピ
ッ
チ
が
速
い

（
笑
）。
日
本
酒
だ
け
早
々
に
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

既
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
方
、
今
回
初
め

て
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
方
も
四
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
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の
挨
拶
、
吉
田
努
氏
（
₄
）
の
音
頭
に
よ
る

乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
。
歓
談
を
は
さ
ん
で
、
西

出
幹
事
長
代
行
（
当
時
）
よ
り
母
校
の
近
況

に
つ
い
て
、
配
布
資
料
も
使
い
な
が
ら
ご
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
数
名
に

回
は
百
通
ほ
ど
案
内
通
知
し
て
返
信
が
あ
っ

た
の
が
五
六
通
。
そ
の
内
出
席
が
十
二
名
で

あ
っ
た
。
欠
席
者
の
返
信
の
近
況
報
告
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
が
三
名
、「
今
後
連
絡
不
要
」

が
二
名
、
腰
痛
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
で
、
外
出

不
可
と
い
っ
た
今
日
の
社
会
世
相
を
実
感
す

る
。
そ
う
し
た
現
実
を
ふ
ま
え
、
野
田
さ
ん

他
数
名
の
方
か
ら
具
体
的
な
今
後
の
活
性
化

に
向
け
て
の
提
案
も
あ
り
、
次
回
開
催
に
望

み
を
託
し
て
、
二
次
会
に
繋
が
っ
た
の
は
よ

か
っ
た
。　
　
　
（
新
十
五
回　

古
川
秀
昭
）

　

東
海
朝
陽
会
連
絡
先　

小
宮
山
亨
（
12
）０８

０ 

５
１
０
７ 

３
８
９
６

古
川
秀
昭
（
15
） ０

９
０ 

２
１
３
６ 

０
９
４
７

山
川
悦
子
（
20
） ０

９
０ 

２
３
４
２ 

１
３
７
７

関
西
支
部
便
り

令
和
元
年
度
総
会
（
同
窓
会
）
報
告

　

関
西
朝
陽
会
総
会
は
令
和
元
年
十
一
月
二

十
四
日
（
日
）
十
二
時
三
十
分
～
十
四
時
三

十
迄
の
二
時
間
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

「
楓
」で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
会
員
は
十
七
名
、

本
部
か
ら
西
出
幹
事
長
代
行
（
⓯
）
が
ご
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
会
は
岡
田
華
織
氏
（
�
）

の
司
会
で
進
行
。
渡
辺
信
久
支
部
長
（
㉞
）

番
目
）
さ
ん
。
最
も
若
い
佐
野
（
後
列
右
端
）

さ
ん
は
最
近
商
事
会
社
か
ら
名
古
屋
大
学
に

異
動
と
な
っ
た
方
か
…
申
し
訳
な
い
が
今
手

元
に
記
録
が
な
く
ち
ゃ
ん
と
し
た
氏
名
、
卒

業
年
な
ど
記
せ
な
く
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
グ
ル
ー
プ
や
○
○
会
が

開
催
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
は
東
海
朝

陽
会
に
お
い
て
も
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
今

支部便り　36



よ
る
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
を
は
さ
み
、
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
、
世
話
人
代
表
で
あ
る
青
柳

司
氏
（
₆
）
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
、
最
後
に

集
合
写
真
を
撮
影
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
次

年
度
（
令
和
二
年
度
）
に
つ
い
て
も
現
在
の

と
こ
ろ
十
一
月
中
下
旬
の
日
曜
日
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
決
定
し
ま
し
た
ら
朝
陽

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。	

（
四
四
回　

西
島
健
太
郎
）

九　

州　

朝　

陽　

会　

総　

会

　

令
和
元
年
十
一
月
十
日
、
例
年
と
同
じ
天

神
・
福
新
楼
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
石
井
会
長
は
じ
め
、
同
窓
会
事
務
局
長

の
寺
澤
氏
を
迎
え
、
総
勢
二
十
名
。
安
武
氏

の
司
会
の
も
と
、
石
井
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

て
、
ま
た
、
長
年
、
太
宰
府
で
活
動
さ
れ
て

い
る
島
松
氏
に
は
新
元
号
に
ま
つ
わ
る
歴
史

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

写
真
は
五
月
一
日
、
約
千
五
百
名
で
描
か

れ
た
「
令
和
」
の
文
字
で
す
。（
朝
日
新
聞

デ
ジ
タ
ル
版
よ
り
）

　

最
年
長
の
小
代
氏
（
中
21
）
の
乾
杯
の
発

声
に
続
き
、
美
酒
、
美
味
に
舌
鼓
を
打
ち
つ

つ
、
楽
し
い
歓

談
の
時
は
限
り

な
く
…
。
そ
の

間
に
は
、
恒
例

と
な
っ
た
野
中

氏
、
野
上
氏
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
、

り
、
お
話
は
、
長
崎
新

幹
線
の
経
路
を
、
す
で

に
飽
和
状
態
に
あ
る
福

岡
空
港
に
加
え
、
佐
賀

空
港
を
利
用
し
や
す
く

で
き
る
よ
う
変
更
す
る

案
に
も
お
よ
び
ま
し
た
。

寺
澤
氏
か
ら
は
母
校
や

同
窓
会
の
現
況
に
つ
い

芝
原
夫
人
の
美
声
、
八

十
の
手
習
い
と
い
う
豊

田
氏
の
ギ
タ
ー
演
奏
、

小
代
氏
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
、

ト
リ
は
小
林
幹
事
長

（
九
州
交
響
楽
団
）
の

オ
ー
ボ
エ
演
奏
と
続
き

ま
す
。
最
後
に
、
朝
陽

水
泳
会
の
お
三
方
か
ら

は
、
台
風
被
害
甚
大
な

館
山
寮
再
建
の
た
め
の
寄
付
の
呼
び
か
け
が

あ
り
ま
し
た
。

　

岡
本
氏
に
よ
る
閉
会
の
辞
ま
で
、
あ
っ
と

い
う
間
の
四
時
間
で
し
た
。
母
校
愛
、
日
々

へ
の
愛
、
そ
し
て
、
線
路
は
続
く
よ　

ど
こ

ま
で
も　

い
つ
ま
で
も
。

　

出
張
、
ご
旅
行
の
皆
さ
ま
も
大
歓
迎
で
す
。

　

次
回
の
参
加
を
楽
し
み
に
し
つ
つ

（
域
外
会
員　

二
五
回　

小
山　

春
美
）
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六
新
会
（
二
回
生
）
米
寿
祝
い
で
幕
引

　

本
年
（
令
和
元
年
）
は
会
員
の
大
半
の
方

が
、
数
え
年
で
米
寿
を
迎
え
た
お
目
出
度
い

年
で
す
。
ま
た
母
校
卒
業
七
十
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
、
そ
こ
で
事
前
に

幹
事
諸
兄
と
ご
相
談
し
、
こ
の
第
一
九
回
を

花
道
と
し
て
有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
を
決
め

て
頂
き
ま
し
た
。

　

七
月
下
旬
会
員
七
四
名
（
前
回
八
八
名
）

に
案
内
状
を
送
付
し
た
結
果
、
九
月
二
八
日

当
日
の
出
席
は
二
四
名
（
前
回
二
七
名
）
幕

引
き
の
会
と
い
う
こ
と
で
五
年
以
上
出
て
い

な
い
方
が
数
名
参
加
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
参
加
者
の
減
少
は
高
齢
化
と
い
う
自
然
の

摂
理
で
や
む
を
得
な
い
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

当
日
配
布
の
資
料
に
つ
い
て
で
す
が
、

①
六
新
会
住
所
録
最
新
版
物
故
者
の
ス
ペ
ー

ス
が
増
え
ま
し
た
が
逝
去
の
日
も
記
載
さ
れ

て
、
故
人
を
偲
ぶ
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

②
六
新
会
会
員
の
近
況
返
信
の
数
量
減
少
で

生
じ
た
余
白
を
利
用
し
、
過
去
の
記
念
写
真

三
葉
と
六
新
会
三
四
年
の
歩
み
を
掲
載
し
ま

し
た
。

　

代
表
幹
事
挨
拶
の
な
か
で
、
本
会
終
了
後
、

六
新
会
に
約
十
万
円
の
繰
越
剰
余
金
が
残
る

見
込
み
で
す
が
全
額
母
校
の
「
百
周
年
記
念

募
金
」
に
寄
付
す
る
こ
と
提
案
し
全
員
の
拍

手
で
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　

食
事
の
内
容
で
す
が
、
従
来
は
フ
リ
ー
ド

リ
ン
ク
付
き
の
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
で
し
た
が
、

今
回
お
酒
は
乾
杯
用
ビ
ー
ル
一
人
一
本
に
と

ど
め
、
か
わ
り
に
米
寿
祝
い
の
新
宿
中
村
屋

名
物
の
月
餅
の
お
土
産
を
用
意
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

今
回
も
前
回
同
様
、
全
員
参
加
の
三
分
ス

ピ
ー
チ
に
挑
戦
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
六
新
会
の
皆
さ
ん
、
長
い
間
の

お
付
き
合
い
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
朝
陽

同
窓
会
の
行
事
な
ど
で
再
会
の
機
会
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
余
生
を

願
わ
く
は
平
穏
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

当
日
配
布
資
料
の
一
つ
「
六
新
会
三
十
四

年
の
歩
み
」
を
上
掲
い
た
し
ま
す
。
私
共
の

後
に
続
く
年
次
の
幹
事
さ
ん
の
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
代
表
幹
事　

加
藤　

善
三
郎
・
宇
野
正
二
）

六
回
生
、
六
十
五
周
年
に
集
う

　

私
た
ち
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

が
発
効
し
て
日
本
が
主
権
を
回
復
し
た
年
の

二
年
後
の
一
九
五
四
年
に
卒
業
し
た
の
で
、

今
年
一
九
年
は
六
十
五
周
年
で
す
。
大
方
の

同
期
生
が
八
十
四
歳
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
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•
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•
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六新会34年の歩み
回 開催日 記念等 旧師ご招待 会場 参加 会費＠
1 1985/11/16 夕 ６名 小田急豪華 105 12000
2 1988/11/5 夕 ４名 京王プラザＨ 84 15000
3 1991/9/28 夕 還暦 ３名 京王プラザＨ 102 15000
4 1995/3/18 夕 入学50周年 ４名 京王プラザＨ 84 16000
5 1998/9/12 夕 ７名 小田急センチュリＨ 74 15000
6 2001/10/13 夕 ３名 小田急センチュリＨ 64 12000
7 2004/9/25 夕 ３名 小田急センチュリＨ 61 10000
8 2007/9/22 夕 喜寿小田急センチュリＨ 55 8000
9 2009/7/4 昼 卒業60周年 厚生年金ホール 44 8000

10 2010/9/18 昼 傘寿 新宿中村屋 55 8000
11 2011/9/17 昼 新宿中村屋 48 7000
12 2012/10/6 昼 新宿プリンスＨ 45 7000
13 2013/9/28 昼 新宿プリンスＨ 35 6000
14 2014/9/27 昼 入学70周 年新宿プリンスＨ 39 6000
15 2015/9/26 昼 六新会発足30周 年新宿プリンスＨ 40 6000
16 2016/9/24 昼 新宿プリンスＨ 28 6000
17 2017/9/30 昼 新宿中村屋 28 6000
18 2018/9/29 昼 新宿中村屋 27 5000
19 2019/9/28 昼 米寿・卒業70周年 新宿中村屋 24 5000



　

秋
晴
れ
の
九
月
二
十
六
日
に
、
い
つ
も
の

ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿
に
四
〇
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
女
性
は
八
人
。
二
年
前
の
八
十

二
歳
記
念
の
会
は
約
六
十
人
で
、
傘
寿
記
念

が
約
八
十
人
。
ど
う
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
か
、

一
年
に
一
〇
人
の
割
合
で
出
席
者
数
が
減
っ

て
い
ま
す
。
加
齢
に
よ
る
体
力
の
衰
え
は
、

や
は
り
避
け
ら
れ
な
い
の
で
す
ね
。
世
話
焼

き
十
人
組
も
今
回
は
七
人
で
の
対
応
で
す
。

　

二
年
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
達
は
、
互
い
に
久
闊
を
叙
し
、
そ
し
て
オ

シ
ャ
ベ
リ
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

仲
間
た
ち
の
歓
談
の
腰
を
折
ら
な
い
よ
う

に
と
の
配
慮
か
ら
、
今
回
は
開
会
の
辞
、
乾

杯
だ
け
。
閉
会
の
時
ま
で
は
、
誰
か
が
演
壇

で
語
る
行
事
は
一
才
無
し
。
校
歌
斉
唱
の
野

暮
も
無
く
只
管
談
話
の
二
時
間
半
で
し
た
。

　

閉
会
の
後
は
、
世
話
焼
き
編
集
の
最
新
の

同
期
生
名
簿
を
手
に
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
同
期
会
の
机
上
の
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

二
一
年　

卒
業
六
十
七
周
年
記
念

　

二
三
年　

米
寿
記
念

　

二
四
年　

卒
業
七
十
周
年
記
念

　

二
五
年　

卒
寿
記
念

　

白
寿
記
念
ま
で
を
考
え
ま
し
た
が
、
神
を

恐
れ
ぬ
所
業
と
の
誹
り
を
受
け
か
ね
ず
、
公

前
々
回
の
同
期
会
に
出
席
し
た
方
を
加
え
て

一
一
〇
名
の
方
に
ご
案
内
し
、
四
一
名
の
方

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
の
始
め
は
遠
方
か
ら
参
加
の
森
本
英
樹

さ
ん
に
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
し
ば
し
の
歓
談
の
後
、
幹
事
か
ら
同
窓

会
と
母
校
の
状
況
（
百
周
年
記
念
行
事
、
館

山
寮
の
被
害
状
況
等
）
を
報
告
し
ま
し
た
。

特
に
、
台
風
十
五
号
の
影
響
で
館
山
寮
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
伝
え
、
募
金
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
話

題
提
供
と
し
て
以
前
に
「
朝
陽
」
に
投
稿
し

た
「
卒
業
五
十
年
お
よ
び
卒
業
六
十
年
の
特

集
記
事
」
を
コ
ピ
ー
し
て
回
し
読
み
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
一
人
三
十
秒
（
で

終
わ
ら
な
か
っ
た
が
）
で
の
近
況
報
告
等
を

し
て
も
ら
っ
た
後
、
一
四
時
三
十
分
過
ぎ
に

閉
会
と
し
ま
し
た
。

　

ご
出
席
の
皆
さ
ん
か
ら
「
有
意
義
で
楽
し

か
っ
た
」
と
言
う
声
も
あ
っ
た
一
方
で
「
人

数
の
割
に
会
場
が
狭
く
移
動
し
難
か
っ
た
の

で
、
充
分
に
懇
親
を
深
め
る
事
が
出
来
な

か
っ
た
」
と
言
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
次
回

は
改
善
す
る
積
り
で
す
。

　

次
回
の
懇
親
会
は
二
〇
二
〇
年
一
二
月
三

日
（
木
）
一
二
時
か
ら
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ

新
宿
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
夏
過
ぎ
に
、

こ
れ
ま
で
の
同
期
会
に
出
席
さ
れ
た
方
お
よ

表
は
控
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

世
話
焼
き
十
人
組
も
九
人
と
な
り
、
さ
ら

に
仲
間
内
で
体
調
不
良
の
気
味
も
あ
る
の
で
、

今
回
が
最
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

東
京
五
輪
を
前
に
し
て
娑
婆
が
騒
然
と
し

て
い
る
中
で
す
が
、
世
話
焼
き
一
同
で
近
く

談
合
し
て
進
退
を
決
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
同
期
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
ご
理
解
願
い

上
げ
ま
す
。

高
校
六
回
生
世
話
焼
き
九
人
組

　
（
文
責　

山
岸　

哲
男
）

八
回
生
同
期
会
（
新
八
会
）
の
懇
親
会

　

我
々
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
卒

の
八
回
生
は
卒
業
六
十
年
の
同
期
会
、
傘
寿

記
念
の
同
期
会
を
終
え
、
次
は
米
寿
記
念
の

同
期
会
（
二
〇
二
六
年
）
と
決
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
長
す
ぎ
る
と
い
う
事
で
、
そ
の
後
、

毎
年
ミ
ニ
同
期
会
の
よ
う
な
集
ま
り
（
懇
親

会
）
を
開
催
す
る
事
に
し
ま
し
た
。（
毎
年

一
二
月
の
第
一
木
曜
日
）

　

今
回
も
二
〇
一
九
年
十
二
月
五
日
（
木
）

十
二
時
か
ら
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿
で
開

催
し
ま
し
た
。
前
回
メ
ン
バ
ー
に
前
回
、
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に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
一
年
、
二
年
、
三
年
の
頃
の
同

級
生
と
の
会
話
に
加
え
、
お
互
い
の
近
況
報

告
、
健
康
、
病
、
家
族
、
趣
味
等
々
、
右
に

左
に
話
題
は
飛
び
回
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
校
歌
と
「
新
樹
会
」
会
歌
を
、
興

津
氏
指
導
の
下
で
斉
唱
し
、
中
島
（
公
）
氏

の
手
締
め
で
お
開
き
と
な
り
、
そ
の
後
、

三
々
五
々
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
や
カ
ラ
オ
ケ
で
の

二
次
会
に
参
加
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
も
、
五
月
十
一
日
（
月
）
十

二
時
か
ら
十
四
時
半
ま
で
、
時
間
を
延
長
し

て
同
じ
会
場
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
世
話
人
代
表　

藤
岡
庄
衛
）

傘
寿
の
新
樹
会
女
子
会

　

八
十
歳
女
性
の
団
体
っ
て
す
ご
い
、
と

メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
女
子
会
を
終
え
て

の
感
想
だ
。

　

晩
秋
の
十
一
月
八
日
、
新
宿
中
村
屋
で
十

期
生
（
新
樹
会
）
女
子
会
を
開
い
た
。
隔
年

開
催
だ
っ
た
の
を
、
会
え
る
時
に
会
っ
と
き

　

さ
て
、
新
元
号
「
令
和
」
元
年
十
日
目
に

当
た
る
五
月
十
日
（
金
）、
新
宿
西
口
近
く

の
ホ
テ
ル
、
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京
二
七
階
の
宴
会
場
で
、
当
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
九
一
名
の
ご
参
加

で
、
前
回
一
年
前
は
百
五
名
で
し
た
の
で
、

幾
分
減
少
気
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
員
傘

寿
を
前
に
し
た
年
齢
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

出
席
率
は
良
か
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
か
ら
は
、
前
回
、
前
々
回
か
ら
懸
案

と
な
っ
て
い
ま
し
た
八
ク
ラ
ス
か
ら
二
名
の

幹
事
に
出
て
頂
き
運
営
を
進
め
る
方
式
か
ら
、

ク
ラ
ス
に
拘
る
こ
と
な
く
任
意
に
可
能
な

方
々
に
世
話
人
と
な
っ
て
頂
き
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
く
方
式
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

更
に
、
今
迄
の
二
年
に
一
回
開
催
の
原
則
を
、

お
互
い
元
気
な
う
ち
に
会
う
機
会
は
増
や
し

て
お
こ
う
と
の
こ
と
で
、
一
年
毎
の
開
催
を

決
め
ま
し
た
。

　

総
会
次
第
は
、
こ
の
一
年
間
に
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
九
名
の
追
悼
に
次
い
で
、
世
話

人
紹
介
、
藤
岡
代
表
か
ら
開
会
挨
拶
が
あ
り
、

朝
陽
同
窓
会
十
回
生
代
表
幹
事
大
高
氏
の
当

校
名
声
上
昇
中
、
女
子
生
徒
の
活
発
な
動
き

等
の
現
状
報
告
の
後
、
名
古
屋
か
ら
参
加
の

太
田
氏
（
Ｅ
組
）
の
乾
杯
御
発
声
で
、
歓
談

に
入
り
ま
し
た
。
年
齢
も
考
慮
し
て
全
員
着

席
、
配
膳
型
と
ゆ
っ
く
り
と
語
り
合
え
る
様

び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
に
ご
案

内
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
八
会
の
現
状
は
次
の
通
り
で
す
。

卒
業
生
四
三
二
名
中
、
消
息
が
分
か
っ
て
い

る
人
：
二
四
八
名
（
五
七
・
四
％
）、
亡
く

な
っ
た
人
：
一
二
六
名
（
二
九
・
二
％
）、

消
息
不
明
の
人
：
五
八
名
（
一
三
・
四
％
）。

ま
た
、
消
息
が
分
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち

メ
ー
ル
で
連
絡
が
出
来
る
人
：
一
三
八
名

（
五
五
・
六
％
）。（

代
表
幹
事　

小
林　

曉
生
）

十
回
生
「
新
樹
会
」
の
集
い

　

私
共
、
十
回
生
は
昭
和
三
三
年
に
卒
業
致

し
ま
し
た
。「
新
樹
会
」
の
名
は
、
二
十
余
年

前
、
還
暦
を
前
に
し
た
当
時
の
故
中
山
幹
事

長
以
下
が
、会
名
、会
歌
、
会
旗
を
作
り
上
げ

た
も
の
で
、
当
校
に
隣
接
し
た
新
宿
御
苑
の

豊
か
な
緑
を
象
徴
し
た
会
名
で
あ
る
と
、
全

会
員
が
賛
同
し
、
且
つ
、会
歌
「
春
秋
の
歌
」

も
同
期
興
津
誠
氏
に
よ
る
作
詞
と
、
田
端

（
足
立
）
和
子
氏
作
曲
の
も
の
で
、
今
尚
、
当

会
開
催
時
に
は
常
に
歌
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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第
四
十
回
「
ミ
ニ
い
ち
ご
会
」
開
催

　

我
々
十
五
回
生
同
期
会
は
語
呂
合
わ
せ
か

ら
「
い
ち
ご
会
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
の

「
い
ち
ご
会
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の
は
、

卒
業
二
五
年
を
迎
え
た
昭
和
六
三
年
。
当
時

母
校
数
学
教
師
を
務
め
て
い
た
Ｆ
組
秋
山
君

を
中
心
と
す
る
幹
事
団
の
尽
力
で
、
一
五
〇

名
が
参
集
し
て
同
期
会
の
発
足
を
祝
っ
た
。

そ
の
後
回
を
重
ね
て
第
十
一
回
「
い
ち
ご

会
」
は
平
成
三
十
年
に
開
催
さ
れ
た
卒
業
五

五
年
。
古
稀
を
超
え
て
な
お
元
気
な
一
〇
〇

名
が
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

　

節
目
節
目
に
行
う
上
記
「
総
会
」
に
、
年

数
回
四
十
～
五
十
名
ほ
ど
が
集
う
「
ミ
ニ
い

ち
ご
会
」
が
加
わ
っ
た
の
は
、
全
員
が
六
十

歳
に
達
し
た
平
成
十
七
年
。「
ミ
ニ
い
ち
ご

会
」
で
は
、
飲
ん
で
歓
談
す
る
だ
け
で
な
く
、

才
能
豊
か
な
同
期
友
人
の
知
的
好
奇
心
に
満

ち
た
話
に
耳
を
傾
け
た
後
、
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
の
歓
談
で
有
益
な
半
日
を
楽
し
む
会
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
ミ
ニ
い
ち
ご
会
」
の
記
念
す
べ
き

第
四
十
回
は
本
年
二
月
八
日
。
Ｈ
組
松
井
利

忠
君
が
会
社
生
活
終
了
後
に
学
び
、
深
く
傾

倒
し
て
い
る
「
イ
ン
ド
哲
学
と
ブ
ッ
ダ
の
教

え
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
多
く
の
友
人
の

共
感
を
呼
ん
だ
。

ま
っ
て
の
会
合
で
あ
る
。
当
日
が
お
誕
生
日

に
あ
た
る
Ｎ
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ

た
会
は
、
に
ぎ
や
か
に
は
な
や
い
で
、
高
校

時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
や
、
今
だ
か
ら

暴
露
し
て
し
ま
お
う
と
ば
か
り
の
恩
師
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、
笑
い
が
絶
え
な
い
。

久
し
ぶ
り
に
お
見
え
に
な
っ
た
お
一
人
が

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

　

お
た
が
い
元
気
を
送
り
あ
い
、
い
た
だ
き

あ
い
の
ひ
と
と
き
で
あ
る
。

　

八
十
歳
代
も
九
十
歳
代
も
こ
の
会
を
続
け

ま
し
ょ
う
の
声
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
出
る
。

　

お
土
産
に
傘
寿
を
お
祝
い
し
て
、
紅
白
の

最
中
が
配
ら
れ
た
。
古
希
の
時
も
紅
白
の
饅

頭
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る

と
、
さ
て
卒
寿
の
紅
白
饅
頭
の
手
配
も
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
し
ら
。
向
こ
う
三
年
間
は
、

毎
年
十
一
月
に
集
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

（
十
回　

坂
梨　

成
子
）

ま
し
ょ
う
と
、
毎
年
開
く
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
も
十
年
に
な
る
。

　

今
回
は
、
二
十
四
人
が
参
加
し
た
。　
　

　

近
頃
、
古
き
良
き
時
代
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
に
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
昭
和
三
十
年
代
、

そ
の
最
初
の
年
に
私
た
ち
は
新
宿
高
校
に
入

学
し
た
。
学
生
時
代
に
六
十
年
安
保
闘
争
を

体
験
し
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
は
日
本
経

済
の
高
度
成
長
を
担
っ
た
世
代
で
あ
る
。

　

起
伏
の
あ
る
社
会
を
生
き
て
き
た
せ
い
か
、

お
っ
と
り
と
、
物
事
に
動
じ
ず
や
り
ぬ
い
て

い
く
気
質
に
富
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。

　

大
学
教
員
、
研
究
者
、
実
業
家
、
開
業
医

な
ど
、
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も

少
な
く
な
い
し
、
多
様
な
分
野
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
勤
し
ん
で
い
る
人
は
多
い
。

　

絵
画
に
音
楽
、
焼
き
物
、
書
と
多
彩
な
趣

味
に
取
り
組
ん
で
、
成
果
を
見
せ
て
く
れ
る

の
も
嬉
し
い
。

　

そ
し
て
、
毎
日
七
千
歩
歩
い
て
い
ま
す
、

週
三
回
太
極
拳
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
、
富

士
山
に
登
っ
て
き
ま
し
た
な
ど
、
元
気
で
ス

ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
る
人
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。

　

こ
の
一
年
間
は
女
子
十
期
生
の
一
人
も
欠

け
る
こ
と
な
く
過
ご
せ
た
。

　

そ
ん
な
ハ
ツ
ラ
ツ
八
十
歳
の
女
性
が
集
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卒
業
四
五
周
年
同
期
会
（
二
六
回
生
）

　

令
和
元
年
十
月
二
六
日(

土
）
に
二
六
回

生
四
五
周
年
同
期
会
を
開
催
。
会
場
は
一
年

生
の
時
に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
会
場
だ
っ
た

日
本
青
年
館
。
二
〇
一
七
年
に
三
代
目
と
し

て
開
館
し
た
ば
か
り
の
き
れ
い
な
宴
会
場
に

前
回
四
十
周
年
の
一
二
五
名
を
大
幅
に
上
回

る
一
四
五
名
の
盛
大
な
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
会
は
今
回
初
登
場
の
今
泉
君
（
Ｇ
）
と

お
馴
染
み
の
三
矢
さ
ん
（
Ｄ
）。
代
表
幹
事

金
杉
（
Ｈ
）
の
、
台
風
十
五
号
に
よ
る
館
山

寮
の
被
害
報
告
と
同
窓
会
百
周
年
記
念
募
金

の
お
願
い
な
ど
の
挨
拶
の
あ
と
、
物
故
者

（
同
期
生
十
八
名
・
恩
師
三
十
名
）
へ
の
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
今
回
は
恩
師
の

方
々
を
お
招
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
代

わ
り
に
代
表
幹
事
岩
本
君
（
Ｂ
）
の
音
頭
で

乾
杯
し
、
歓
談
開
始
。
初
め
て
同
期
会
に
参

加
す
る
同
期
生
も
数
人
い
て
、
大
い
に
旧
交

を
温
め
ま
し
た
。
歓
談
の
半
ば
に
は
、
あ
の

懐
か
し
の
業
間
体
操
を
朝
陽
同
窓
会
制
作
の

動
画
を
見
な
が
ら
ど
う
に
か
や
り
遂
げ
、
還

暦
を
過
ぎ
た
体
に
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
く
て
息

ゼ
イ
ゼ
イ
。
今
回
の
メ
イ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
は
、

前
回
好
評
だ
っ
た
「
思
い
出
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
」改
め
、「
み
ん
な
の
歌
合
唱
」。今
回
も
前

回
同
様
、小
室
君（
Ｄ
）
森
嶋
君
（
Ｅ
）、
大
原

　

紫
綬
褒
章
受
章
者
三
名
を
生
む
と
言
う
、

長
い
新
宿
高
校
の
歴
史
で
も
稀
有
な
世
代
で

あ
る
十
五
回
生
は
、
母
校
思
い
、
同
期
思
い

の
多
く
の
有
能
な
友
人
を
持
つ
幸
運
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
享
受
し
て
き
た
が
、
後
期
高
齢

者
に
な
っ
た
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
、
我
々

の
人
生
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
に
違
い
な

い
。

 

同
窓
会
会
費
納
入
率
、
百
周
年
記
念
募
金

人
数
と
も
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
い
る
の
も
、

同
窓
会
長
を
務
め
た
青
柳
、
垂
水
両
君
に
報

い
る
気
持
ち
は
勿
論
、「
い
ち
ご
会
」
行
事

等
を
通
じ
て
同
期
の
絆
が
強
い
こ
と
が
背
景

で
あ
ろ
う
。

（
西
出
記
）
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君
（
Ｆ
）、
内

山
君
（
Ｈ
）

の
生
バ
ン
ド

で
、「
な
ご

り
雪
」「
学

生
街
の
喫
茶

店
」
な
ど
五

曲
を
全
員
で

熱
唱
‼　

引

き
続
き
、
六

中
健
児
と
校

歌
斉
唱
。
最

後
は
代
表
幹

事
の
横
内

（
高
山
）さ
ん

（
Ｄ
）
の
「
五

十
周
年
同
期

会
乞
う
ご
期

待
」
と
い
う

締
め
の
言
葉

で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
も
同

期
会
に
参
加

で
き
な
か
っ

た
同
期
生
多

数
に
運
営
会

費
を
負
担
い

た
だ
き
、
収
支
ト
ン
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
余
剰
金
が
十
八
万
円
ほ
ど
あ
り
ま

す
の
で
、
ク
ラ
ス
幹
事
全
員
の
賛
同
に
よ
り
、

三
月
五
日
に
朝
陽
同
窓
会
の
館
山
寮
再
建
募

金
へ
十
五
万
円
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
（
代
表
幹
事　

金
杉　

一
朗
）

十
七
回
　
同
期
会

　

い
つ
も
の
飲
み
会
な
ら
参
加
し
た
く
な
い

と
女
子
幹
事
が
一
斉
に
宣
言
。
何
か
違
う
会

に
！　

ま
た
皆
で
新
宿
御
苑
に
行
っ
て
み
た

い
ね
！　

穴
か
ら
第
三
グ
ラ
ン
ド
に
入
っ
た

ね
。
思
い
出
が
次
々
と
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
御
苑
は
禁
酒
。
同
期
会
で
酒
な

し
？　

近
く
の
店
は
高
額
！　

無
理
？　

諦

め
ら
れ
な
い
！　

と
の
女
子
幹
事
の
声
に

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」

の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
の
様
に
自
由
な
発
想
で
行
こ

う
と
決
め
て
一
時
か
ら
新
宿
御
苑
散
策
。
二

時
か
ら
大
木
戸
門
近
く
の
一
軒
家
イ
タ
リ
ア

ン　

カ
フ
ェ
・
ラ
・
ボ
エ
ム
で
の
開
催
を
決

定
。（
映
画
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
今
で
も
「
君
の
名
は
」
詣
で
の
方
々

の
聖
地
と
か
）。

　

多
く
の
同
期
の
方
々
に
良
い
時
間
を
過
ご

し
て
頂
け
れ
ば
と
、
半
年
前
の
事
前
メ
ー
ル
、

葉
書
の
正
式
案
内
と
メ
ー
ル
併
用
、
リ
マ
イ

ン
ダ
ー
、
十
七
回
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
、

朝
陽
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
、
各
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
等

十
七
回
生
へ
の
連
絡
の
他
、
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
、
新
宿
御
苑
と
散
策
コ
ー
ス

や
ラ
・
ボ
エ
ム
の
紹
介
、
等
々
。　

　

五
月
十
六
日　

同
期
会
当
日　

好
天
に
恵

ま
れ
、
一
人
二
人
と
懐
か
し
い
顔
が
新
宿
御

苑
の
新
宿
門
に
向
っ
て
く
る
。
吉
藤
正
道
、

原
田
（
塚
本
）
あ
や
子
、
村
越
文
理
、
芳
賀

元
、
小
幡
博
、
他
が
受
付
で
お
出
迎
え
。

　

新
緑
が
と
て
も
さ
わ
や
か
で
し
た
。
雪
の

日
も
晴
れ
の
日
も
コ
ー
ス
設
定
に
通
っ
た
福

田
（
井
上
）
由
子
リ
ー
ダ
と
、
新
宿
が
地
元

で
詳
し
い
阿
比
留
（
吉
岡
）
み
ど
里
さ
ん
、

鶴
木
（
桜
内
）
篤
子
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
五
月

の
花
々
と
バ
ラ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
並
木
と
大
温

室
コ
ー
ス
、
花
木
と
巨
木
、
新
宿
高
校
か
ら

通
っ
た
穴
は
ど
こ
コ
ー
ス
を
散
策
。
泰
山
木
、

大
銀
杏
、
鈴
か
け
の
木
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
、
メ

タ
セ
コ
イ
ヤ
の
巨
木
や
呼
吸
根
の
落
羽
松
も

健
在
。
ゆ
り
の
き
が
甘
い
花
を
咲
か
せ
、
バ

ラ
園
も
花
盛
り
。
大
木
戸
門
を
出
て
す
ぐ
の

カ
フ
ェ
・
ラ
・
ボ
エ
ム
で
直
行
組
と
合
流
。
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¥

二
一
回
生
卒
業
五
十
周
年
同
期
会

　

二
一
回
生
の
卒
業
五
十
年
記
念
同
期
会
は

令
和
元
年
六
月
二
二
日
（
土
）
午
後
三
時
か

ら
「
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿
」
で
開
催
さ

れ
た
。
参
集
し
た
同
期
生
は
一
二
三
名
、
恩

師
の
北
地
節
夫
先
生
、
岩
波
裕
治
先
生
、
幸

田
（
水
野
）
操
先
生
、
そ
し
て
朝
陽
同
窓
会

田
中
俊
郎
会
長
（
⓱
回
）
に
も
ご
出
席
頂
い

た
。

　

前
年
十
月
か
ら
幹
事
団
が
四
回
の
会
合
を

持
ち
諸
々
打
ち
合
わ
せ
て
準
備
を
進
め
て

行
っ
た
。
幹
事
が
熱
心
に
各
組
の
名
簿
を
充

実
さ
せ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
遠
く
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
賑
や
か
な
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
卒
業
五
十
年
に
際
し
て
同

窓
会
会
報
に
各
組
一
名
に
ご
寄
稿
頂
き
、
同

窓
会
総
会
で
は
小
池
洋
次
氏
に
記
念
講
演
を

し
て
頂
い
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
各
位

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

会
は
芝
山
仁
氏
が
名
司
会
者
ぶ
り
を
発
揮
、

素
面
の
内
に
次
期
幹
事
の
選
出
を
提
案
、
決

ま
っ
た
ク
ラ
ス
か
ら
写
真
撮
影
、
乾
杯
、
来

賓
挨
拶
、
歓
談
と
和
や
か
に
進
行
し
た
。
多

士
済
々
の
二
一
回
は
多
く
の
エ
ン
タ
ー
テ

ナ
ー
を
擁
す
る
が
、
ま
ず
は
浅
田
啓
子
氏
の

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」
で
鬼
籍
に

入
ら
れ
た
先
生
方
と
四
十
余
名
の
仲
間
達
を

七
十
六
名
（
内
女
子
二
十
三
名
）
が
六
十
年

代
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
中
、
早
速
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ

ン
ク
。
司
会
の
山
越
博
君
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

説
明
。
亀
岡
康
雄
の
開
会
挨
拶
、
六
声
会
の

乾
杯
の
歌
＋
阿
比
留
み
ど
里
さ
ん
の
発
声
で

乾
杯
。
一
年
次
の
組
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み

パ
ー
テ
ィ
開
始
。
岡
部
（
玉
野
井
）
佳
代
さ

ん
撮
影
の
御
苑
散
策
ビ
デ
オ
を
即
上
映
。

し
ば
し
歓
談
後
、
松
島
（
氏
家
）
真
美
、
目

加
田
康
雄
、
嶋
田
（
廣
瀬
）
惠
子
、
田
中
俊

郎
、
長
澤
（
志
岐
）
ち
づ
、
岡
良
樹
、
小
西

克
彦　

各
氏
の
一
分
ス
ピ
ー
チ
は
七
十
余
年

の
人
生
の
一
端
に
感
じ
入
る
時
間
で
し
た
。

　

六
声
会
（
石
坂
廬
、
渡
邉
荘
逸
、
柏
木
真

一
）
各
氏
の
ア
カ
ペ
ラ
で
「
い
ざ
起
て
戦
人

よ
、
遥
か
な
友
へ
」
と
校
歌
一
番
が
ホ
ー
ル

に
響
き
渡
り
、
続
い
て
校
歌
斉
唱
。
Ｈ
Ｐ
と

メ
ー
ル
担
当
の
岡
部
佳
代
さ
ん
の
次
回
Ｄ
組

幹
事
の
紹
介
と
閉
会
挨
拶
。
多
く
の
方
々
の

明
る
い
笑
顔
で
散
会
。

　

写
真
担
当
の
綿
谷
由
純
君
、
高
野
尚
志
君

他
、
ご
協
力
・
ご
支
援
頂
い
た
田
中
会
長
他

朝
陽
同
窓
会
事
務
局
の
方
々
、
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岡
部
さ
ん
と
綿
谷
君
の
ご
尽
力

で
新
Ｈ
Ｐ
を
開
設
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

https://shin17.sakura.ne.jp 

（
Ｃ
組
幹
事
長　

亀
岡　

康
雄
）
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会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
同
期
会
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の

告
知
と
口
コ
ミ
で
の
展
開
の
み
、
は
が
き
も

出
さ
ず
に
参
加
者
を
募
っ
て
み
ま
し
た
、
二

〇
二
〇
年
に
は
還
暦
を
迎
え
る
同
期
で
す
か

ら
、
今
後
も
考
慮
し
て
幹
事
に
極
力
負
担
を

掛
け
な
い
で
運
営
す
る
と
い
う
試
み
で
す
。

参
加
表
明
も
一
般
の
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
省

力
化
し
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
盛
会
と
な
り
、

今
後
も
こ
の
や
り
方
で
開
催
で
き
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

海
外
在
住
の
同
期
の
参
加
も
あ
り
、
同
期

の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
二
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
記
念
写
真
を

撮
っ
て
一
次
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
同
期
で
は
定
番
の
ぼ
で
ご
ん
亭

三
階
を
貸
し
切
り
三
二
名
が
参
加
、
そ
の
ま

ま
三
次
会
に
突
入
、
そ
の
後
も
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
翌
朝
ま
で
懇
親
し
て
い
た
強
者
も

い
た
よ
う
で
す
。

　

会
場
と
の
交
渉
に
よ
り
出
た
余
剰
金
は
、

繰
り
越
し
せ
ず
、
館
山
寮
の
再
建
に
向
け
て
、

同
窓
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

今
度
の
同
期
会
の
最
新
情
報
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
中
心
に
進
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
都
立
新
宿
高
等
学
校
第
三
一
回
」

と
い
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

い
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

竹
内
元
一
氏
が
「
栄
光
の
架
け
橋
」
を
熱
唱
、

彼
ら
の
リ
ー
ド
で
「
六
中
健
児
の
歌
」
を
全

員
で
合
唱
し
て
名
残
惜
し
い
が
お
開
き
と

な
っ
た
。
新
宿
名
物
の
抽
選
会
も
あ
り
、
ま

た
会
場
に
は
三
輪
猛
氏
作
の
木
の
お
も
ち
ゃ

が
展
示
さ
れ
て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　

学
生
運
動
真
っ
盛
り
の
時
代
の
あ
の
緊
迫

感
漂
う
卒
業
式
か
ら
五
十
年
、
十
年
毎
に
、

プ
レ
還
暦
同
期
会
か
ら
は
五
年
毎
に
同
期
会

を
重
ね
て
来
ら
れ
た
の
は
有
難
い
こ
と
で
あ

る
。
皆
さ
ん
、
お
互
い
に
元
気
で
、
五
年
後

に
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

（
幹
事　

花
沢　

紀
子
）

三
一
回
卒
業
四
十
周
年
同
期
会

　

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
六
日
、
卒
業
四
十

周
年
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
場
所
は
同

窓
会
で
は
定
番
の
ク
ル
ー
ズ
・
ク
ル
ー
ズ
新

宿
店
。
午
後
四
時
ス
タ
ー
ト
と
い
う
中
途
半

端
な
時
刻
で
し
た
が
、
七
九
名
が
参
加
、
盛

偲
び
、
彼
女
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
宿
高
校
バ
ー

ジ
ョ
ン
「
こ
の
道
」
に
耳
を
傾
け
た
。
続
い

て
３
Ｈ
有
志
合
唱
団
の
「
民
衆
の
歌
」「
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
」、
中
村
勉
氏
の
ピ
ア
ノ
と
共

に
本
村
真
澄
氏
が
「
ほ
ほ
に
か
か
る
涙
」、
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次
回
の
同
期
会
は
い
つ
に
な
る
か
未
定
で
す

が
、
還
暦
を
過
ぎ
て
も
元
気
に
騒
げ
る
体
調

で
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
再
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
三
一
回　

荒
木　

正
直
）

朝
陽
硬
式
テ
ニス
部
会

　
　
　
　
第
四
回
総
会
懇
親
会

　

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
日
（
日
）
東
京
ガ

ス
四
谷
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、
朝
陽
硬
式
テ
ニ

ス
部
会
第
四
回
総
会
懇
親
会
が
開
催
致
さ
れ

ま
し
た
。
十
五
回
生
か
ら
七
一
回
生
ま
で
四

四
名
の
部
会
会
員
が
参
加
し
、
年
代
を
超
え

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
九
月
に
部
会
が
発
足
し
早
四

年
、
一
七
〇
余
名
の
会
員
の
方
と
連
絡
で
き

る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
部
会
の
活
動
は
、

硬
式
テ
ニ
ス
部
へ
の
練
習
ボ
ー
ル
の
支
給
、

夏
合
宿
へ
の
飲
料
の
差
し
入
れ
、
合
宿
コ
ー

チ
と
し
て
参
加
す
る
卒
業
生
に
、
交
通
費
の
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今
年
は
、
中
間

考
査
中
の
日
曜
日

と
い
う
こ
と
で
、

現
役
音
楽
部
員
の

参
加
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、 

朝

陽
合
唱
団
と
六
声

会
を
中
心
と
し
た

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
メ

ン
バ
ー
大
勢
の

方
々
の
参
加
を
得

て
、 

旧
制
六
中
校

歌
、
新
宿
高
校
校

歌
、
健
児
の
歌
の

三
曲
を
ご
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

次
回
第
二
八
回
は
二
〇
二
〇
年
十
月
二
五

日
（
日
）
杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
で
行
う
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

援
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
一
五
回
生
か
ら
三
十
回
生
代
と
合

宿
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
た
新
卒
者
が
会
員

の
中
心
で
、
四
十
回
生
か
ら
六
十
回
生
代
の

会
員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
硬
式
テ
ニ

ス
部
出
身
者
は
、
是
非
幹
事
ま
で
ご
一
報
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
（
朝
陽
硬
式
テ
ニ
ス
部
会
幹
事

二
五
回　

吉
安　

俊
介
）

第
二
七
回
東
京
校
歌
祭

　

第
二
七
回
東
京
校
歌

祭
は
、
杉
並
公
会
堂
大

ホ
ー
ル
に
て
二
〇
一
九

年
十
月
二
七
日
（
日
）

十
二
時
二
十
分
か
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

歌
唱
指
導
と
伴
奏
は

今
年
も
母
校
音
楽
教
師

の
小
峰
先
生
、
指
揮
は

山
本
俊
次
郎
（
５
回
）

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し

た
。

47　サークル活動・同期会便り
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坪井・岡部法律事務所

弁護士　坪井　昌造（26回)
〒107-0062
港区南青山1-10-4　南青山NKビル4階
TEL：03-5771-8041，FAX：03-5771-8042
e-mail:tsuboi-lawoffice@muh.biglobe.ne.jp

やまぶき法律事務所

弁護士　佐藤　貴則（27回)
〒101-0052
千代田区神田小川町2-1
　シンコー・ミュージック・プラザ　5階イーストウィング
TEL：03-5577-6901，FAX：03-5577-6902
e-mail：sato@yamabuki-law.jp

(医)社団 赤坂まつの矯正歯科

院長　松野　功（27回)
〒107-6102
港区赤坂5-2-20 赤坂パークビル2Ｆ
TEL：03-5573-8893，FAX：03-5573-8892
http://www.ak-matsuno.com/

税理士法人 アドヴァンス会計
副代表社員税理士

松野（平田）淳子（27回)
〒154-0004
世田谷区太子堂1-12-39-7Ｆ
TEL：03-5787-3255，FAX：03-3413-6255
e-mail: j-matsuno@advance-tax.com

山本会計事務所

税理士　山本　展也（27回)
〒150-0042
渋谷区宇田川町2-1 渋谷ホームズ508
TEL：03-5459-3411，FAX：03-5459-3413
e-mail: LDZ00547@nifty.com

いわさき眼科医院　都立新宿高等学校校医（眼科）

医学博士・眼科専門医
　　院長　岩崎　寿子（35回)
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-32-5　日原ビル３F
TEL：03-5367-5455
http://www.iwasakieyeclinic.com/

島﨑会計事務所
公認会計士・税理士
島﨑　主税（28回)

〒160-0023
新宿区西新宿7-1-7　A310
TEL：03-3361-4793
e-mail:cpashima@ace.ocn.ne.jp

登坂法律事務所

弁護士　登坂　真人（29回)
〒153-0044
東京都目黒区大橋1丁目2番10号
　　ライオンズプラザ池尻大橋706号室
TEL：03-6712-7773，FAX：03-6712-7774
E-mail: cxn02345@nifty.com

矢島税務会計事務所

税理士　矢島　守（34回)
〒190-0002
東京都立川市幸町1-14-12
　　　　　　　SHOEIビル301
TEL：042-537-9660，FAX：042-537-9661
e-mail：yajima115417@jcom.zaq.ne.jp

中村・木原法律事務所

弁護士　中村 悦朗（35回)
〒160-0004
新宿区四谷１丁目10番地
　　　　　　 第２上野ビル２階
TEL：03-6384-1230，FAX：03-6384-1231
e-mail: nakamura@law-nk.jp
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医療法人社団恵比寿会 淳クリニック

理事長 院長　内藤　淳（28回)
•内科（呼吸器内科・消化器内科・気管食道内科）
•小児科•放射線科

〒150-0021
東京都渋谷区恵比寿西1-14-2　ツムラビル2F
TEL・FAX：03-5489-0463
https://www.ebisukai.server-shared.com

ジュク!ファーイト‼
弁護士　木村　眞一（16回)
〒100-0004
東京都千代田区丸の内3－4－2
　　　　新日石ビルヂィング9階
　　　　高橋法律事務所
電話：03-3213-5771，FAX：03-3213-5774
e-mail: s-kimura@abox3.so-net.ne.jp

石束（いしづか）クリニック

院長　石束 嘉和（24回)
　精神科･心療内科（もの忘れ外来･睡眠外来）

〒157-0067
世田谷区喜多見 8-18-12 コーポ真木４階
　　　　　　　小田急線喜多見駅徒歩30秒
TEL：03-6411-8739
e-mail：ishizukaclinic@yahoo.co.jp
http://ishizuka-cli.byoinnavi.jp/

百周年募金を応援しましょう
２７回３年Ｋ組（幹事クラス）一同
3A	大槻・若菜	 3B	 小池・高瀬・宮坂
3C	 佐藤・長	 3D	 熊谷・小林・菊沢
3E	 内田・榊原・山本
3F	 秋山・梶村 *
3G	 折井・神藤・立花
3H	北島 *・後藤・平田
　（全て旧姓表示　*印は代表幹事）



　

今
年
度
、
引
き
続
き

校
長
を
務
め
ま
す
加
藤

で
ご
ざ
い
ま
す
。
２
点

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

一
、
臨
海
教
室
に
つ
い
て

　

昨
年
度
末
、
今
年
度
の
臨
海
教
室
の
実
施

を
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

の
館
山
尞
の
台
風
被
害
に
よ
り
宿
泊
施
設
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
結
論
に
至
る
ま
で
、
学
校
で
も
検
討

を
重
ね
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
代

替
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
多
方
面
へ
の
問
い
合

わ
せ
や
視
察
の
上
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
の
臨
海
教
室
へ
の
思
い
に
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
来
年
度
は
昨
年
度
同
様
の
実
施
を

計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
、
進
学
指
導
の
成
果

　

本
校
で
は
学
校
経
営
計
画
の
中
期
的
目
標

を
「『
進
学
指
導
特
別
推
進
校
』
か
ら
『
進

学
指
導
重
点
校
』
へ
」
と
し
て
、
教
職
員
一

丸
で
進
学
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

進
学
指
導
重
点
校
の
指
定
で
は
３
つ
の
選

定
基
準
、
①
セ
ン
タ
ー
試
験
５
教
科
７
科
目

受
験
者
が
概
ね
６
割
以
上
、
②
同
受
験
者
中

の
得
点
率
概
ね
８
割
以
上
の
者
が
概
ね
１
割

以
上
、
③
難
関
国
立
大
学
等
現
役
合
格
者
数

１
５
名
以
上
、
が
あ
り
ま
す
。
新
宿
高
校
で

は
基
準
②
は
例
年
達
成
さ
れ
て
お
り
、
基
準

①
も
７
１
回
生
か
ら
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
７
２
回
生
に
お
い
て
東
京
大
２
名
、

一
橋
大
７
名
、
東
工
大
７
名
が
現
役
合
格
し

て
基
準
③
も
達
成
し
、
初
め
て
全
て
の
選
定

基
準
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
教
育

庁
担
当
課
と
も
こ
の
達
成
状
況
を
確
認
し
て

お
り
、
今
後
重
点
校
へ
の
追
加
指
定
の
検
討

を
依
頼
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
稿
や

各
種
講
師
を
お
務
め
い
た
だ
く
な
ど
、
進
路

指
導
へ
の
ご
支
援
あ
っ
て
の
も
の
と
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
し
な
が
ら
、
現
役
生
徒
へ
の
同

窓
生
な
れ
ば
こ
そ
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
伴
い
、
政
府
か
ら
「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
未
曽
有
の
事

態
に
お
い
て
、
本
校
の
対
応
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
長
ご
挨
拶

校
長
　
加
藤
　
隆
　

　
母
　
校
　
便
　
り

本
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応

に
つ
い
て

副
校
長
　
内
海
　
秀
一
　

母

校

便

り

母校便り　50



戦
・
球
技
大
会
・
東
京
工
業
大
学
模
擬
講
義
、

臨
海
教
室
（
臨
海
代
替
行
事
を
含
む
）
等
は

中
止
い
た
し
ま
し
た
。
朝
陽
祭
も
従
来
通
り

の
開
催
は
で
き
ま
せ
ん
。
高
体
連
主
催
の
大

会
や
発
表
会
等
も
相
次
い
で
中
止
と
決
定
さ

れ
、
在
校
生
、
と
り
わ
け
七
三
回
生
に
と
っ

て
は
残
念
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
次
の
目
標
へ
と
意
識
を
切
り
替
え
て
、

邁
進
し
て
ほ
し
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
三
）
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

生
徒
の
登
校
に
際
し
て
、
毎
朝
の
検
温
実

施
と
と
も
に
、
健
康
調
査
票
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
校
内
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
を

お
い
て
あ
り
、
密
を
避
け
る
た
め
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
目
印
も
廊
下
等
に

は
っ
て
あ
り
ま
す
。
非
接
触
型
体
温
計
、

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
ア
ク
リ
ル
板
等
を
調

達
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
の
感

染
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

東
京
都
か
ら
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
等
が
配
置
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
生
活
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
安
全
と

ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
一
）
臨
時
休
業
に
つ
い
て

　

令
和
二
年
三
月
二
日
か
ら
五
月
三
一
日
ま

で
、
都
立
学
校
は
臨
時
休
業
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
生
徒
は
、
修
了
式
と
始
業
式
の
み
、

時
差
通
学
で
登
校
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
在

校
時
間
も
必
要
最
小
時
間
と
い
た
し
ま
し
た
。

六
月
一
日
か
ら
は
、
時
差
、
分
散
登
校
に
よ

り
徐
々
に
生
徒
が
登
校
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

六
月
三
日
に
は
、
七
五
回
生
が
登
校
い
た

し
ま
し
た
。
入
学
式
こ
そ
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
威
風
堂
々
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
迎
え
ら

れ
て
、
校
長
先
生
の
講
話
、
新
入
生
誓
い
の

言
葉
等
、
ビ
デ
オ
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

六
月
五
日
に
は
セ
ミ
ナ
ー
講
習
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

（
二
）
教
育
活
動
に
つ
い
て

　

各
教
科
か
ら
学
年
団
を
通
じ
て
課
題
を
定

期
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
習
支
援
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

担
任
と
の
連
絡
、
相
談
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、Y

ouT
ube

に
各
教
科
か
ら

の
動
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

ZO
O

M

を
活
用
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
合
格
速
報
会
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

行
事
に
つ
い
て
は
、
入
学
式
・
進
路
講
演

会
・
遠
足
・
運
動
会
・
中
間
考
査
・
戸
山

2019年度主な行事
始業式 ４月８日（月）
入学式（73回生） ４月９日（火）　男子141　女子177　合計318
セミナー合宿（１年次生） ４月10日（水）　国立オリンピック記念青少年総合センター
運動会 ５月７日（火）　駒沢オリンピック公園総合運動場
戸山戦 ６月６日（木）　駒沢オリンピック公園総合運動場
臨海教室 ７月27日（土）～８月７日（水）　館山
宿泊防災訓練 ９月28日（土）～９月29日（日）　73回生対象
朝陽際 ９月７日（土）～９月８日（日）　両日で、5859名ご来場
勉強合宿 10月１日（火）～10月３日（木）　BumB 東京スポーツ文化館
修学旅行 １月９日（木）～１月11日（土）　沖縄本島
合唱コンクール 12月24日（火）　杉並公会堂
マラソン大会 １月31日（金）　昭和記念公園
卒業式 ３月17日（火）　男子152　女子165　合計317
修了式 ３月25日（水）

51　母校便り
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2019年度　母　校　行　事　ア　ル　バ　ム

₅月　運動会
駒沢オリンピック公園総合運動場

₄月　入学式

₉月　朝陽祭

₇〜₈月　臨海教室
館山

₁月　修学旅行
　　 沖縄
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国公立大学合格状況 私立大学合格状況

合計 現役 既卒 合計 現役 既卒 合計 現役 既卒
難関国立 21 16 5 私立大（難関） 201 139 62 私立大 243 192 51

東京大 3 2 1 早稲田大 84 63 21 亜細亜大 4 4
京都大 慶応大 31 23 8 桜美林大 2 1 1
東京工業大 10 7 3 上智大 26 16 10 神田外語大 0
一橋大 8 7 1 東京理科大 60 37 23 北里大 15 9 6

杏林大 7 5 2
旧帝大等 11 7 4 私立大（GMARCH) 403 326 77 工学院大 9 9

北海道大 2 1 1 学習院大 12 10 2 國學院大 9 9
東北大 7 5 2 明治大 116 92 24 国際基督教大 1 1
名古屋大 青山学院大 37 36 1 国士舘大 0
大阪大 1 1 立教大 67 54 13 埼玉医大 1 1
神戸大 1 1 中央大 76 58 18 芝浦工大 51 39 12
九州大 法政大 95 76 19 順天堂大 3 3

城西大 1 1
国立大 62 52 10 私立大 66 59 7 昭和大 1 1

岩手大 成蹊大 23 20 3 昭和薬大 3 3
宮城教育大 1 1 成城大 7 7 聖路加国際大 0
山形大 武蔵大 15 13 2 創価大 2 2
茨城大 1 1 明治学院大 21 19 2 大正大 1 1
筑波大 7 5 2 大東文化大 2 2
埼玉大 1 1 私立大（日東駒専） 135 116 19 拓殖大 0
千葉大 8 8 日本大 50 38 12 玉川大 8 8
お茶の水女子大 2 2 東洋大 67 61 6 多摩美術大 0
電気通信大 3 3 駒澤大 12 11 1 千葉工業大 4 4
東京医科歯科 2 1 1 専修大 6 6 帝京大 3 2 1
東京外国語大 2 2 帝京平成大 2 2
東京海洋大 1 1 私立大（女子大） 66 65 1 東海大 2 2
東京学芸大 6 6 跡見女子大 1 1 東京医大 2 2
東京芸術大 大妻女子大 3 3 東京医療保健大 1 1
東京農工大 10 9 1 学習院女子大 4 4 東京家政大 0
横浜国立大 11 9 2 共立女子大 1 1 東京経済大 1 1
信州大 2 1 1 駒沢女子大 東京工科大 1 1
山梨大 1 1 実践女子大 2 2 東京工芸大 3 3
静岡大 昭和女子大 6 6 東京慈恵医科大 0
金沢大 女子栄養大 1 1 東京女子医大 1 1
福井大 聖心女子大 2 2 東京造形大 2 2
岐阜大 津田塾大 6 6 東京電機大 6 5 1
京都教育大 東京女子大 17 17 東京都市大 7 4 3
奈良女子大 1 1 同志社女子大 1 1 東京農大 23 22 1
三重大 日本女子大 22 21 1 東京薬科大 3 3
香川大 1 1 和洋女子大 東邦大 7 5 2
徳島大 1 1 日赤看護大 4 4
九州工業大 1 1 日本社会事業大 0

日本獣医生命大 1 1
公立大 13 12 1 日本薬科大 1 1

東京都立大 11 10 1 文教大 2 2
前橋工科大 1 文京学院大 1 1
埼玉県立大 1 1 星薬科大 8 6 2
横浜市立大 専門学校・その他合格状況 武蔵野音楽大 0
都留文科大 武蔵野大 12 12
京都府立大 合計 現役 既卒 武蔵野美大 0
大阪府立大 専門学校 2 2 0 明治薬科大 1 1
大阪市立大 都立広尾看護専門学校 1 1 明星大 3 3

武蔵野調理師専門学校 1 1 目白大 2 2
大学校 4 4 0 横浜薬科大 0

防衛大学校 1 1 合計 現役 既卒 酪農学院大 2 2
気象大学校 その他 1 1 0 立正大 0
国立看護大学校 3 3 航空自衛隊 1 1 関西大 0

関西学院大 3 3
同志社大 4 1 3
立命館大 6 4 2
立命館アジア太平洋大 5 5

国公立大等合計 111 91 20 私立大等合計 1114 897 217

2020年入試　７２回生・既卒生　合格状況　（2020.4.8現在　判明分）

令　和　２　年　度　教　員　異　動
【退職者】
佐藤由紀夫（生物）　町田高校　非常勤教員
宮田智子　（英語）　日比谷高校　非常勤教員
春山珠衣　（英語）
【転出者】
田村智恵　（国語）　武蔵野北高校
辻井伸江　（国語）　大泉高校兼中学校
毛利　哲　（数学）　白鴎高校兼中学校
上松樹宏　（化学）　浅草高校
室井裕介　（保体）　桐ヶ丘高校
桑波田悟　（英語）　戸山高校
井慎一郎　（英語）　墨田川高校
仲松知子　（養護）　世田谷総合高校

【転入者】
菅原絵理　（国語）　桐ヶ丘高校
髙橋伸明　（国語）　田柄高校
松本葉子　（数学）　駒場高校
天海創　　（生物）　城東高校
川原井康夫（化学）　南多摩中等
佐藤拓　　（保体）　大江戸高校
杉山学　　（英語）　小松川高校
宇田川和弘（英語）　戸山高校
田中利美　（英語）　立川高校
新妻裕樹　（英語）　城東高校
益冨てるほ（養護）　橘高校



　

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
合

唱
団
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
何
年
か
を
経
て
、

多
少
の
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
ま

し
た
が
安
定
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
毎
回

練
習
に
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
ご
参
加
頂
い

て
お
り
ま
す
。
私
自
身
は
結
成
時
か
ら
指
揮

者
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
す
る
の
は
前

回
に
引
き
続
き
二
回
目
で
す
。
今
回
は
三
十

分
も
の
演
奏
枠
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

の
合
唱
団
で
は
こ
れ
だ
け
の
時
間
を
歌
い
続

け
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ミ
ナ
の
不

安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
歌
い
切
れ
て

ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
合
唱
団
の
技
術
的
・
芸
術
的
向

上
と
、
団
員
の
皆
様
が
本
当
に
ご
満
足
頂
け

る
の
は
本
格
的
な
合
唱
曲
作
品
を
き
っ
ち
り

や
る
事
だ
と
固
く
信
じ
て
お
り
、
皆
様
の
よ

く
ご
存
じ
の
曲
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
心
に

き
ま
し
た
。
当
日
は
プ
ロ
・
ア
マ
オ
ケ
に
て

ご
活
躍
中
の
方
や
、
久
々
に
楽
器
を
手
に
し

た
方
な
ど
、
様
々
な
先
輩
方
が
駆
け
つ
け
て

下
さ
り
、
管
・
打
楽
器
や
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
そ
し
て
七
十
余
名
の
大
編
成
に
よ
る
演

奏
を
行
い
ま
し
た
。
先
輩
方
と
の
楽
し
い
演

奏
を
通
し
て
、
初
心
者
が
多
い
部
員
た
ち
も

将
来
に
わ
た
り
音
楽
を
愛
し
、
そ
し
て
伝
統

を
引
き
継
ぐ
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
部
員
の
指
揮
で
「
ふ
る
さ
と
」

「
校
歌
」
を
演
奏
し
、
会
場
の
皆
様
に
合
唱

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
ホ
ー
ル
を
揺

る
が
す
六
中
健
児
た
ち
の
演
奏
と
歌
声
で
、

部
員
た
ち
は
改
め
て
「
大
家
族
主
義
」
を
実

感
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
の
演
奏

に
あ
た
り
、
調
整
役
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま

し
た
小
林
悦
子
様
（
三
五
回
）
を
は
じ
め
、

管
弦
楽
部
の
先
輩
方
や
朝
陽
同
窓
会
の
関
係

各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
管
弦
楽
部
へ
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
新
宿
高
等
学
校
軽
音
楽

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
た
り
総
会
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
等
で
も
ご
批
判
を
受
け
る
と
こ

ろ
な
の
で
す
が
、
御
理
解
頂
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。
是
非
私
た
ち
と
共
に
、
人
の
声
で
作

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
体
験
し
て
み
て
下
さ
い
。

あ
な
た
も
必
ず
病
み
付
き
に
な
る
こ
と
を
保

証
い
た
し
ま
す
。

　
「
五
九
代
」「
六
十
代
」。
管
弦
楽
部
顧
問

の
拝
命
直
後
は
、
部
員
達
が
こ
う
呼
び
合
う

姿
を
不
思
議
に
思
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ

は
、作
曲
家
の
池
辺
晋
一
郎
先
生
（
十
五
回
）

が
初
代
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
由
来

で
、
二
〇
二
一
年
に
は
創
部
六
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
長
い
歴
史
を
誇
る
当
部
の
先
輩
方
を

お
迎
え
し
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
て
現

役
部
員
と
合
同
で
演
奏
す
る
機
会
を
い
た
だ

朝
陽
合
唱
団
で
あ
な
た
と
ハ
ー
モ
ニ
ー

朝
陽
合
唱
団
指
揮
者　

小
峰
和
則

創

立

百

周

年

記

念

特

集

管
弦
楽
部
で
も
引
き
継
が
れ
る

大
家
族
主
義

新
宿
高
校
管
弦
楽
部
顧
問　

毛
利
哲

全
員
集
合
！

　

大
コ
ン
サ
ー
ト
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

～
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
「
音
楽
会
」～

伝
統
と
新
し
い
世
代

　

新
宿
高
校
軽
音
楽
部
顧
問　

春
山
珠
衣
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部
顧
問
の
春
山
と
申
し
ま
す
。
昨
秋
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
て
、
軽
音
楽
部
の
生
徒
が

先
輩
方
の
前
で
演
奏
す
る
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
生
徒
は
当
日
非
常
に
緊
張
し
て
い

る
様
子
で
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
り
ま
し
た
。
最

初
の
曲
は
、「
六
中
健
児
の
歌
」。
先
輩
た
ち

と
盛
り
上
が
る
た
め
に
ど
ん
な
曲
を
演
奏
す

る
と
い
い
か
、
自
分
た
ち
で
一
生
懸
命
考
え

て
持
っ
て
き
た
曲
で
し
た
。
普
段
は
積
極
的

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
演
奏
し
て
い
る
バ
ン
ド

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
敢
え
て
選
曲
に
つ
い
て
は
一
切
口
出
し

を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
意
義
を
考
え
、
先
輩
た
ち

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
曲
を
選
び
つ
つ
、

自
分
た
ち
の
色
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
本
番
に
臨
ん
だ
生
徒

の
姿
を
見
て
、
生
徒
の
成
長
を
感
じ
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
普
段
の
大
会
や
ラ
イ
ブ
と
は

異
な
る
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
演
奏

と
い
う
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、

生
徒
の
こ
の
よ
う
な
成
長
が
あ
っ
た
と
あ
り

が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。
重
ね
重
ね
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
を
実
現

し
た
い
と

の
皆
の
強

い
希
望
も

あ
っ
て
体

格
の
良
い

山
岳
部
と

水
泳
部
、

足
の
速
い

陸
上
部
の

数
人
を
誘

い
込
み
簡

単
な
ル
ー

　

昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
は
日
本
チ
ー
ム

の
大
活
躍
で
国
中
が
熱
狂
し
た
が
、
私
も

準
々
決
勝
で
は
高
校
の
後
輩
と
一
緒
に
ビ
ー

ル
片
手
に
熱
く
日
本
チ
ー
ム
に
声
援
を
送
っ

た
一
人
で
あ
っ
た
。

　

私
と
ラ
グ
ビ
ー
と
の
縁
は
新
宿
高
校
で
始

ま
っ
た
が
、
入
学
時
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部
は
存

在
し
て
お
ら
ず
、
陸
上
部
に
入
っ
た
も
の
の

ラ
グ
ビ
ー
へ
の
愛
着
は
抑
え
難
く
、
２
学
年

に
な
っ
て
同
好
の
数
人
と
図
っ
て
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
た
。
数
人
と
は
ま
さ
し
く
数
人
で

５
人
位
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
学
校

非
公
認
な
の
で
他
部
の
白
い
眼
を
背
に
感
じ

な
が
ら
自
腹
で
購
入
し
た
楕
円
球
の
ボ
ー
ル

を
細
々
と
グ
ラ
ン
ド
の
片
隅
で
追
い
か
け
て

い
た
。
そ
の
内
に
後
輩
も
加
わ
り
ク
ラ
ブ
と

し
て
の
形
態
は
あ
る
程
度
整
い
つ
つ
あ
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
試
合
が
出
来
る
十
五
人
に
は

程
遠
く
、
ひ
た
す
ら
当
て
の
な
い
練
習
に
明

け
暮
れ
る
日
々
で
あ
っ
た
。
部
員
が
増
え
試

合
が
出
来
る
日
が
必
ず
や
来
る
と
皆
信
じ
て

辛
い
練
習
に
耐
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
ラ
グ

ビ
ー
へ
の
熱
い
情
熱
故
で
あ
っ
た
思
う
。

　

最
終
学
年
に
な
り
卒
業
す
る
ま
で
に
は
試

ル
説
明
と
素
人
に
は
危
険
な
タ
ッ
ク
ル
は
禁

止
と
い
う
奇
妙
な
指
示
だ
け
で
俄
か
部
員
に

仕
立
て
上
げ
、
何
と
か
十
五
人
揃
え
て
他
校

と
の
試
合
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
結
果
は
言
わ
ず

も
が
な
で
あ
っ
た
が
、
当
日
は
生
憎
の
雨
で

試
合
後
に
付
近
の
銭
湯
で
試
合
相
手
と
一
緒

に
仲
良
く
体
に
こ
び
り
付
い
た
泥
を
洗
い
落

と
し
て
ノ
ー
サ
イ
ド
精
神
を
大
い
に
実
感
し

た
。

　

卒
業
後
は
度
々
指
導
に
訪
れ
て
多
く
の
後

輩
に
巡
り
会
え
、
現
在
も
続
い
て
い
る
そ
の

時
代
の
仲
間
と
の
定
期
的
な
ゴ
ル
フ
と
会
合

が
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
残
念
な

こ
と
に
廃
部
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
い
つ
の

日
か
ラ
グ
ビ
ー
に
情
熱
を
持
っ
た
若
者
達
が

グ
ラ
ン
ド
を
駆
け
回
る
姿
を
も
う
一
度
見
た

い
も
の
で
あ
る
。

青
春
を
捧
げ
た
あ
の
ク
ラ
ブ
の復

活
を
願
う

青
春
に
刻
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー

竹
内
光
介
（
十
五
回
）

夏合宿で後輩部員と共に
（1966 年新潟県苗場）
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し
た
。
で
も
木
に
登
っ
た
り
、
細
い
塀
の
上

を
歩
い
た
り
す
る
の
は
好
き
だ
っ
た
の
で
、

素
質
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
輩

方
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
入
部
し
た
の
で
す
が
、

同
期
は
皆
、
中
学
生
の
時
に
体
操
を
や
っ
て

い
た
経
験
者
で
、
バ
ク
転
や
バ
ク
宙
な
ど
は

軽
々
と
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
劣

等
感
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
何
と
し
て

も
追
い
つ
き
た
い
、
自
分
も
同
じ
よ
う
な
技

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く
思
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
練
習
は
週
三
日
、

二
年
生
、
三
年
生
の
先
輩
方
の
他
に
、
卒
業

さ
れ
大
学
生
だ
っ
た
先
輩
方
が
毎
日
の
よ
う

に
指
導
に
来
て
下
さ
っ
て
い
た
の
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
今
思
う
と
ど
う
し
て
そ
ん

な
に
先
輩
方
に
は
時
間
が
あ
っ
た
の
か
不
思

議
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
先
輩
方
の
ご
指

導
の
お
陰
で
、
メ
キ
メ
キ
と
力
を
付
け
、
技

を
習
得
し
て
い
け
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
ご
指
導
し
て
頂
い
た
体
操
部
顧

問
の
松
崎
先
生
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
先
生
は
本
当
に
お
っ

か
な
か
っ
た
で
す
。
先
生
が
体
育
館
に
来
る

だ
け
で
、
空
気
が
ピ
ン
と
張
り
つ
め
た
よ
う

に
変
わ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
代
で
あ
っ
た
ら
、
間
違
い
な
く
パ

ワ
ハ
ラ
や
モ
ラ
ハ
ラ
、
ア
カ
ハ
ラ
で
訴
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
な
厳
し
い
練
習
、
罵
声
の
嵐

の
毎
日
で
し
た
。
で
も
あ
れ
だ
け
酷
い
こ
と

を
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
恨
み
は
全
く
ご
ざ

う
で
す
。
昨
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
二
四
～

三
一
回
生
の
Ｏ
Ｂ
会
に
十
五
～
十
七
回
生
の

数
名
が
招
待
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

夏
ご
ろ
か
ら
統
合
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
結
成
す

べ
く
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
十
五
回
生
か
ら

四
九
回
生
ま
で
を
網
羅
し
た
名
簿
も
最
近
作

成
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と
人
数
は
九
十
名
を

超
え
て
い
ま
し
た
。
今
年
六
月
に
は
卒
業
年

度
の
差
が
三
十
年
以
上
に
亘
る
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
何
人
の
方
が

出
席
し
て
く
れ
る
か
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
各
Ｏ
Ｂ
会
と
連
絡
が
取
れ
て

い
な
い
Ｏ
Ｂ
の
方
が
い
ら
し
た
ら
是
非
小
生

宛
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
が
体
操
部
に
入
る
き
っ
か
け
は
、
高
校

に
入
学
し
て
間
も
な
く
体
育
館
の
前
を
通
っ

た
時
に
先
輩
ら
に
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
私
は
中
学
生

の
時
は
陸
上
の
短
距
離
を
や
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
器
械
体
操
は
全
く
の
未
経
験
で
し
た
。

バ
ク
転
や
バ
ク
宙
な
ど
全
く
で
き
ま
せ
ん
で

　

今
春
発
行
さ
れ
る
「
朝
陽
六
九
号
」
百
周

年
記
念
特
集
に
柔
道
部
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
と
の
こ
と
、
大
変
有
難
い
お
話
な
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
新
宿
高
校
に
は
も
う

柔
道
部
は
あ
り
ま
せ
ん
。
廃
部
に
な
っ
て
か

ら
十
年
以
上
経
つ
よ
う
で
す
。
長
年
に
亘
り

ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
戸
山
高
校
に
も
柔
道
部
は

現
在
無
い
と
か
。　

競
技
柔
道
は
別
に
し
て

ア
マ
チ
ュ
ア
の
学
校
柔
道
は
衰
退
す
る
一
方

で
、
私
の
よ
う
に
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
同

好
会
的
な
雰
囲
気
で
柔
道
を
楽
し
ん
で
き
た

者
に
は
寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
。　

　

私
が
関
わ
っ
て
き
た
十
五
～
十
七
回
生
の

柔
道
部
と
そ
の
後
の
Ｏ
Ｂ
会
に
つ
い
て
は
数

年
前
の
朝
陽
で
触
れ
ま
し
た
の
で
今
回
は
最

近
の
大
変
う
れ
し
い
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
柔
道

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
統
合
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
全
く
知
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
同
窓
会
事
務
局
の
お
陰
で
私

達
よ
り
若
い
世
代
の
Ｏ
Ｂ
会
が
二
つ
あ
り
、

計
三
つ
の
Ｏ
Ｂ
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
番
年
長
が
私

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
十
五
～
十
七
回
生
、
二

番
目
が
主
に
二
四
～
二
八
回
生
、
三
番
目
が

Ｏ
Ｇ
を
含
む 

主
に
三
一
～
三
五
回
生
で
す
。

更
に
若
手
の
四
八
、
四
九
回
生
の
Ｏ
Ｂ
も
二

番
目
、
三
番
目
の
会
に
顔
を
出
し
て
い
る
よ

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会 

統
合
へ

椎
名
孝
雄
（
十
五
回
）

わ
が
ク
ラ
ブ
、
体
操
部
の
思
い
出

体
操
部
Ｏ
Ｂ　

吉
澤
剛
士
（
三
一
回
）
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で
昼
休
み
に
や
っ
て
い
た
。
だ
け
ど
、
学
校

側
が
、
外
か
ら
見
え
な
い
所
で
や
れ
と
か
週

一
回
に
し
ろ
と
か
色
々
い
う
の
で
揉
め
て
い

た
。
ま
た
都
高
連
の
こ
と
も
紙
面
を
賑
わ
し

て
い
た
。
高
校
生
の
自
主
的
な
活
動
が
盛
ん

だ
っ
た
。

　

朝
陽
時
報
に
は
広
告
を
載
せ
て
い
た
。
主

に
出
版
社
の
広
告
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
予
備

校
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
映
画
も
。
新
東
地

下
、
日
活
名
画
座
、
新
宿
セ
ン
ト
ラ
ル
な
ど
。

映
画
館
の
広
告
料
は
招
待
券
だ
っ
た
の
で
、

部
員
で
分
け
て
映
画
館
に
通
っ
た
。
だ
が
そ

れ
が
生
徒
会
で
問
題
に
な
っ
て
広
告
の
掲
載

は
禁
止
に
な
り
、
七
九
号
か
ら
広
告
は
一
切

な
く
な
っ
た
。

　

同
期
生
は
、
女
五
人
（
高
山
貞
子
、
二
瓶

治
子
、
西
本
茜
、
早
川
凱
子
、
松
井
裕
子
）

と
男
五
人
が
最
後
ま
で
い
た
。
卒
業
間
際
に

男
た
ち
は
小
説
を
書
い
て
、
ガ
リ
版
刷
り
の

小
説
集
を
作
っ
た
。
題
し
て
「
憶
ひ
人
」。

好
き
な
人
に
贈
ろ
う
と
、
一
人
十
部
ず
つ
五

十
部
印
刷
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、
そ
ろ
っ
て

浪
人
し
た
。
だ
が
大
学
は
無
事
に
四
年
で
卒

業
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
ん
だ
。
新
聞

委
員
長
だ
っ
た
高
橋
康
夫
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ

部
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
内
山
晟
は
動
物
写

真
家
、
島
松
尚
宏
は
日
本
旅
行
、
山
形
真
功

は
中
央
公
論
社
、
ぼ
く
は
松
竹
で
映
画
監
督
。

誰
も
新
聞
記
者
に
な
っ
た
者
は
い
な
い
。

　

新
研
時
代
は
、
ぼ
く
の
青
春
の
始
ま
り

　

新
聞
記
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

入
学
す
る
と
迷
わ
ず
新
聞
研
究
部
（
新
研
）

に
入
っ
た
。
正
門
を
入
る
と
左
側
に
朝
陽
会

館
が
あ
り
、
幾
つ
か
の
部
室
が
あ
っ
た
。
新

研
の
部
室
は
二
階
で
外
階
段
か
ら
上
が
っ
た
。

同
期
生
は
、
男
九
人
、
女
五
人
。
一
九
五
七

年
で
あ
る
。「
朝
陽
時
報
」
と
い
う
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
四
頁
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
た
。
第

一
号
は
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
）
の
都
立

第
六
高
校
時
代
。
新
宿
高
校
発
行
と
な
る
の

は
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
の
第
一
六
号

か
ら
で
あ
る
。

　

ぼ
く
が
部
長
だ
っ
た
の
は
、
二
年
生
の
第

七
八
号
～
八
九
号
。
一
年
上
に
佐
竹
義
一
、

佐
藤
礼
次
。
二
年
上
に
高
橋
一
修
、
池
田
泰

子
。
一
年
下
に
大
羽
宏
一
、
寺
尾
方
孝
、
三

宅
康
司
。
二
年
下
に
佐
竹
修
身
、
山
形
真
史
。

大
先
輩
に
白
鳥
令
が
い
た
（
敬
称
略
）。
紙

面
を
い
ろ
い
ろ
改
革
し
た
。
教
師
の
「
私
の

学
生
時
代
」
を
や
め
、「
こ
ん
な
こ
と
あ
ん

な
こ
と
」
を
新
設
、
作
家
の
佐
多
稲
子
さ
ん
、

音
楽
評
論
家
の
吉
田
秀
和
氏
等
、
い
ろ
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
父
兄
に
書
い
て
貰
っ
た
。

前
か
ら
の
「
変
わ
り
種
先
輩
訪
問
」
に
は
、

逆
に
力
を
入
れ
た
。

　

当
時
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
は
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
で
あ
る
。
有
志
が
第
一
グ
ラ
ン
ド

い
ま
せ
ん
。
他
の
Ｏ
Ｂ
達
も
皆
同
じ
気
持
ち

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
体
操
部
の
Ｏ

Ｂ
会
は
年
に
一
～
二
回
、
松
崎
先
生
を
囲
ん

で
新
年
会
や
親
睦
会
を
今
で
も
続
け
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。
も
し
本
当
に
憎
ん
で
い
た
り
、

恨
ん
で
い
れ
ば
誰
も
集
ま
ら
な
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
が
毎
年
大
勢
の
Ｏ
Ｂ
達
が
集
ま
り

ま
す
。
皆
集
ま
る
と
私
と
同
じ
よ
う
な
厳
し

い
仕
打
ち
を
さ
れ
た
時
の
こ
と
や
苦
し
か
っ

た
時
、
厳
し
か
っ
た
時
の
思
い
出
を
楽
し
そ

う
に
話
し
合
い
ま
す
。
今
の
時
代
は
ち
ょ
っ

と
で
も
何
か
暴
力
的
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
直

ぐ
に
訴
え
ら
れ
た
り
す
る
ご
時
世
で
す
が
、

そ
の
人
の
能
力
を
伸
ば
し
た
い
と
い
う
愛
情

の
あ
る
厳
し
さ
や
怒
号
は
人
を
成
長
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
も
の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
私
は
新
宿
高
校
体

操
部
に
入
部
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
今
で

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
の
厳
し
か
っ
た
練

習
や
新
し
い
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
感
じ
た
感
動
は
一
生
の
宝
物
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

新
研
時
代
は
青
春
の
始
ま
り
だ
っ
た

仲
倉
重
郎
（
十
二
回
）
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だ
っ
た
。
だ
が
、
今
の
新
宿
高
校
に
は
新
聞

研
究
部
は
な
い
と
い
う
。「
新
研
」
は
、い
つ
、

ど
う
し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

…
。

　

＊
朝
暘
時
報
は
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）

一
月
二
八
日
発
行
の
第
一
二
七
号
ま
で
の
縮
刷

版
が
あ
る
。
こ
の
原
稿
も
そ
の
お
世
話
に
な
っ

た
。
編
集
者
に
心
か
ら
お
礼
を
い
い
た
い
。

　

新研時代の風巻顧問先生と仲間達
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桶狭間の戦いの真相究明が進まなかった理由
　永禄三年（1560）の桶狭間の戦いは、460 年たって
も真相究明に至っていない。その理由は「戦い前夜、
義元は沓掛に居たはず」という江戸時代の間違った定
説に「迂回奇襲説」や「正面攻撃説」等ほとんどの先
行研究が囚われていたからであった。戦い前夜の義元
の居場所が間違っていたため、真相究明が進まなかっ
たのだ。

戦い前夜、義元は（沓掛ではなく）大高に居た
　一方、一級史料の『信長公記』天理本などの書写時
期が古い写本類は「戦い前夜、義元は大高に居た」と
読めることを、著者が初めて解明した。これが史実で
あった。

移動のため後退をやめない義元を、信長は追撃した
　桶狭間の戦いは、織田軍二千が、今川軍三千以上の
首を取る圧勝であった。なぜ、このようなワンサイド
ゲームが起こったのか。それは、漆山から池鯉鮒（知立）
に移動・後退中だった今川軍を、織田軍が追撃したか
らだった。撤退戦・追撃戦の形になったのである。
　なお、この新説「後退追撃説」の発案者はかぎや散
人氏であり、著者は、新説名を命名したのと、新説が
正しいことを歴史学的に証明した。（著者は、工学部
出身で、高校時代、古文が苦手科目だった。歴史の本
を出すと言ったら、古文の小島先生は腰を抜かすこと
だろう）

２１回生　竹内元一　著
桶狭間の戦い前夜の真実
出版社：甲子園出版
電子本　　９００円＋税
印刷本　２４００円＋税
アマゾンで注文して下さい
（書店にはありません）
「アマゾン　竹内元一
桶狭間」で検索

広　告



『六声会合唱団』では団員を募集しています

　私たちは新宿高校ＯＢによって結成された男声合唱団ですが、今年で結成７０周年を
迎えるのを機に、指揮者に「東京混声合唱団」理事で指揮者の山田茂さんをお迎えしま
した。つきましては、『六声会』のさらなる発展のために合唱団員を大募集いたします。

　ＯＢはもちろん、ＯＧの旦那様も大歓迎ですので、私たちとご一緒に楽しく歌ってい
ただけたら大変嬉しく思います。ＯＧの方々には音楽好きの旦那様へのお声がけと週一
回の練習場への送り出しを宜しくお願いいたします。家庭円満のために。

男声合唱のジャンルについて：
　男声合唱のジャンルは合唱組曲、民謡、オペラ合唱曲、黒人霊歌、宗教曲、現代曲、
ポピュラー曲など多岐にわたり、それぞれのジャンルには歌ってみたい曲が無尽蔵にあ
り、男声合唱は合唱音楽の宝庫となっています。
　合唱コンクールでは自由曲の多くが現代曲で、軽業のようなテクニックで火花を散ら
し優劣を競う傾向にありますが、私たちは思わず口ずさみたくなる旋律や歌詞のある従
来からの伝統的な音楽を楽しむことに重点を置いています。

最近の練習曲：
　一昨年は多田武彦の男声合唱組曲「柳河風俗詩」、昨年はイタリアの「トスティ歌曲
集」を中心に、シベリウスの「フィンランディア」、ロイド・ウェッバーのミュージカ
ル曲「キャッツ」から、その他の愛唱曲に取り組みました。

これからの練習曲：
　今年は『旅』をテーマに、「遠くへ行きたい」（福永陽一郎編曲）、「いい日旅立ち」

（宇田川安明編曲）、「芭蕉布」（西岡瞳編曲）、「北帰行」（磯部俶編曲）、「青葉城恋唄」
（石川浩編曲）、「川の流れのように」（西岡瞳編曲）の六曲を練習する予定です。
　これら六曲は日本人の誰もが聞き覚えのあるポピュラーの名曲ですが、西岡瞳さん

（東京芸大作曲科卒）が早大グリークラブＯＢ合唱団のために優しさと芸術性を備えた
間奏曲でつなぎ男声合唱曲集として編集したもので、初心者の方もすぐに歌える曲で
す。

今後の演奏予定：
　毎年、春秋２回の新宿区音楽祭、２０２２年母校百周年記念音楽会等に出演予定。

練習場所、時間、その他：
　場所：新宿区百人町１－１５－２５ サール・ムジカ（JR 山手線「新大久保駅」改札
　　　　より西へ徒歩２分、皆中稲荷神社前）　
　時間：毎週月曜日 午後６：３０～８：３０
　会費：月５０００円（入団より３か月間は会費不要）
お問い合わせ先：
　何でも結構ですので、興味ある方は下記のメールアドレスへお問い合わせ下さい。
e-mail : kistatsu@gmail.com 岸田（２５）stoneslope2012@gmail.com 石坂（１７）
なお、六声会合唱団ホームページより過去の演奏を試聴できます。
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••••平成３1年度朝陽同窓会総会議事••••
₁．平成30年度活動報告と決算
•　�平成30年 ３ 月末募金実績　5,540万円　　2,479名
•　�全 ８ 支部で総会開催、戸山交流戦、東京校歌祭、朝陽クラブなど同窓会活動を展

開
•　�100周年記念事業
　　第 ３回朝陽奨学金支給：学年奨学金 ７名、あい奨学金 ５名
　　集いの場創設：100周年記念準備室賃借
　　記念祝賀会・記念音楽会準備委員会及び100周年誌編集室の発足
•　�母校キャリア教育支援：進路部通信への寄稿、キャリアガイダンス講師派遣
₂．平成31年度活動計画と予算
•　�役員人事：西出紀久幹事長代行兼副会長就任
　　100周年記念募金第三期：目標5,000万円　31度目標2,500万円
•　�100周年記念事業：記念祝賀会・記念音楽会、100年誌編集室の継続
•　�母校キャリア教育を引き続き支援：進路部通信への寄稿、キャリアガイダンス講

師派遣、特別講義
•　�全国 7支部で総会開催、戸山交流戦、東京校歌祭、朝陽クラブなど同窓会活動を

展開
•　�第 5 回ホームカミングデー開催（音楽を中心に）
•　�組織強化活動開始
各議案とも吉村幹事長より報告・提案があり、異議なく承認
₃．総会記念講演は次々ページ「あるジャーナリストの回想」をご覧ください

母　校　支　援
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
平成31年度母校キャリア教育支援

　母校は平成27年度からキャリア教育充実のため新たな取り組みを始めました。
同窓会ではこれを重要な母校支援の一つととらえ全面的に支援してきました。平
成31年度も母校の要望に応え、各界で活躍する同窓生の協力を得て、講師の派遣、
体験談の寄稿など、母校を支援してきました。

（１）　キャリアガイダンスへの講師派遣
　キャリアガイダンスは、 1年生の文理選択の参考に母校が開催する先輩の体験談講演会
です。平成31年度キャリアガイダンスは令和 2年 2月12日（水）の午後、 1年次教室等16教
室を使って実施され、下記の16名の方々が講師を務めて下さいました。
　 卒業回 氏名 現職・主たる経歴等

15 馬場　悠男 元 国立科学博物館人類研究部長
21 清川　清一 国際機関勤務 40 年
23 太田　正行 元新宿高校教師（社会科）
24 佐野　良雄 三井物産定年退職後　元名古屋大学大学院教授（経済学）
24 酒井　邦彦 弁護士・元広島高検検事長
25 篠原　厚子 清泉女子大人文科学研究所教授（健康科学）
25 竹迫　和美 医療通訳、（現在）米国大学大学院生
26 植田　益朗 アニメプロデューサー
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 朝陽同窓会会員諸氏の寄贈著書紹介 
平成31年度にも多くの卒業生から以下の著書の寄贈をいただきました。

著者名 卒回 書　　　　　　名 出　版　社 本体価格
古川　秀昭 15 目に見えないものを　熊谷守一 ミネルバ書房 ¥3,200
間野　暢興 21 観光と文学に学ぶドイツ語・イタリア語・フランス語 星雲社 ¥1,800

遠藤　誉 13
米中貿易戦争の裏側 毎日新聞出版 ¥1,700
激突！遠藤VS田原「日中と習近平国賓」 実業之日本社 ¥1,600

木谷　東男 21 新宿 渋谷 原宿 盛り場の歴史散歩地図（著者 赤岩州五）草思社 ¥2,000

阿部　浩一 38
中世史講義 ちくま新書 ¥860
「生存」の歴史と復興の現在　3・11分断をつなぎ直す 大月出版 ¥3,400
歴史を未来につなぐ「3.11からの歴史学」の射程 東京大学出版会 ¥1,400

過去の実施内容は同窓会ホームページ下記サイトでご覧になれます。

（２）　月刊紙『進路部通信』”先輩からの言葉”への寄稿
　母校進路指導部が平成27年度に創刊した月刊紙『進路部通信』（A4サイズ 4ページ）に毎
号 1ページ、各界第一線で活躍する同窓生が、現役生徒の進路選択の参考となり、励みと
なる原稿を寄稿しています。平成31年度発行の45 ～ 55号で下記の方々が執筆者されました。

寄稿内容は同窓会ホームページでご覧になれます。

（３）　各種母校支援
　この他にも、①各部活OBOG会による現役支援、②奨学金支給、③定期健康診断への医
師応援、④財団法人朝陽会による臨海教室支援、インターンシップ受入れほか、様々な場
面で母校への熱い思いを持った様々な組織、同窓会員が母校支援を繰り広げています。

発行号 氏　名 卒回 寄稿タイトル
45（2019.₄） 佐野良雄 24 新宿高校から始まった私の「グローバル体験」
46（2019.₅） 関根　聡 35 「夢を持たずにここまで来た」
47（2019.₆） 村田靖子 14 美術史研究者として
48（2019.₇） 卜部栄明 23 「歓喜の瞬間を経験する…インターハイに優勝して」
49（2019.₉） 福山知子 38 働くって最高！！？
50（2019.10） 金築誠志 15 裁判官の仕事
51（2019.11） 関井　隆 32 ワガママのススメ
52（2019.12） 小池洋次 21 アウトプットなければインプットなし
53（2020.₁） 山口紀生 23 「出合った現実の中にすべてがある」
54（2020.₂） 北村岳子 31 焦らず努力していれば　必ず花が咲く
55（2020.₃） 小清水 漸 15 悩むことは大切だよ

26 三矢　惠子 NHK放送文化研究所メディア研究部
31 中越　一統 公認会計士　理系から公認会計士に
34 潮　　智史 朝日新聞スポーツ部（専門はサッカー）
34 細矢　　剛 国立科学博物館植物研究部
38 福山　知子 カルビー㈱　元執行役員
43 西村　雄一 日本サッカー協会プロフェッショナルレフェリー・元サッカー国際審判員
48 原田　将史 一級建築士・設計事務所代表
48 須田健太郎 （株）電通クリエイティブディレクター
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卒業年月 卒業回 年会費 長期会費 合計
1959年3月 11回生 20 58 78
1960年3月 12回生 18 57 75
1961年3月 13回生 14 66 80
1962年3月 14回生 21 82 103
1963年3月 15回生 8 123 131
1964年3月 16回生 21 64 85
1965年3月 17回生 13 70 83
1966年3月 18回生 15 86 101
1967年3月 19回生 17 89 106
1968年3月 20回生 19 83 102
1969年3月 21回生 9 56 65
1970年3月 22回生 20 49 69
1971年3月 23回生 14 57 71
1972年3月 24回生 11 85 96
1973年3月 25回生 7 72 79
1974年3月 26回生 7 72 79
1975年3月 27回生 8 54 62
1976年3月 28回生 8 46 54
1977年3月 29回生 5 41 46
1978年3月 30回生 10 57 67
1979年3月 31回生 3 42 45
1980年3月 32回生 2 30 32
1981年3月 33回生 6 32 38
1982年3月 34回生 9 36 45
1983年3月 35回生 4 37 41
1984年3月 36回生 2 23 25
1985年3月 37回生 7 40 47
1986年3月 38回生 4 34 38
1987年3月 39回生 3 21 24
1988年3月 40回生 2 23 25
1989年3月 41回生 2 24 26
1990年3月 42回生 1 18 19
1991年3月 43回生 2 13 15
1992年3月 44回生 1 11 12
1993年3月 45回生 0 15 15
1994年3月 46回生 0 7 7
1995年3月 47回生 1 10 11
1996年3月 48回生 1 9 10
1997年3月 49回生 0 3 3
1998年3月 50回生 0 5 5
1999年3月 51回生 1 6 7
2000年3月 52回生 0 6 6
2001年3月 53回生 2 7 9
2002年3月 54回生 0 3 3
2003年3月 55回生 2 6 8
2004年3月 56回生 0 4 4
2005年3月 57回生 0 4 4
2006年3月 58回生 1 5 6
2007年3月 59回生 2 2 4
2008年3月 60回生 2 6 8
2009年3月 61回生 0 8 8
2010年3月 62回生 1 7 8
2011年3月 63回生 0 4 4
2012年3月 64回生 2 5 7
2013年3月 65回生 3 5 8
2014年3月 66回生 0 0 0

331 1,878 2,209合計
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年会費 長期会費 合計 

2018年度実績 

年会費　　   331名  　  668千円 
長期会費　 1,878名　 3,129千円 
合計　　　 2,209名　　 3,797千円 

対象人数　12,705名＊ 
納入率　　 17％ 

＊「朝陽」発送者数の内、卒業5年目まで 
　及び寿会員（80歳以上）を除く人数 

 会費卒業年次別納入者分布表　 2,209名（内、長期 1,878名）　 2018 年度 

　同窓会活動は皆様からの会費が唯一の収入源です。同窓会報「朝陽」の発行、母校支援など、同窓会活動はすべて皆様からの会費で運営しています。  
　2018年度の会費納入状況は下表の通り17％の低率にとどまっており、このままでは今後の運営に支障が出かねません。 
年会費は2,000円です。　同窓会維持・発展のために、一層のご協力をお願いします。 

卒業年次別会費納入状況　－　会費納入にご協力をお願いします　－ 
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 会費納入・寄付に銀行振込・クレジットカード支払いをご利用ください
　この度会費・寄付金の払込方法について、旧来からの「郵便局払込書」に加えて、
「銀行 振込」、「クレジット決済」による払込が出来る様にしました。具体手続き方法、
振込用紙の書き方などにつきましては、同窓会ＨＰ（http://www.nchouyou.net/
kaihi_kifu.html）をご覧ください。

（１）郵便局払い込みの場合
　振込先口座番号　00170-8-147510　　　　加入者名　都立新宿高等学校朝陽同窓会
（２）銀行振込の場合の振込先口座
　三菱UFJ 銀行新宿通支店（支店番号050）　普通　2699254 　朝陽同窓会
（３）クレジット決済をご利用の場合は、前記同窓会HPから手続きをしてください。
　ご利用可能なカードは VISA MasterCard の２種類です。

なお、振込に際しましては、同姓同名の方の混同避けるため、振込依頼人のお名前
に、卒業回を附記してくださいますようお願いしております。そのため、ＡＴＭ・銀
行カードを使ってお振り込みの場合、振込依頼人をカード名義人とはせずに、卒回を
付加して手入力ください。具体的には上記ＨＰに記載の説明をご覧ください。

 ☆会費の種類
　①　年 会 費… 2,000円
　②　長期会費…10,000円（₆年間有効）
　①、②のいずれかをお選びいただけま
す。毎年の納入が煩わしい方には長期会
費をお勧めいたします。いずれも本誌に
同封の振込用紙をご利用下さい。
☆会費納入の免除
•�卒業時又は入学時に入会された会員は
入会金を納めていますので、卒業後５
年間は納入免除です。今年は68～72回
生の方々が該当いたします。
•�現・旧職員［名誉会員］と80歳以上
［寿会員］は納入免除です。今年の寿
会員は中１～新11回生の方々です
が、上記致しましたように、引き続
き会費の納入いただければありがた

く存じます。
☆期間
•�会計年度は４月～翌年３月で、会費は
納入した年度から起算いたします。

•�重複した期間があった場合には、有効
期間が重ならないよう連続期間として
扱います。

•�寿会員から納入された場合は、総会で
の既約変更を待って、会費の納入がな
されたとして処理します。

☆寄付金
•�昨年も多くの方々からご寄付を頂きま
した。今年度もご寄付頂ければまこと
にありがたく存じます。今後ともよろ
しくお願いいたします。

（事務局長　15　西出　紀久）

 事務局より会費納入のお願い
　同窓会の活動は、会員の皆様からの会費でまかなわれておりますが、会費納入状況
は依然として低迷していることに加え、母校100周年記念事業関連費用も逐次発生し
てきたことで、同窓会の収支状況は大変厳しいものとなっております。
　経費削減などに努めておりますが、このままでは近い将来、財政的に同窓会の運営
が難しくなることさえ予想されます。このため、今年度も改めて同窓会員皆様方に会
費納入をお願い申し上げる次第です。
　また、会費を納入してくださる会員数増のために、代表幹事会では、寿会員制度の
廃止につき合意しております。正式には総会等での規約改正を経ることとなります
が、ご賛同くださいます寿会員の方々には、会費の納入のほどお願い申し上げます。
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2020年度朝陽同窓会総会紙上開催と賛否表明のお願い

賛否表明の方法
（Ａ）郵送の場合
（₁）それぞれの議案につき、同封の「賛否表明用紙」に、賛成、反対のいずれか一方
に必ずチェックマークを付けてください。
（₂）賛否の他に、議案に対するご意見を伝えたい場合は、意見欄にご意見を書いてく
ださい。
（₃）氏名と卒回（あるいは卒業年）を必ず記入してください。氏名が空欄の賛否表明
は無効です。
（₄）上記（₁）～（₃）を済ませた「賛否表明用紙」を封筒に入れて、朝陽同窓会事務
局宛てお送りください。宛先は、〒₁₆₀ － ₀₀₁₄　東京都新宿区内藤町₁₁－₄
　都立新宿高等学校内　朝陽同窓会　です。封筒表書きに「賛否表明用紙在中」と朱記
してください。恐縮ですが、切手代等ご負担ください。　12月15日消印まで有効としま
す。

（Ｂ）ＦＡＸの場合
郵送の場合と同様に、（₁）～（₃）を済ませてください。
（₄）上記（₁）～（₃）を済ませた「賛否表明用紙」をＦＡＸにて、朝陽同窓会事務局
宛てお送りください。ＦＡＸ送り先は、₀₅₀－₃₇₃₀－₀₁₃₈　です。

（Ｃ）メールの場合
同窓会ＨＰから、表紙ページ「朝陽同窓会からのお知らせ」欄にある「2020 年度総会
紙上開催」をクリックして表示される説明に従って、賛否表明フォームに記入のうえ、
送信ボタンを押して送信ください。

　新型コロナウイルス感染の終息が見通せず、学校内での感染拡大防止の観点から、
従来のような母校視聴覚室にお集まり頂いての総会開催が不可能となりました。
　このような事情で、本年は残念ながら対面開催ではなく本誌紙面を使っての紙上開
催とさせていただきます。規約には紙上開催の規定がないため、通常の総会と同様、
出席者（本誌発送数）の 3分の 2以上の賛成をもって可決とみなします。
　お諮りする議案は次ページ以降に記載の通りです。それぞれの議案の内容をご検討
のうえ、賛否ご意見を本誌送付の封筒に同封の賛否表明用紙にて郵送、ＦＡＸ、また
はメールにて 12 月 15 日（木）までに朝陽同窓会事務局までお送りくださいますよう
お願い申し上げます。
　なお 15 日（木）までに賛否ご意見を頂けなかった場合は、賛成頂いたものとみな
させていただきます。

•氏名記入のない「賛否表明」は無効です。必ずお名前を書いてい下さい。
なお、皆様からお寄せ頂いた賛否表明は 2021 年 1 月 15 日以降に議事録にてホーム
ページに開示します。個別の意見表明結果を開示する必要があった場合は氏名を伏せて
開示します。
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朝陽同窓会規約（逐条　改定案）
第１条（名称）
本会は朝陽同窓会という。
第２条（本部・支部）
本会は本部を東京都新宿区内藤町 11-４　
都立新宿高等学校内に置き、適宜支部を
設ける。
第３条（目的）
本会は会員の親睦と向上を図り、母校と
緊密な関係を保つことを目的とする。
第４条（事業）
本会は前条の目的達成のために次の事業
を行う。
１．会員名簿の作成
２．会報の発行
３．総会の開催
４．その他総会において決定した事項
第 5条（会員）
本会は次の者よりなる。（注１　字句修
正）
１．普通会員　府立第六中学校、都立第
六中学校、都立第六新制高等学校、都立
新宿高等学校全日制卒業者
並びに前記以外でかつて在学し入会を希
望する者の内、代表幹事会が認めた者
２．特別会員　前記学校現旧教職員　
（注２「名誉会員」から「特別会員」に
変更）
第６条（入会金）
普通会員は入会に当り、入会金 15,000
円を納入する
第７条（会費）
普通会員は年会費 2,000 円、または長期

会費 10,000 円（年会費６年分に相当）
を納入する。但し入会後５年間と特別会
員は会費を免除する。（注３「名誉会員」
を「特別会員」に変更）
（注４「寿会員（80 歳以上）の会費免除」
規定を削除
第８条（運営）
本会の運営は入会金、会費、寄付金、臨
時会費をもってこれに充てる。
第９条（総会）
本会は毎年１回定期総会を、必要な場合
には臨時総会を開催する。
第 10 条（総会の議決事項）
総会は次のことを議決する。
１．本会の規約の変更
２．予算と決算
３．会長・副会長の選出
４．監事の選出
５．その他重要な事項
第 11 条（総会の議決）
前条の議決には総会出席者の３分の２以
上の賛成を要する。
第 12 条（役員）
本会には次の役員をおく。
会長１名、副会長 15 名以内、監事２名、
幹事長１名。
（注 5　副会長を９名から 15 名以内に増
員、代表幹事を役員から削除）
第 13 条（役員と代表幹事の選出）　（注
６　代表幹事を追加）
会長は普通会員中より、副会長は普通会
員および特別会員（注７　特別会員を追
加）中より、代表幹事会の推薦により総

 議案 1　規約改定案（下線部が変更箇所）
◆主な改正点　（詳細は下記逐条改定案を参照）
＊現旧教職員の呼称を名誉会員から特別会員に変更
＊寿会員制度の廃止
＊副会長の定員数を９名から 15 名以内に変更
＊名誉会長を廃止して顧問に統一し、任務も規定
＊代表幹事を役員から削除し別途規定
＊会長の職務に役員会の招集と、総会・役員会・代表幹事会の議長を務めることを明記
＊役員の任務を明記
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会において（注８「代表幹事会におい
て」を変更）選出する。
監事は代表幹事以外の普通会員中より総
会において（注９「代表幹事会におい
て」を変更）選出する。
幹事長は代表幹事会の推薦により会長が
代表幹事中より委嘱する。
代表幹事は各卒業年度の会員の中から互
選する。
第 14 条（役員の任期）
役員の任期は２年とし、重任を妨げな
い。但し、連続して 5 期（10 年）を超
えないものとする。
（注 10　追加）
第 15 条（顧問）　（注 11「顧問」を新設
し「名誉会長」を削除）
本会に顧問をおくことが出来る。
顧問は会長の求めにより会務に助言す
る。
第 16 条　（会長・副会長）
会長は本会を代表し会務を総理し、総
会、役員会（注 12　19 条新設）および
代表幹事会を招集しそれぞれの議長とな
る。（注 13　追加）
副会長は会長を補佐する。
第 17 条　（監事）
監事は会務を監査する。
第 18 条　（幹事長）
幹事長は会務を処理する。

第 19 条（代表幹事会と役員会）（注 14　
役員会を追加）
代表幹事は代表幹事会を組織し、次の事
項を議決する。
１．総会の開催
２．会員名簿の作成
３．会務の遂行
４．予算案案および決算案（注 15　字
句追加）
５．役員の推薦　（注 16　追加）
６．幹事長処理事項
７．その他必要事項
役員は役員会を組織し、代表幹事会に提
出する議案の審議・調整を行う。（注 17　
新設）
第 20 条　（事務局）
本会は本部内に事務局をおく。事務局に
は事務局長１名、事務局員若干名を置
く。事務局長、事務局員の任免は幹事長
が行う。
第 21 条　（事務局内規）
本会の事務処理のため事務局内規を別に
定める。
第 22 条　（会計年度）　
本会の会計年度は毎年４月１日に始ま
り、翌年 3月 31 日に終わる。
第 23 条　（発効）　（注 18　新設）
この規約は 2020 年 12 月 15 日をもって
発効する。

◆新役員候補
＊会長
橋本健一　S19　新

＊副会長
小林暁生　S08　新　01～10 回から選出
西出紀久　S15　再　�11～20 回から選出

（幹事長兼務）

柴田眞樹　S18　新　同上
西尾信子　S24　新　旧教職員から選出
渡辺康隆　S25　新　21～30 回から選出
宮坂雅子　S27　再　同上
髙橋　寛　S32　新　31～40 回から選出
小野瑞城　S34　再　同上
渡辺信久　S34　再　�支部朝陽会から選

出

 議案 2　役員改選案
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1967 年
　�新宿高校卒業、
東京学芸大学入
学
　�（理科・生物学
専攻）
1973 年
　�同　修士課程修
了・教育学修士

1973 年
　東京都立千歳丘高校教諭（生物）
1978 年
　東京都立新宿高校教諭（生物）

＊石川太郎先生後任
1984 年
　東京学芸大学附属高校文部教官教諭
1987 年
　�千葉県立衛生短期大学講師
　�（90 年助教授，98 年教授）
2009 年～2014 年
　�千葉県立保健医療大学健康科学部教授
　（�兼任）

鈴木仁志　S38　新　�運動部 OB 会から
選出

楠木綿太　S60　新　41 回以降から選出

＊監事
中越一統　S31　新　公認会計士
廣田勝彦　S44　新　税理士
＊�前記にて新は新任を、再は再任を示
す。
＊�改選日は本総会（紙上開催）議決日と
する。
＊�任期は２年とし、重任を妨げない。但
し、連続して５期（10 年）を超えな
いこととする。
＊�副会長は 2019 年７月の代表幹事会の

決議により各選出母体から推薦。
◆役員退任
大変長い間ありがとうございました。
厚く感謝申し上げます。

＊会長
田中俊郎　S17

＊副会長
龍岡直道　S24
龍岡友子　S24

＊監事
山本展也　S27
島﨑主税　S28

朝陽同窓会長候補　橋本　健一さん（19 回）略歴

1987 年～2009 年
　�東京学芸大学教育学部非常勤講師
2010 年～2017 年
　�青山学院大学教育人間科学部兼任講師
2012～2018 年
　�早稲田大学教育学部非常勤講師

2019 年
�千葉県立保健医療大学名誉教授

（朝陽同窓会関係）
2007 年：19 回代表幹事
2014 年：朝陽同窓会副会長就任
　　　 　現在に至る

その他：
•新宿高校生物部OB・OG会世話役
・一般財団法人朝陽会　業務執行理事
　　（2014 年～2017 年）
•渋谷区立笹塚小学校学校運営協議会委
員長　（2019 年 4 月～　）
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◆昨年の主な出来事
－�何と言っても昨年台風 15 号により９月８日に男子棟が全壊したことにある
－�全面復旧を代表幹事会で決議して募金の呼びかけを開始
－�財団内に館山寮再建委員会を編成し、現地調査や再建のための計画を立案
－�第一期工事は男子棟トイレ、風呂の修復および男子棟の解体・撤去のみとし、2020
年度内に実施することを決定
－�第二期工事は男子棟の再建工事（管理人室の修復を含む）とし、2021 年上期実施
を計画
－�１月に保険金 8,659 万円を受け取り完了

◆事業報告
－�幹事長交代	 吉村悟 S7 から西出紀久 S15 へ	 １月
－�事務局員退職	 前田文子 S31	 11 月　
	 小出富江 S7	 ３月
－�朝陽募金
　100 周年記念募金	 6,741 万円	 ３月
　館山寮再建募金	 2,144 万円	 ３月
－�朝陽奨学金	 13 名に給付
　学年奨学金９名、就学援助金１名、あい基金３名	 年間
－�第４回ホームカミングデー　「音楽会」をテーマ	 11 月
　　　　　　　　　　　　　　200 名超参加
－ �100 年誌編集
　編集委員会を編成し、「100 年通史」と「100 年誌」に分冊を決定
－�組織強化委員会発足	　　　小野瑞城 S34 副会長に委員長委嘱	 ７月
－�副会長選出方法変更			  ７月
－�寿会員制度廃止
　会費増収のため	 代表幹事会で決定		  10 月
－�「朝陽」68 号発行			   ５月
－�総会開催
　130 名参加	 記念講演　小池洋次 S21		  ５月
－�支部朝陽会開催　　　　　　
　４月東海、７月多摩、北海道、９月宮城、11 月関西、九州、３月USA
－�第 30 回朝陽クラブ
　「スパコン　富岳」　S30 石川裕		  ７月

◆決算
－�今回から一般事業と 100 周年記念事業に区分して決算案を表示
－�一般事業収支では年間 510 万円の赤字となっている、会費の増収を加速させ、かつ
経費の大幅削減が必要である
－�決算数値は監事承認済み、監事による監査報告は別途同窓会ホームページに掲載予
定。具体数値については次ページおよび次々ページをご覧ください。

以上

 議案 3　2019 年度事業報告と決算
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◆今年度の主なポイント
－�新型コロナの感染拡大により、今年の前半は同窓会活動が殆ど出来なかった。
－�しかし館山寮再建第二期工事計画作成など、急いで実施すべき活動が多々ある。

◆事業計画
－�規約改正　　　　議案-１として提案
－�役員人事　　　　議案-２として提案
－�朝陽募金目標額　
　100 周年記念募金	 当年度 1,000 万円	 最終目標　10,000 万円
　館山寮再建募金	 当年度 1,000 万円	 最終目標　 5,000 万円
－�朝陽奨学金　　　6名分を追加し計 210 万円を予算に計上
－�館山寮再建
　第一期工事完了　男子棟トイレ、風呂などの修復と男子棟の解体	 ７月
　第二期工事計画　立案中
－�事業準備室　　　利用頻度低迷のため賃借契約を解除	 ７月
－�一般活動収支の改善
　会費の増収や経費の削減を目指し今年度予算を編成	 年間
－�テレワーク設備導入　在宅勤務開始に対応	 ５月
－�「朝陽」69 号発行	 11 月
－�総会　　　　　　　紙上開催	 12 月
－�支部朝陽会　　　　全支部中止または延期
－�各種イベント　　　ホームカミングデー、戸山交流戦など中止

◆予算案
－�一般事業については前年の 510 万円の大幅赤字を挽回すべく、
　長期会費の 10％増と財団法人朝陽会の事務受託収入の有料化を図る
－�総会後の懇親会の取り止めや進路部通信印刷の中止など費用の節減を行う
－�また事務局員手当については週 1日以上の勤務はボランティア・ワークとし、かつ
今年度は期末手当も支給を中止することとして前年実績の 60％削減を行なう
－ �100 周年記念事業についてもコロナの影響で「朝陽」の発行が大幅に遅れたことに
依り、100 周年記念募金や館山再建募金が昨年実績を下まわることが懸念される
－�そこで朝陽奨学金は 80 万円増額させるが、事業準備室を解約し、併せて当初予定
していた 100 周年記念名簿の発行を 2021 年以降に延ばすことにした

具体予算数値については次ページをご覧ください。

議案 4　2020 年度事業計画と予算
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財団朝陽会財務諸表
　財団法人朝陽会は館山寮と旧水上寮の所有者であり、寮の運営管理、臨海教室の支援な
どの事業を行っています。組織としては、朝陽同窓会とは別組織ですが、その理事会及び
評議員会メンバーは同窓会員、教師、PTA役員で構成されていて、代表理事は朝陽同窓
会長が務めています。
　運営管理事務手続きは朝陽同窓会事務局が担当するなど、朝陽同窓会とは密接な関係に
あり、同窓会を通じて行っている募金活動（100 周年記念事業募金、館山寮再建募金など）
の結果集まった寄付金も朝陽会の活動の用に供されます。特に、館山寮の再建などにつき
財団朝陽会と朝陽同窓会は密接に連携して事業を進めて行く必要があり、以下に財団朝陽
会の財務諸表を掲載します。

①令和元年度　貸借対照表総括表
令和２年３月31日現在 （単位：円）

科目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　現金預金 ＊6,974,294 5,721,651 1,252,643
　　　　その他流動資産 156,184 902,014 △ 745,830
　　　　流動資産合計　 7,130,478 6,623,665 506,813
　２．固定資産
　　　　⑴基本財産
　　　　　土地　 56,430,464 56,430,464 0
　　　　　建物　 28,236,212 36,534,564 △ 8,298,352
　　　　　建設仮勘定 1,100,000 0 1,100,000
　　　　　基本財産合計 85,766,676 92,965,028 △ 7,198,352
　　　　⑵特定資産
　　　　　館山寮再建等引当資産 87,298,820 0 87,298,820
　　　　　特定資産合計 87,298,820 0 87,298,820
　　　固定資産合計 173,065,496 92,965,028 80,100,468
　　　資産合計 180,195,974 99,588,693 80,607,281
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　　　前受金 4,035,000 3,930,000 105,000
　　　　　未払金 2,281,361 0 2,281,361
　　　流動負債合計 6,316,361 3,930,000 2,386,361
　　　負債合計 6,316,361 3,930,000 2,386,361
Ⅲ　正味財産
　１．一般正味財産 172,075,087 95,658,693 76,416,394
　　　（うち基本財産への充当額） （85,766,676） （92,965,028） （△7,198,352）
　　　（うち特定資産への充当額） （85,494,294） （0） （85,494,294）
　２．指定正味財産 1,804,526 0 1,804,526
　　　（うち特定資産への充当額） （1,804,526） （0） （1,804,526）
　　　正味財産合計 173,879,613 95,658,693 78,220,920
　　　負債および正味財産合計 180,195,974 99,588,693 80,607,281

　＊注）内 2,281,361 円は同窓生からの寄付金であり、朝陽同窓会に返還を要するものである。
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②令和元年度　正味財産増減計算書総括表
自：平成31年４月１日　至：令和２年３月31日

（単位：円）

科目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　　（基本財産運用益） 0 0 0
　　　　　基本財産受取利息 0 0 0
　　　　（受取会費） 3,975,000 3,990,000 △ 15,000
　　　　　賛助会員受取会費 3,975,000 3,990,000 △ 15,000
　　　　（事業収益） 7,595,100 9,129,000 △ 1,533,900
　　　　　館山寮運営事業収益 7,385,100 8,929,000 △ 1,543,900
　　　　　寄付金収益 210,000 200,000 10,000
　　　　（雑収益） 27 13,541 △ 13,514
　　　　　受取利息 27 41 △ 14
　　　　　雑収益 0 13,500 △ 13,500
　　経常収益合計 11,570,127 13,132,541 △ 1,562,414

　　⑵　経常費用
　　　　（事業費） 16,040,633 19,865,863 △ 3,825,230
　　　　　給料手当 500,000 500,000 0
　　　　　旅費交通費 37,080 54,720 △ 17,640
　　　　　通信運搬費 69,793 48,169 21,624
　　　　　減価償却費 4,915,157 6,494,706 △ 1,579,549
　　　　　消耗什器備品費 0 100,000 △ 100,000
　　　　　消耗品費 406,646 582,203 △ 175,557
　　　　　修繕費 117,000 859,109 △ 742,109
　　　　　燃料費 123,177 146,287 △ 23,110
　　　　　光熱水料費 671,214 879,385 △ 208,171
　　　　　賃借料 385,582 400,142 △ 14,560
　　　　　保険料 429,140 401,660 27,480
　　　　　支払負担金 68,270 68,270 0
　　　　　支払助成金 399,820 215,700 184,120
　　　　　委託費 7,710,034 9,086,062 △ 1,376,028
　　　　　支払手数料 207,720 29,450 178,270
　　　　（管理費） 1,774,199 255,232 1,518,967
　　　　　会議費 9,420 0 9,420
　　　　　通信運搬費 1,670,002 83,801 1,586,201
　　　　　消耗品費 698 92,016 △ 91,318
　　　　　租税公課 31,884 450 31,434
　　　　　雑支出 62,195 78,965 △ 16,770
　　経常費用合計 17,814,832 20,121,095 △ 2,306,263
　　当期経常増減額 △ 6,244,705 △ 6,988,554 743,849
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（単位：円）

科目 当年度 前年度 増減
　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　　　保険金収入 86,594,294 0 86,594,294
　　　　経常外収益計 86,594,294 0 86,594,294
　　⑵　経常外費用
　　　　　災害損失 3,863,195 0 3,863,195
　　　　経常外費用計 3,863,195 0 3,863,195
　　　当期経常外増減額 82,731,099 0 82,731,099

　　　　当期一般正味財産増減額 76,486,394 △ 6,988,554 83,474,948
　　　　法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0
　　　　一般正味財産増減額 76,416,394 △ 7,058,554 83,474,948
　　　　一般正味財産期首残高 95,658,693 102,717,247 △ 7,058,554
　　　　一般正味財産期末残高 172,075,087 95,658,693 76,416,394

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　受取寄付金 1,804,526 0 1,804,526
　　　当期指定正味財産増減額 1,804,526 0 1,804,526
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　指定正味財産期末残高 1,804,526 0 1,804,526

Ⅲ　正味財産期末残高
　　　　正味財産期末残高 173,879,613 95,658,693 78,220,920



ゴ　
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戦

　
「
第
十
一
回 

新
宿
・
戸
山
高
校
同
窓
会　

交
流
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、
日
和
に
恵
ま
れ
、

好
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
下
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。（
上
表
を
参
照
）

　

団
体
戦
は
今
回
も
僅
差
で
戸
山
チ
ー
ム
が

勝
利
し
、
通
算
で
は
新
宿
の
一
勝
十
敗
と
な

り
ま
し
た
。敗
戦
続
き
で
大
変
残
念
で
す
が
、

そ
れ
以
前
に
参
加
者
数
で
戸
山
チ
ー
ム
に
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
幹
事
と
し
て
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ス
の
ス
コ
ア
は
、
新
宿
が
�
～
�
、

戸
山
が
�
～
�
で
し
た
。
ま
た
個
人
戦
は
、

２
位
、
３
位
、
女
性
１
位
他
で
⓫
点
の
賞
品

を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

交
流
戦
の
楽
し
み
は
プ
レ
イ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
新
宿
・
戸
山
２
名
ず
つ
に
よ
る
各
組

で
の
ラ
ウ
ン
ド
交
流
や
プ
レ
イ
後
の
懇
親
会

に
あ
り
ま
す
。表
彰
式
や
代
表
者
の
ご
挨
拶
、

最
後
は
各
校
の
応
援
歌
で
締
め
と
な
り
ま

す
。
勿
論
、新
宿
は「
六
中
健
児
の
歌
」で
す
。

　

今
回
は
、
二
六
回
生
な
ど
八
名
の
方
に
初

め
て
ご
参
加
い
た
だ
き
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
新
し
い
参
加
者
を
増
や
し

つ
つ
こ
の
対
抗
戦
を
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
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戸　山　対　抗　戦

第11回ゴルフ交流戦 第₉回ブリッジ交流戦

日時 2019年11月 1 日 2019年 6 月22日

場所 武蔵ゴルフクラブ
（埼玉県比企郡鳩山町） 四谷ブリッジセンター

参加者・新宿 20名（内女性 2 名）
新 2 ～26回 10名

参加者・戸山 28名 10名

ルール 団体戦：各校上位10名のネット
スコア合計

参加者少なくチーム戦ができず
ペア戦に

勝敗 負け（1.4ｐ差）、
通算 １ 勝10敗

負け、
通算新宿の ５ 勝 ４ 敗



ブ　

リ　

ッ　

ジ　

対　

抗　

戦

　

朝
陽
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
倶
楽
部
は

二
〇
一
一
年
に
発
足
し
同
年
六
月
に
戸
山
高

校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
交
流
戦
（
チ
ー
ム
戦
）
を

行
い
現
在
ま
で
対
抗
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

対
戦
成
績
も
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
お
り
、
い
つ

も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
今
回
は
参
加
者
が
少
な
く
チ
ー

ム
戦
が
で
き
ず
、
ペ
ア
戦
を
行
い
、
ペ
ア
別

と
し
て
は
新
宿
ペ
ア
が
優
勝
。
な
お
、
チ
ー

ム
戦
と
し
て
は
順
位
を
総
合
し
て
僅
差
で
戸

山
の
優
勝
で
、
新
宿
の
負
け
で
し
た
。

　

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
に
関
心
の
あ
る

方
は
是
非
、
左
記
の
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
：jchouyou@

estate.ocn.ne.jp

　

電
話
：　

03-5368-8366

囲　

碁　

対　

抗　

戦

　

二
〇
一
九
年
の
囲
碁
対
抗
戦
は
、
会
場
と

な
る
高
田
馬
場
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
閉
店
と
な

り
、
新
宿
側
の
参
加
者
も
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
、
今
後
の
状
況
の

変
化
が
あ
る
ま
で
中
止
（
無
期
延
期
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
（
事
務
局
）

誠
に
残
念
で
す
が
「
開
催
中
止
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
来
年
の
開
催
に
は
是
非
ご
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
新
幹
事　

大
池　

克
幸
（
二
四
回
））
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参加人数
戸山 新宿 合計

第１回 16 15 31
第２回 20 16 36
第３回 17 21 38
第４回 20 20 40
第５回 19 17 36
第６回 22 22 44
第７回 23 22 45
第８回 24 23 47
第９回 19 24 43
第10回 20 18 38
第11回 29 20 48



　

一
九
五
六
年
の
新
宿
高
校
で
、
私
は
入
学

早
々
、
二
木
先
生
が
担
任
で
し
た
。
一
番
驚

い
た
の
は
、「
人
生
は
下
手
な
猿
芝
居
だ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
二
年
生
の

と
き
病
気
で
も
な
い
の
に
一
ヶ
月
程
長
期
欠

席
し
て
、
先
生
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
日
々
の

生
活
を
報
告
し
た
う
え
、「
で
も
、
も
う
義

務
教
育
で
は
な
い
し
、
時
々
登
校
し
て
授
業

の
進
み
具
合
は
掴
ん
で
ま
す
」
と
申
し
上
げ

た
と
こ
ろ
、「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
駄
目
だ
、

も
っ
と
徹
底
的
に
休
ま
な
く
て
は
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
で
す
。

　

山
好
き
で
旧
制
三
高
の
弊
衣
破
帽
の
風
格

を
お
持
ち
の
先
生
に
は
、
受
持
ち
ク
ラ
ス
の

多
く
の
生
徒
が
強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

最
近
ま
で
の
隔
年
同
窓
会
に
は
、
先
生
の
お

備
学
生
、
少
尉
、
中
尉
で
、
四
五
年
九
月
除

隊
。
東
京
大
学
入
学
・
卒
業
、
新
宿
高
校
就

職
。
六
三
年
広
尾
高
校
、
ご
結
婚
。
小
平
高

校
を
経
て
、
大
島
で
教
頭
・
校
長
を
経
て
ご

退
職
で
す
。

　

さ
て
、
先
生
は
バ
ン
カ
ラ
学
生
風
に
手
拭

を
愛
用
さ
れ
、
広
げ
て
お
持
ち
の
写
真
も
あ

り
ま
す
。「
天
壌
無
窮
」
と
染
め
ら
れ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
は
新
宿
高
校
の
同
窓
会
室
に
飾
ら

れ
て
お
り
、
日
露
海
戦
の
東
郷
平
八
郎
の
揮

毫
で
す
。
先
生
！　

本
当
は
、
東
郷
の
揮
毫

と
し
て
で
は
な
く
、『
日
本
書
紀
』
の
漢
文

と
し
て
、「
天
壌
無
窮
」
を
お
好
き
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
？　

そ
れ
で
大
島
に
赴
任
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
？　

仮
名
『
万
葉
集
』
の

「
令
和
」
も
ご
覧
に
な
ら
れ
て
、
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
日
本
人
の
「
下
手
な
猿
芝
居
」

は
少
し
は
上
手
く
な
っ
た
と
言
え
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

最
近
の
先
生
は
奥
様
と
共
に
都
内
の
シ
ニ

ア
施
設
に
お
住
ま
い
で
、
甥
御
様
に
よ
れ
ば
、

お
酒
は
召
し
上
が
る
も
の
の
食
欲
の
衰
え
て

い
く
、
穏
や
か
な
九
八
歳
目
前
の
日
々
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

合
掌

　
（
薄
紅
色
の
胡
蝶
蘭
を
お
供
え
い
た
し
ま

し
た
。）

好
き
だ
っ
た
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を
歌
っ

て
ま
し
た
。
急
変
す
る
当
時
の
日
本
社
会
の

ム
ー
ド
の
中
で
、
国
語
・
漢
文
を
ご
担
当
さ

れ
な
が
ら
、
本
当
は
何
を
お
考
え
で
い
ら
し

た
の
か
、
ガ
キ
乙
女
の
私
に
は
推
察
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
年
生
の
国

語
の
宿
題
で
泉
鏡
花
の
『
高
野
聖
』（
無
削

除
版
？
）
や
中
島
敦
の
『
山
月
記
』
を
読
ま

さ
れ
て
、
理
解
不
能
で
し
た
が
、
後
日
読
み

返
し
、
凄
い
レ
ベ
ル
の
思
考
を
期
待
さ
れ
て

い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
今
で
は
分
か
り

ま
す
。
エ
リ
ー
ト
未
成
年
を
大
人
扱
い
。

　

最
近
の
同
窓
会
で
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
、

「
ど
こ
か
で
見
た
顔
だ
」
な
ど
と
仰
る
の
で
、

敢
て
名
乗
り
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
印
象

の
薄
い
生
徒
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、

御
転
婆
女
生
徒
達
の
登
山
を
引
率
し
て
下

さ
っ
た
り
、
生
徒
会
立
候
補
を
応
援
し
て
下

さ
っ
た
り
と
、
共
学
の
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
の
男
子
校
で
、
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

も
暖
か
い
ご
配
慮
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

甥
御
様
か
ら
戴
い
た
ご
経
歴
情
報
の
一
端

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
九
二
二
年
荻
窪
生
ま

れ
、
四
三
年
旧
制
三
高
を
繰
上
げ
卒
業
、
同

年
十
二
月
横
須
賀
第
二
海
兵
団
二
等
兵
、
予

追
　
　
悼
　
　
文
　
　
・
　
訃
　
　
報

　
追
悼
：
　
二
木
　
順
　
　
先
生

高
山
（
尾
鍋
）
眞
知
子
（
十
一
回
）　

二
木　

順　

先
生
（
享
年
九
七
歳
）

二
〇
一
九
年
年
十
二
月
三
一
日
ご
逝
去　

教
科
：
国
語　
　
　
　
　

在
籍
：
昭
和
二
四
年
十
月

～
昭
和
三
八
年
三
月

（
十
四
年
間
）
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編
集
後
記 

　

全
国
を
襲
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
同
窓

会
活
動
も
総
会
の
延
期
や
各
種
行
事
の
中

止
・
延
期
と
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

朝
陽
紙
面
も
、
予
定
し
て
い
た
記
事
を
集

め
き
れ
ず
、
記
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
会
員
の
方
々
に
は
申
し
訳
な
い
次
第

と
な
り
ま
し
た
。
編
集
部
の
力
不
足
を
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
事
内
容
の
充
実
の
た
め
、
ご
寄
稿
の
希

望
な
ど
ぜ
ひ
と
も
事
務
局
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
長　

一
八
回　

林　

慶
治
郎
）

本
間
　
孝
先
生
　（
新
宿
高
等
学
校
教
頭
）

　
ご
逝
去
：
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
五
日

　
享
年
：
八
五
歳

　
在
籍
：
平
成
四
年
四
月
～
平
成
七
年
四
月

成
清
　
良
孝
先
生

　
ご
逝
去
：
二
〇
一
九
年
二
月
十
日

　
教
科
：
国
語

　
在
職
：
昭
和
五
一
年
四
月
～
平
成
三
年
三
月

恩
　
師
　
訃
　
報

FACEBOOKをご活用ください
朝陽同窓会 FACEBOOK（FB）の友達になっていただければ、同期会や会合の案内等
をＦＢにご自由に投稿頂ける他、コメント欄を通じて連絡を取り合うこともできます。

（１）FBの設定は以下の通りとなっております。
・タイムラインを読める人：　友達　　（ただし一部記事は一般公開しています）
・タイムラインに書き込める人：　友達
・友達に書き込まれたタイムラインの共有範囲：　友達の友達
（２）同窓会員のコミュニケーション活性化のため FBの活用をお願いします。同期会
案内やクラス会のお知らせなどの書き込み歓迎です。
（３）FBに送られた友達リクエストは事務局にて同窓会名簿と照合のうえ承認してお
ります。
（４）URL　https://www.facebook.com/jchouyou
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東京都立新宿高等学校〔府立六中〕朝陽同窓会

　新型コロナウイルス感染による緊急事態宣言が解除された６月１日から、母校
は授業を再開し、校内に活気も戻ってきつつあります。しかし学内での感染防止
の観点から、学外者が多数校内に入る行事（同窓会総会やホームカミングデー、
あるいは代表幹事会など）は行えない状況が続いています。また、会員の皆様に
おかれましても、多人数が集まっての会合は、ウイルス感染のご心配もおありかと
存じます。

　例年５月に開催しておりました同窓会総会も、学校が閉鎖されたことなどにより、
延期とご案内しておりましたが、上記のために、お集まりいただいての開催は不可
能となりました。

　しかしながら、総会は決算、予算や年度方針を決める大事な場ですので、朝陽
紙上にて予算・年度方針などの議案をご紹介し、それぞれの議案につき、皆様か
ら郵送、ファクスあるいはメールなどで、ご意見をいただくという「紙上開催」といた
します。
　まことに異例なことではございますが、状況ご理解のうえ、各議案への賛否意
見をお寄せくださいますようお願いします。

　紙上開催で皆様にお諮りする議案は紙面66～73ページに記載してございます。
65ページには、郵送、ファクス、メールそれぞれによる賛否ご意見の表明方法を
ご説明しております。
　賛否ご意見は「朝陽」同封の賛否表明用紙にご記入の上、郵送またはファクス
にて、同窓会事務局までお送りください。メールの場合は、同封の用紙は使わず
HPの「事務局からのお知らせ」欄の「2020年度朝陽同窓会総会のご案内」をク
リックして、表示されるご案内に沿って賛否の意思表明をしてください。
　賛否のご意見は12月15日（木）までに朝陽同窓会事務局までお送りくださいます
ようお願い申し上げます。

百周年ロゴタイプはホームページからダウンロードできます

朝陽同窓会フェースブック・ホームページをご活用ください

https://facebook.com/jchouyou
http://www.nchoyou.net
朝陽同窓会事務局０３-５３６８-８８６６

2020年度朝陽同窓会（紙上開催）参加のお願い




